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本書について

本書では、企業間 (B2B) 取引コミュニティーの要件にあわせて WebSphere Partner

Gateway を保守する方法について説明します。本書は、「ハブ構成ガイド」に記載
されている必要なハブ構成タスクがすでに実行されていることを前提としていま
す。

このリリースの新機能

リリース 6.0 の新機能
このセクションでは、WebSphere Partner Gateway バージョン 6.0 の変更点を中心
に説明します。

v プロダクト名は、WebSphere Business Integration Connect から WebSphere Partner

Gateway に変更されています。

v EDI のサポートが追加されました。 15ページの『EDI の管理』を参照してくだ
さい。

v EDI メッセージとコードが追加されました。 99ページの『付録 B. 障害発生時イ
ベント』を参照してください。

v 失敗した文書と正常に送信された文書の再送信のサポートが追加されました。 66

ページの『処理に失敗した文書、または正常に処理された文書の再送』を参照し
てください。

v 付録 C は見出しが変更され、新規コンポーネントに固有のプロパティー・ファイ
ルを反映するように更新されました。 133ページの『付録 C. コンポーネント固
有のプロパティー・ファイル』を参照してください。

v ファイル名とディレクトリーは、新しい命名規則を反映するように更新されまし
た。

v FTP スクリプト・トランスポートのサポートが追加されました。

v 複数証明書のサポートが追加されました。 30ページの『証明書の管理』を参照し
てください。

v IBM Tivoli License Manager (ITLM) のサポートが追加されました。

リリース 4.2.2 の新機能
このセクションでは、本書の前回のリリース (4.2.1) 以降の変更内容を説明します。

v 本書は、WebSphere Partner Gateway 環境の管理と保守に必要な情報のみが含まれ
るように変更されました。この環境を構成するための情報は、すべて新規の「ハ
ブ構成ガイド」に移行されました。

v 製品パフォーマンスの機能拡張情報が追加されました。 97ページの『付録 A. パ
フォーマンスの考慮』を参照してください。

v データのアーカイブ情報が追加されました。 77ページの『第 8 章 アーカイブ』
を参照してください。
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v 参加者の削除オプションが文書化されました。 24ページの『参加者の削除』を参
照してください。

v トランスポートの削除オプションが文書化されました。 29ページの『トランスポ
ートの削除』を参照してください。

v スクリーン・リーダーをサポートするために Community Console に追加された新
規のアクセシビリティ機能が文書化されました。

対象読者
WebSphere Partner Gateway を保守する管理者。本書では、次の 2 種類の管理者を
想定しています。

v ハブ管理者 (コミュニティー・オペレーターとも呼ばれます)

v アカウント管理者

ハブ管理者は、コミュニティーのスーパー管理ユーザーです。ハブ管理者は、参加
者の構成と接続を含む、ハブ・コミュニティー全体の構成および管理を担当しま
す。アカウント管理者は、ハブ管理者機能のサブセットにアクセスすることがで
き、コミュニティー・マネージャーまたはコミュニティー参加者の主要な管理ユー
ザーになっています。

注: 一部の機能には、コミュニティー参加者およびコミュニティー・マネージャー
もアクセスできます。ハブ管理者およびアカウント管理者が使用できるのと同
じ制御機能が共用されている場合でも、コミュニティー参加者およびコミュニ
ティー・マネージャーが常にその制御機能を認識したり、アクセスできるわけ
ではありません。

関連資料
この製品に付属する資料一式には、WebSphere Partner Gateway Enterprise Edition お
よび Advanced Edition のインストール、構成、管理、使用に関する包括的な情報が
含まれています。

この資料は、次のサイトからダウンロードするか、オンラインで直接閲覧できま
す。

http://www.ibm.com/software/integration/wspartnergateway/library/infocenter

注: 本書の発行後に公開されたテクニカル・サポートの技術情報や速報に、本書の
対象製品に関する重要な情報が記載されている場合があります。これらは次の
WebSphere Business Integration サポート Web サイトにあります。

http://www.ibm.com/software/integration/websphere/support/

関係するコンポーネント領域を選択して、「Technotes」および「Flashes」セクショ
ンを参照します。
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ヘルプの参照先
オンライン・ヘルプは、各ウィンドウの右上にある「ヘルプ」を選択して参照でき
ます。

注: ヘルプをクリックしてもヘルプ・ウィンドウが表示されない場合は、ポップア
ップ抑止機能を実行していないことを確認してください。

お客様サポート

ソフトウェア・サポート
www.ibm.com/software/support

Passport Advantage(R)

www.ibm.com/software/howtobuy/passportadvantage/

製品資料
www.ibm.com/software/integration/wspartnergateway/library/infocenter

表記上の規則
本書では、以下のような書体の規則を使用しています。

規則 説明

モノスペース・フォント このフォントのテキストは、ユーザーが入力するテキスト、
引数またはコマンド・オプションの値、例およびコード・サ
ンプル、またはシステムが画面に表示する情報 (メッセー
ジ・テキストまたはプロンプト) を示します。

太字 太字のテキストは、グラフィカル・ユーザー・インターフェ
ース・コントロール (例えば、オンライン・ボタン名、メニ
ュー名、またはメニュー・オプション)、およびテーブルやテ
キストの列見出しを示します。

イタリック イタリックのテキストは、強調、資料名、新規用語および文
書内で定義されている用語、変数名、または文字として使用
されるアルファベット文字を示します。

イタリック・モノスペース・
フォント

イタリック・モノスペース・フォントのテキストは、モノス
ペース・フォントのテキスト内の変数名を示します。

下線付きのカラー・テキスト 下線付きのカラー・テキストは、相互参照を示します。テキ
ストをクリックすると、参照先に移動します。

青色アウトラインのテキスト (PDF ファイルのみ) テキストの周りの青のアウトラインは、
相互参照を示します。アウトラインで囲まれたテキストをク
リックすると、参照先に移動します。この規則は、この表内
の PDF ファイルに関する「下線付きカラー・テキスト」規
則に相当します。

{INSTALL DIR} 製品のインストール先ディレクトリーを表します。
UNIX:/Windows: このいずれかの文字で始まるパラグラフは、オペレーティン

グ・システムによる違いをリストした注記であることを示し
ます。
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『 』 (かぎ括弧) (PDF ファイルのみ) かぎ括弧で本書の他のセクションへの相
互参照を囲んでいます。

{ } 構文の記述行で、複数のオプションが中括弧で囲まれている
場合、その中の 1 つのオプションのみを選択することが必要
です。

[ ] 構文の記述行の場合、大括弧 [ ] で囲まれた部分は、オプシ
ョナル・パラメーターです。

... 構文の記述行の場合、省略符号 ... は直前のパラメーターが
繰り返されることを示します。例えば、option[,...] は複数
のオプションをコンマで区切って指定できることを意味しま
す。

< > 名前の変数エレメントは、不等号括弧で囲んでほかのエレメ
ントと区別しています。例えば、
<server_name><connector_name>tmp.log のように表記されてい
ます。

¥、/ 円記号 (¥) は、Windows インストールでのディレクトリー・
パスの中で、コンポーネントの分離文字として使用していま
す。UNIX をインストールしている場合は、スラッシュ (/)

を円記号で置換します。
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このリリースの新機能

リリース 6.0 の新機能
このセクションでは、WebSphere Partner Gateway バージョン 6.0 の変更点を中心
に説明します。

v プロダクト名は、WebSphere Business Integration Connect から WebSphere Partner

Gateway に変更されています。

v EDI のサポートが追加されました。 15ページの『EDI の管理』を参照してくだ
さい。

v EDI メッセージとコードが追加されました。 99ページの『付録 B. 障害発生時イ
ベント』を参照してください。

v 失敗した文書と正常に送信された文書の再送信のサポートが追加されました。 66

ページの『処理に失敗した文書、または正常に処理された文書の再送』を参照し
てください。

v 付録 C は見出しが変更され、新規コンポーネントに固有のプロパティー・ファイ
ルを反映するように更新されました。 133ページの『付録 C. コンポーネント固
有のプロパティー・ファイル』を参照してください。

v ファイル名とディレクトリーは、新しい命名規則を反映するように更新されまし
た。

v FTP スクリプト・トランスポートのサポートが追加されました。

v 複数証明書のサポートが追加されました。 30ページの『証明書の管理』を参照し
てください。

v IBM Tivoli License Manager (ITLM) のサポートが追加されました。

リリース 4.2.2 の新機能
このセクションでは、本書の前回のリリース (4.2.1) 以降の変更内容を説明します。

v 本書は、WebSphere Partner Gateway 環境の管理と保守に必要な情報のみが含まれ
るように変更されました。この環境を構成するための情報は、すべて新規の「ハ
ブ構成ガイド」に移行されました。

v 製品パフォーマンスの機能拡張情報が追加されました。 97ページの『付録 A. パ
フォーマンスの考慮』を参照してください。

v データのアーカイブ情報が追加されました。 77ページの『第 8 章 アーカイブ』
を参照してください。

v 参加者の削除オプションが文書化されました。 24ページの『参加者の削除』を参
照してください。

v トランスポートの削除オプションが文書化されました。 29ページの『トランスポ
ートの削除』を参照してください。

v スクリーン・リーダーをサポートするために Community Console に追加された新
規のアクセシビリティ機能が文書化されました。
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第 1 章 基本の Community Console タスク

このガイドで説明するタスクは、WebSphere Partner Gateway Community Console を
使用して実行されます。Community Console は、セキュア・アクセス・ポイントを
提供する Web ベースの機能です。

この章で説明するトピックは次のとおりです。

v 『Community Console の始動』

v 『Receiver 側の開始』

v 『Document Manager の始動』

v 『ヘルプ・システムの始動』

v 2 ページの『Community Console へのログイン』

v 3 ページの『Community Console 内の移動』

v 3 ページの『Community Console のアイコン』

v 5 ページの『Community Console からのログオフ』

v 5 ページの『Community Console の停止』

v 5 ページの『Receiver および Document Manager の停止』

Community Console の始動
Community Console を始動するには、次のいずれかのスクリプトを実行します。

v UNIX(R) - {INSTALL DIR}/bin/bcgStartServer.sh bcgconsole

v Windows(R) - {INSTALL DIR}¥bin¥bcgStartServer.bat bcgconsole

Receiver 側の開始
Receiver を始動するには、次のいずれかのスクリプトを実行します。

v UNIX - {INSTALL DIR}/bin/bcgStartServer.sh bcgreceiver

v Windows - {INSTALL DIR}¥bin¥bcgStartServer.bat bcgreceiver

Document Manager の始動
Document Manager を始動するには、次のいずれかのスクリプトを実行します。

v UNIX - {INSTALL DIR}/bin/bcgStartServer.sh bcgdocmgr

v Windows - {INSTALL DIR}¥bin¥bcgStartServer.bat bcgdocmgr

ヘルプ・システムの始動
ヘルプ・システムが機能するには、ヘルプ・システム・サーバーが稼働している必
要があります。デフォルトでは、ヘルプ・システムはコンソールと同じサーバーに
インストールされますが、コンソールのインストール時に別のサーバーをヘルプ・
システム用に指定できます。
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ヘルプ・システムの場所は、{INSTALL DIR}/console/lib/config/bcg_console.properties

にある bcg_console.properties ファイルの ibm.bcg.help.host プロパティーの値をチェ
ックすることによって確認できます。ヘルプ・サーバー・ロケーションの値がロー
カル・ホストである場合、ローカル・マシンはヘルプ・システムに使用されます。

ヘルプ・システムを始動するには、次のいずれかのスクリプトを実行します。

v UNIX - {INSTALL DIR}/bin/bcgStartHelp.sh

v Windows - {INSTALL DIR}¥bin¥bcgStartHelp.bat

注: Windows システムの場合、bcgStartHelp スクリプトを実行するために使用する
ウィンドウは開いたままにし、ヘルプ・サーバーが稼働し続けるようにする必
要があります。

Community Console へのログイン
Community Console には、次のいずれかの Web ブラウザーが必要です。

v Microsoft(R) Internet Explorer バージョン 6.0、SP1 以降

v Mozilla バージョン 1.7 以降

使用しているブラウザーについて、利用できる最新の Service Pack とアップデート
を必ずインストールしてください。

注: Community Console では、セッション情報を保守するために Cookie サポートを
オンにする必要があります。Cookie には個人情報は保管されず、ブラウザーが
クローズすると有効期限が切れます。

表示を最適にするため、画面解像度は 1024 x 768 DPI に設定してください。

Community Console にログインするには、次の手順を実行します。

1. Web ブラウザーのロケーション・フィールドに次の URL を入力します。

http://hostname.domain:58080/console
(unsecure)

https://hostname.domain:58443/console (secure)

hostname および domain は、Community Console コンポーネントをホスティン
グするコンピューターの名前およびロケーションです。

2. Community Console ログイン・ウィンドウの「ユーザー名」フィールドに、適切
な名前を入力します。

v ハブ管理者の場合、デフォルトのユーザー名は hubadmin です。

v オペレーター管理者の場合、デフォルトのユーザー名は Admin です。

3. 「パスワード」フィールドに、サイトのパスワードを入力します。デフォルトの
パスワードは Pa55word です。

4. 「会社ログイン名」フィールドで、管理者ログイン名を入力します。ハブ管理ユ
ーザーおよびオペレーター管理ユーザーのデフォルトのログイン名は共に、
Operator です。

5. 「ログイン」をクリックします。

6. 初めてログインした場合は、新規パスワードの作成を要求されます。新規パスワ
ードを入力し、「検証」フィールドにパスワードを再度入力します。
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7. 「保管」をクリックします。

Community Console 内の移動
Community Console は、WebSphere Partner Gateway の構成に使用するさまざまなメ
ニューで構成されています。

各ウィンドウの右上隅に次の 2 つのリンクが表示されます。

v 「ログアウト」を使用すると、現在の WebSphere Partner Gateway セッションか
らログオフできます。アプリケーションは、引き続きバックグラウンドで実行さ
れます。再度ログインするには、2 ページの『Community Console へのログイ
ン』の手順を実行します。

v 「ヘルプ」を使用すると、WebSphere Partner Gateway のオンライン・ヘルプにア
クセスできます。

注: ヘルプをクリックしてもヘルプ・ウィンドウが表示されない場合は、ポップ
アップ抑止機能を実行していないことを確認してください。

Community Console のアイコン
表 1 に、Community Console のウィンドウ全体で使用されるアイコンの一覧を示し
ます。

表 1. Community Console のアイコン

アイコン アイコン名

Trade Participant Agreement (TPA) が入力されています。

縮小

コピー

格納データ

非アクティブ化

削除

ロー文書の表示

進行中の文書

文書処理に失敗

文書処理に成功

マップのダウンロード

編集

属性値の編集
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表 1. Community Console のアイコン (続き)

アイコン アイコン名

編集オフ

RosettaNet 属性値の編集

展開

情報のエクスポート

レポートのエクスポート

ゲートウェイ使用不可

検索条件を非表示

変更

格納データなし

カレンダーを開く

一時停止

印刷

必要入力

役割、クリックして役割を作成

開始

同期データ・フロー。非同期のトランザクションの場合、アイコンは
表示されません。
マップのアップロード

重複する文書イベントが存在する場合、以前に送信された元文書を表
示します。
詳細の表示

グループのメンバーシップの表示

ヘルプ・システムの表示

アクセス権の表示

文書フロー定義の属性セットアップの表示

ユーザーの表示

検証エラーの表示
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表 1. Community Console のアイコン (続き)

アイコン アイコン名

使用箇所

Community Console からのログオフ
Community Console の使用を終了したら、コンソール・ウィンドウの右上にある
「ログアウト」をクリックします。ログアウトが実行され、コンソールのログイ
ン・ウィンドウが表示されます。

Community Console の停止
Community Console を停止するには、次のいずれかのスクリプトを実行します。

v UNIX - {INSTALL DIR}/bin/bcgStopServer.sh bcgconsole

v Windows - {INSTALL DIR}¥bin¥bcgStopServer.bat bcgconsole

注: 警告メッセージが表示されても無視できます。

Receiver および Document Manager の停止
システムをシャットダウンする場合は、まず Receiver をシャットダウンしてから
Document Manager をシャットダウンします。この安全機能により、Document

Manager のシャットダウン中に文書がシステムに侵入するのを防ぎます。処理中の
文書が大量に存在する場合は、シャットダウンに最大 15 分かかる場合がありま
す。

Receiver および Document Manager を停止するには、次のスクリプトを実行しま
す。

UNIX:

v {INSTALL DIR}/bin/bcgStopServer.sh bcgreceiver

v {INSTALL DIR}/bin/bcgStopServer.sh bcgdocmgr

Windows:

v {INSTALL DIR}¥bin¥bcgStopServer.bat bcgreceiver

v {INSTALL DIR}¥bin¥bcgStopServer.bat bcgdocmgr

注: 警告メッセージが表示されても無視できます。

ヘルプ・システムの停止
ヘルプ・システムを停止するには、次のいずれかのスクリプトを実行します。

v UNIX - {INSTALL DIR}/bin/bcgStopHelp.sh

v Windows - {INSTALL DIR}¥bin¥bcgStopHelp.bat
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第 2 章 ハブ管理者のタスク

この章では、ハブ管理者ユーザーのみが実行できるタスクについて説明します。タ
スクの内容は次のとおりです。

v 『パスワード・ポリシーの管理』

v 8ページの『データベース、データベース・ユーザー、およびパスワードの変
更』

v 8ページの『イベント・コードの管理』

v 10ページの『ターゲットの管理』

v 11ページの『対話の管理』

v 11ページの『XML 形式の管理』

v 12ページの『アクションの使用可能化または使用不可化』

v 13ページの『ハンドラーの管理』

v 13ページの『マップの管理』

v 15ページの『EDI の管理』

v 19ページの『アラート・メール・アドレスの更新』

v 19ページの『システム・アクティビティーの表示』

v 20ページの『イベント送達の管理』

v 20ページの『API 呼び出しの管理』

パスワード・ポリシーの管理
システム設定されたデフォルト値以外の値を使用したい場合は、ハブ・コミュニテ
ィーのパスワード・ポリシーをセットアップします。パスワード・ポリシーは、
Community Console にログインするすべてのユーザーに適用されます。

パスワード・ポリシーの以下のエレメントを変更することができます。

v 「最小長」- 参加者がパスワードに最低限使用しなければならない文字数を表し
ます。デフォルトは 8 文字です。

v 「有効期限」- パスワードが期限切れになるまでの日数を表します。デフォルト
は 30 日です。

v 「固有性」- ヒストリー・ファイルに保持されるパスワードの数を指定します。
旧パスワードがヒストリー・ファイルに存在していても、参加者はそのファイル
を使用できません。デフォルトのパスワード数は 10 です。

v 「特殊文字」- これを選択すると、以下のタイプの特殊文字のうち、少なくとも
3 つがパスワードに含まれていなければならないことを示します。

- 大文字

- 小文字

- 数字
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- 特殊文字

パスワードが英字 (ASCII) で構成される場合は、この設定をすることで、より厳
しいセキュリティー要件を設けることができます。デフォルト設定はオフです。
パスワードが各国文字で構成される場合は、「特殊文字」をオフにしておくこと
をお勧めします。英語以外の言語の文字セットには、4 つの文字タイプのうち必
要となる 3 つが含まれていない場合もあります。

システムでサポートされている特殊文字は、「#」、「@」、「$」、「&」、
「+」です。

v 「名前との差異の検査」- これを選択すると、ユーザーのログイン名や氏名から
推測されやすいパスワードを使用できなくなります。このフィールドは、デフォ
ルトで選択されています。

デフォルト値を変更するには、以下のステップを実行します。

1. 「ハブ管理」>「コンソール構成」>「パスワード・ポリシー」の順にクリックし
ます。「パスワード・ポリシー」ページが表示されます。

2. 「編集」アイコンをクリックします。

3. 任意のデフォルト値を、パスワード・ポリシーに使用したい値に変更します。

4. 「保管」をクリックします。

データベース、データベース・ユーザー、およびパスワードの変更
インストール後、WebSphere Partner Gateway コンポーネントが使用するデータベー
スを変更できます。データベース・ユーザーの名前やデータベース・ユーザーのパ
スワードも変更できます。

以下のコマンドの serverName は、Console、Receiver、および Document Manager

それぞれの bcgconsole、bcgreceiver、または bcgdocmgr を参照します。

v Windows プラットフォームでは、{INSTALL DIR}¥bin ディレクトリーに移動し
て、次のコマンドを入力します。

bcgwsadmin.bat -f {INSTALL DIR}¥scripts¥bcgdbup.jacl -conntype NONE
db_type dbNAME dbUserID dbPassword nodeName serverName

v 他のすべてのプラットフォームの場合は、次を入力します。

./bcgwsadmin.sh -f {INSTALL DIR}/scripts/bcgdbup.jacl -conntype NONE
dbType dbName dbUserID dbPassword nodeName serverName

このコマンドの使用例を次に示します。

./bcgwsadmin.sh -f {INSTALL DIR}/scripts/bcgdbup.jacl -conntype NONE
db2 hub_db george ABCD123 DefaultNode bcgdocmgr

イベント・コードの管理
WebSphere Partner Gateway 内でイベントが発生すると、イベント・コードが生成さ
れます。「イベント・コード」ウィンドウを使用すると、生成されたイベント・コ
ードを参照して、ほかのアプリケーションにエクスポートできます。また、イベン
ト・コードのアラート可能状況を設定することができます。

8 IBM WebSphere Partner Gateway Enterprise and Advanced Editions: 管理者ガイド



イベント・コードの表示および編集
次の手順では、イベント・コードの詳細を表示する方法について説明します。イベ
ント・コードの可視/不可視およびアラート可能な状況を編集したり、イベント・コ
ードの重大度を表示できます。

1. 「ハブ管理」>「ハブ構成」>「イベント・コード」の順にクリックします。

2. 「イベント・コード」ウィンドウで、詳細を表示するイベント・コードの横にあ
る「詳細の表示」アイコンをクリックします。

3. 「イベント・コードの詳細」ウィンドウで、表 2 に示すパラメーターを設定しま
す。

表 2. イベント・コードの詳細

パラメーター 説明

イベント・コード このイベント・コードに固有の番号を示す読み取り専用フィール
ド。

イベント名 イベントを起動したアクションに関連したイベントを識別するた
めに使用する名前を示す読み取り専用フィールド。

内部での記述 イベントを起動した環境を説明する読み取り専用フィールド。
可視/不可視 イベント・コードを表示できるユーザー (コミュニティー・オペ

レーター、コミュニティー・マネージャー、コミュニティー参加
者、またはこの 3 つの任意の組み合わせ) を選択します。

重大度 このイベント・コードに関連した重大度を示す読み取り専用フィ
ールド。次に示すように、「デバッグ」(最低の重大度) から「重
大」(最高の重大度) までがあります。

v デバッグ - 下位のシステム操作およびサポートに使用。可視性
およびデバッグ情報の使用は、ユーザーのアクセス権レベルに
よって異なります。

v 情報 - 正常終了したシステム操作に使用。これらのイベント
は、処理中の文書の状況も示します。通知イベントにはユーザ
ー処置は必要ありません。

v 警告 - 文書の処理やシステム機能において、操作を継続できる
重大ではない異常に使用。

v エラー - 文書処理において、プロセス終了の原因となる異常に
使用。

v 重大 - システム障害によって終了するサービスに使用。重大イ
ベントが生成されると、サポート要員による操作が必要になり
ます。

アラート可能 (Alertable) 選択すると、「アラート」ウィンドウの「定義」タブにあるリス
トにイベント名が表示されます。これにより、このイベントに対
してアラートを設定できます。

イベント・コード名の保管
イベント・リストにあるイベント名のみを保管する (「名前のエクスポート」) か、
またはイベント・リストにある内部の記述をテキスト形式で保管する (「リストの
エクスポート」) かを選択できます。次のステップを実行します。

1. 「ハブ管理」>「ハブ構成」>「イベント・コード」の順にクリックします。
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2. 「イベント・コード」ウィンドウで、「名前のエクスポート」をクリックしてイ
ベントのリストをイベント名のみで保管します。または、「リストのエクスポー
ト」をクリックして、イベントのリストを内部記述のみで保管します。

アラート可能イベントの指定
WebSphere Partner Gateway 内でイベントが発生すると、イベント・コードが生成さ
れます。「イベント・コード」ページでは、イベント・コードのアラート可能状況
を設定することができます。イベントがアラート可能として設定されると、「アラ
ート」ページの「イベント名」リストにそのイベントが表示されます。この後、イ
ベントのアラートを設定することができます。

アラート可能にするイベントを指定するには、以下のステップを実行します。

1. 「ハブ管理」>「ハブ構成」>「イベント・コード」の順にクリックします。

「イベント・コード」ページが表示されます。

2. アラート可能にするイベントごとに、以下のステップを実行します。

v イベント・コードの横にある「拡大鏡 (magnifying glass)」アイコンをクリッ
クします。

「イベント・コードの詳細」ページが表示されます。

v 「アラート可能 (Alertable)」を選択します。

ターゲットの管理
「ターゲット・リスト」ウィンドウを使用すると、既存のターゲット詳細内容の表
示と編集、およびターゲットの使用可能、使用不可の設定、または削除を行うこと
ができます。

ターゲットの詳細の表示および編集
次の手順では、ターゲットの詳細を表示する方法について説明します。この手順の
一部として、ターゲットのパラメーターを編集できます。

1. 「ハブ管理」>「ハブ構成」>「ターゲット」の順にクリックします。

2. 「ターゲット・リスト」ウィンドウで、詳細を表示するターゲットの横にある
「詳細の表示」アイコンをクリックします。「ターゲットの詳細」ウィンドウが
表示されます。

3. 「ターゲットの詳細」ウィンドウで、「編集」アイコンをクリックします。

4. 必要に応じてパラメーターを編集します。

5. 「保管」をクリックします。

ターゲットの使用可能化または使用不可化
「ターゲット・リスト」ウィンドウからターゲットを使用可能または使用不可にす
るには、「状況」列で「使用可能」または「使用不可」をクリックします。これを
実行するには、次のステップを実行します。

1. 「ハブ管理」>「ハブ構成」>「ターゲット」の順にクリックします。

2. 「ターゲット・リスト」ウィンドウで、「編集」アイコンをクリックしてターゲ
ットを編集します。
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3. 状況を変更するターゲットの横にある「使用可能」または「使用不可」をクリッ
クします。

ターゲットの削除
不要なターゲットは削除できます。削除は即時実行されます。このステップの確認
を求める警告メッセージは表示されません。

1. 「ハブ管理」>「ハブ構成」>「ターゲット」の順にクリックします。

注: 次の手順では、警告メッセージが表示されることなく、ターゲットは即時に
削除されます。このターゲットが削除の対象であることを確認してくださ
い。

2. 「ターゲット・リスト」ウィンドウで、削除するターゲットの横にある「削除」
アイコンをクリックします。

対話の管理
2 つの文書のフロー定義間での対話を使用可能、使用不可に設定、または編集する
には、次のステップを実行します。

1. 「ハブ管理」>「ハブ構成」>「文書フロー定義」の順にクリックします。

2. 「対話の管理」をクリックします。

3. WebSphere Partner Gateway が使用可能、使用不可にする、または編集する対話
の検索に使用する検索条件を入力します。

4. 「検索」をクリックします。検索条件に一致するすべての対話が検出されます。

5. 対話を使用可能にするには、使用可能にする対話の横にある「削除」アイコンを
クリックします。確認を求める確認メッセージが表示されたら、「OK」をクリ
ックします。WebSphere Partner Gateway により、「削除」アイコンが「非アク
ティブ化」アイコンに置き換えられ、対話が使用可能になったことが示されま
す。

6. 対話を使用不可にするには、使用不可にする対話の横にある「非アクティブ化」
アイコンをクリックします。確認を求める確認メッセージが表示されたら、
「OK」をクリックします。WebSphere Partner Gateway により、「非アクティブ
化」アイコンが「削除」アイコンに置き換えられ、対話が使用不可になったこと
が示されます。

7. 対話を編集するには、対話の横にある「編集」アイコンをクリックします。編集
ウィンドウで、対話を編集して、「保管」をクリックします。

XML 形式の管理
「XML 形式の管理」ウィンドウで既存の XML 形式を編集および削除できます。
XML 形式の作成については、「ハブ構成ガイド」を参照してください。

XML 形式の値の編集
XML 形式の値を編集するには、次のステップを実行します。

1. 「ハブ管理」>「ハブ構成」>「XML 形式」の順にクリックします。
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2. 「XML 形式の管理」ウィンドウで、編集する XML 形式の横にある「編集」ア
イコンをクリックします。

3. 「XML プロトコルの表示 (View XML Protocol)」ウィンドウで、該当する値を
編集します。

4. 「保管」をクリックします。

XML 形式の削除
XML 形式が不要になった場合、次のステップに従って削除します。

重要: XML 形式を削除すると、このプロトコルに基づく既存の接続は使用不可にな
ります。この接続を使用して交換された文書では、不明な文書イベントが発
生して失敗します。ただし、削除されたプロトコルに関連した文書フロー定
義は、システムに残ります。

1. 「ハブ管理」>「ハブ構成」>「XML 形式」の順にクリックします。

2. 「XML 形式の管理」ウィンドウで、削除する XML 形式の横にある「削除」ア
イコンをクリックします。XML 形式が削除されます。

注: XML 形式を削除する前に警告メッセージは表示されません。したがって、削除
する前に XML 形式が必要ないことを確認してください。

アクションの使用可能化または使用不可化
「アクション」ウィンドウには、変換マップまたは接続で使用できるすべてのアク
ションが表示されます。システム提供のアクション (「プロバイダー」列に「製
品」のラベルあり) とユーザー作成のアクションの両方がリストされます。

「ハブ管理」>「ハブ構成」>「アクション」の順にクリックして、「アクション」
ウィンドウを表示します。

次のパラメーターは、アクションごとに表示されます。

v アクションの名前

v アクションの状況 (使用可能または使用不可)

v アクションのプロバイダー - 「製品」によって示される WebSphere Partner

Gateway またはユーザー

このページから、以下の操作ができます。

v アクションの詳細を表示するには、「詳細の表示」アイコンをクリックします。
ユーザー作成アクションの情報は変更できます。

v 現在アクションを使用している変換マップおよび接続を表示するには、「使用箇
所」アイコンをクリックします。

v 選択したアクションに基づいて新規アクションを作成するには、「コピー」アイ
コンをクリックします。

v 「作成」 をクリックすると、新規アクションを作成してそれを使用可能にするこ
とができます。
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ハンドラーの管理
「HandlersList」ウィンドウに、アクション、ターゲット、ゲートウェイ、または固
定ワークフローで使用できるすべてのハンドラーが表示されます。システム提供の
ハンドラー (「プロバイダー」列に「製品」のラベルあり) とアップロードされたす
べてのユーザー定義ハンドラーの両方がリストされます。

「HandlersList」ウィンドウを使用すると、ハンドラーのタイプ、そのクラス名、お
よびそれが WebSphere Partner Gateway またはユーザーのどちらから提供されるか
などの、使用可能なハンドラーについての情報を表示できます。ハンドラーをイン
ポートまたは削除することもできます。

ハンドラーのインポート
新規のハンドラーをご使用の環境にインポートするには、次のステップを実行しま
す。

1. 「ハブ管理」>「ハブ構成」>「ハンドラー」の順にクリックします。

2. 「HandlersList」ウィンドウで、「インポート」をクリックします。

3. 「ファイル」で、インポートするハンドラーを表す XML ファイルの名前を入力
するか、または「参照」ボタンを使用してファイルにナビゲートします。

4. オプションで、ハンドラーをデータベースにコミットするかどうかを指定しま
す。「はい」をクリックすると、ハンドラーは使用可能になります。「いいえ」
をクリックすると、ハンドラーは使用できません。デフォルトは「はい」です。

5. オプションで、同じ名前のファイルに上書きするかどうかを指定します。「は
い」をクリックして、アップロードするファイルの名前が既存のハンドラー・フ
ァイルの名前と一致すると、既存のファイルはアップロードしたファイルで置き
換えられます。この機能は、ユーザー提供のハンドラーを変更して、既存のハン
ドラーを更新したバージョンで置き換える場合に使用します。デフォルトは「い
いえ」です。

6. 「アップロード」をクリックします。

ハンドラー・ファイルがアップロードされると、使用可能ハンドラーのリストに表
示されます。

ハンドラーの削除
ハンドラーを削除するには、次のステップを実行します。

1. 「ハブ管理」>「ハブ構成」>「ハンドラー」の順にクリックします。

2. 「ハンドラー・リスト」ウィンドウで、削除するハンドラーの横にある「削除」
アイコンをクリックします。

マップの管理
このセクションでは、WebSphere Partner Gateway で使用可能なさまざまなタイプの
マップの管理方法を説明します。

検証マップの更新
この手順を使用して、現在システムに存在する検証マップを更新します。
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1. 「ハブ管理」 > 「ハブ構成」 > 「マップ」 > 「検証マップ」の順にクリック
します。

現在システムに存在している検証マップが表示されます。

2. 「マップのダウンロード」アイコンをクリックして、検証マップをローカル・コ
ンピューターにダウンロードします。必要に応じてマップを更新します。

3. 「マップのアップロード」アイコンをクリックして、更新したマップをシステム
にロードします。

変換マップの管理
このページを使用して、現在システムに存在している変換マップのリストを表示し
たり、特定のマップを検索したりします。

このページから以下のタスクを実行できます。

v 特定のマップの検索 (名前、説明) を実行する。

v 現在システムに存在している変換マップを表示する。

「詳細」アイコンをクリックしてマップについての詳細情報を表示します。

「マップのダウンロード」アイコンをクリックして、変換マップをローカル・コン
ピューターにダウンロードします。これは、マップを更新する必要があるときに役
立ちます。

「マップのアップロード」アイコンをクリックして、更新したマップをシステムに
アップロードします。

新規変換マップの作成方法の詳細は、「ハブ構成ガイド」を参照してください。

EDI FA マップの管理
このページを使用して、現在システムに存在している機能肯定応答 (FA) マップの
リストを表示したり、特定のマップを検索したりします。FA マップはルーティン
グ・オブジェクトと関連付けることができますが、属性値を編集することはできま
せん。

このページから以下のタスクを実行できます。

v 特定のマップの検索 (名前、説明) を実行する。

v 現在システムに存在している FA マップを表示する。

「詳細の表示」アイコンをクリックしてマップについての詳細情報を表示します。

「使用箇所」アイコンをクリックして、FA マップが使用されている場所を確認しま
す。

「削除」アイコンをクリックして FA マップを削除します。
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EDI の管理
EDI 交換の交換に関係する多くの属性を変更することができます。例えば、すべて
のエンベロープに指定されているデフォルト値を変更したり、特定の交換に特定の
エンベロープを使用するように定義したり、交換のさまざまな部分に割り当てられ
ている制御番号をセットアップしたりできます。また、同じ交換が異なる方法で送
達されるように接続プロファイルを設定することもできます。このセクションで
は、これらのタスクについて説明します。

エンベロープのプロファイル
「エンベロープ・プロファイル」ウィンドウを使用して、エンベロープ・プロファ
イル・レコードを表示、編集、作成、または削除します。EDI 標準 (X12、UCS、
EDIFACT) は、リストにあるそれぞれのプロファイルごとに表示されます。

EDI 標準の各エンベロープ・プロファイル属性については、「ハブ構成ガイド」を
参照してください。

エンベロープ・プロファイル・レコードの編集
1. 「ハブ管理」 > 「ハブ構成」 > 「EDI」 > 「エンベロープ・プロファイル」
の順にクリックします。

2. 編集するエンベロープ・プロファイル名の横にある「詳細の表示」アイコンをク
リックします。

3. 変更するエンベロープ・プロファイル・タイプを選択し、「編集」アイコンをク
リックします。

選択したエンベロープ・プロファイルの属性値 (一般、交換、グループ、または
トランザクション) が表示されます。属性については、「ハブ構成ガイド」を参
照してください。

4. 必要に応じてエンベロープ・プロファイルの属性値を更新し、「保管」をクリッ
クします。属性については、「ハブ構成ガイド」を参照してください。

エンベロープ・プロファイル・レコードの作成
1. 「ハブ管理」 > 「ハブ構成」 > 「EDI」 > 「エンベロープ・プロファイル」
の順にクリックします。

2. 「エンベロープ・プロファイル」ウィンドウで「作成」をクリックします。

3. 以下の値を入力します。

v エンベロープ・プロファイル名: 新規エンベロープ・プロファイルの固有の名
前を入力します。このフィールドは必須です。

注: 名前が固有のものでない場合 (同じ名前のエンベロープ・プロファイルが
存在する) は、新規エンベロープ・プロファイルを保管しようとするとき
にエラー・メッセージが返されます。

v 説明: これはオプションの値です。エンベロープ・プロファイルの要旨を入力
します。

4. 新規プロファイルに適用されるドロップダウン・リストで、EDI 標準タイプ
(X12、UCS、または EDIFACT) を選択します。このフィールドは必須です。
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EDI 標準のドロップダウン・リストで値を選択すると、その標準に特定のエンベ
ロープ・プロファイル属性 (一般、交換、グループ、またはトランザクション)

が自動的に表示されます。

5. 必要に応じてエンベロープ・プロファイルの属性値を更新し、「保管」をクリッ
クします。属性については、「ハブ構成ガイド」を参照してください。

エンベロープ・プロファイル・レコードの削除
1. 「ハブ管理」 > 「ハブ構成」 > 「EDI」 > 「エンベロープ・プロファイル」
の順にクリックします。

2. 削除するエンベロープ・プロファイル名の横にある「削除」アイコンをクリック
します。

エンベローパー
エンベローパー・ページを使用して、エンベローパーのロックおよびキュー値とス
ケジューリング値を表示および編集します。

1. 「ハブ管理」 > 「ハブ構成」 > 「EDI」 > 「エンベローパー」の順にクリッ
クします。

2. 「編集」アイコンをクリックしてスケジューラーの属性を編集します。

v 「最大ロック時間」では、データベースのロックを許可する最大時間 (秒) を
入力します。この値は、秒単位で表現されます。ロックは、複数のエンベロー
パー・インスタンスが同じデータにアクセスするのを防ぐために使用されま
す。

v 「最大キュー存続期間」では、キューに入れられた要求がデータベースのロッ
クを獲得するために許可される最大時間 (秒) を入力します。この値は、秒単
位で表現されます。

v 「バッチ・モードの使用」は、グローバル設定であり、デフォルトで選択され
ます。バッチ・モードをオンにすると、EDI エンベローパーがバッチでトラン
ザクションをエンベロープします。バッチ・モードをオフにするには、「バッ
チ・モードの使用」チェック・ボックスをクリックしてクリアします。

v 「間隔を基にしたスケジューリング」(デフォルトで選択) または「カレンダー
を基にしたスケジューリング」のどちらかをクリックします。「間隔を基にし
たスケジューリング」では、時間の間隔 (秒) を入力します。「カレンダーを
基にしたスケジューリング」には、「日次スケジュール」、「週次スケジュー
ル」、または「カスタム・スケジュール」をクリックし、それに応じてスケジ
ュールを設定します。

3. 「保管」をクリックします。

接続プロファイル
接続プロファイルは、エンベロープが解除されたトランザクションおよびエンベロ
ーパーによって作成された EDI 交換で使用します。トランザクションの場合、接続
プロファイルは、エンベロープが解除された後のトランザクションの処理方法を決
定します。交換の場合、接続プロファイルは、交換の配信方法を決定します。

「接続プロファイル」ウィンドウを使用して、新規プロファイルを作成したり、既
存のプロファイル情報を編集したりします。現在定義されている各プロファイルの
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名前およびその説明がある場合には、それらが「接続プロファイル・リスト」に表
示されます。接続プロファイルの詳細については、「ハブ構成ガイド」を参照して
ください。

接続プロファイルの編集
1. 「ハブ管理」 > 「ハブ構成」 > 「EDI」 > 「接続プロファイル」の順にクリ
ックします。

2. 「詳細の表示」アイコンをクリックして「接続プロファイルの詳細」ページを表
示します。ページには、すべての接続プロファイルの属性値のリストが表示され
ます。

3. 「編集」アイコンをクリックし、必要に応じて属性を編集します。

4. 「保管」をクリックします。

接続プロファイルの作成
1. 「ハブ管理」 > 「ハブ構成」 > 「EDI」 > 「接続プロファイル」の順にクリ
ックします。

2. 「接続プロファイルの作成」をクリックして、新規接続プロファイルを作成しま
す。

3. 以下のプロファイル属性フィールドに適当な情報を入力します。

v 接続プロファイル名: 新規プロファイルの固有名 ID。唯一の必要フィールド
です。

v 説明: 接続プロファイルの要旨。

v 修飾子 1: EDI 交換に使用する接続を決定する値。

v EDI 使用タイプ: これがテスト、実動、情報交換のいずれであるかを示しま
す。

v アプリケーション送信側 ID: グループの送信側に関連するアプリケーション
または会社の部門。

v アプリケーション受信側 ID: グループの受信側に関連するアプリケーション
または会社の部門。

v パスワード: アプリケーション送信側とアプリケーション受信側の間でパスワ
ードが必要な場合。

「保管」をクリックします。新しく作成された接続プロファイルの「接続プロフ
ァイルの詳細」ページが表示されます。

接続プロファイルの削除
1. 「ハブ管理」 > 「ハブ構成」 > 「EDI」 > 「接続プロファイル」の順にクリ
ックします。

2. 「削除」アイコンをクリックして接続プロファイルを削除します。

制御番号の初期設定
「制御番号構成」ページを使用して、エンベローパーが使用する制御番号を構成し
ます。名前またはワイルドカード検索条件を使用して、またオプションで EDI 機能
を使用して、1 つ以上の制御番号参加者を検索することもできます。ワイルドカー
ド検索では、他の文字の代わりに、文字とアスタリスク (*) の任意の組み合わせを
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含めることができます。検索ストリングとしてアスタリスク (*) を 1 つだけ使用す
る検索では、すべての EDI 対応参加者のリストが返されます。制御番号と制御番号
マスクの詳細については、「ハブ構成ガイド」を参照してください。

1. 「ハブ管理」 > 「ハブ構成」 > 「EDI」 > 「制御番号の初期化」の順にクリ
ックします。

2. 「参加者名」フィールドに検索条件を入力します。検索条件は、参加者の名前ま
たはワイルドカード検索条件のどちらかにすることができます。EDI 対応参加者
を検索しない場合は、「EDI 対応 (EDI-capable)」チェック・ボックスをクリア
します。デフォルトではチェック・ボックスが選択されています。EDI 対応参加
者を検索する場合は、チェック・ボックスが選択されたままの状態にします。
「検索」をクリックし、検索条件に当てはまる情報を「制御番号の構成」リス
ト・ページに表示します。

注: 検索を行っても結果が返されない場合は、「この検索条件に該当する結果は
ありませんでした。」というメッセージが表示されます。「検索」をクリッ
クして制御番号構成の検索ページに戻り、新しい検索条件を使用して別の検
索を実行してください。

3. 参加者の横にある「詳細の表示」アイコンをクリックします。

4. 「制御番号構成の詳細」ページには、参加者の現在の制御番号割り当て (ある場
合) が示されます。「編集」アイコンをクリックして、値を追加または変更しま
す。

5. 「交換」の横に値を入力 (または変更) し、交換の制御番号生成の初期化に使用
する番号を指示します。

6. 「グループ」の横に値を入力 (または変更) し、グループの制御番号生成の初期
化に使用する番号を指示します。あるいは、「マスク」をクリックして、固定値
の代わりに使用するマスクを入力することもできます。

7. 「トランザクション」の横に値を入力 (または変更) し、トランザクションの制
御番号生成の初期化に使用する番号を指示します。あるいは、「マスク」をクリ
ックして、固定値の代わりに使用するマスクを入力することもできます。

8. 「保管」をクリックします。

現在の制御番号
「制御番号状況の検索」ページを使用して、参加者ペアの制御番号状況を検索しま
す。

1. 「ハブ管理」 > 「ハブ構成」 > 「EDI」 > 「現行制御番号」の順にクリック
します。

2. 以下のオプションを使用して、1 つ以上の元参加者、および 1 つ以上の宛先参
加者を検索します。

v 参加者名: 特定の参加者の名前。検索関数では大/小文字が区別されるので、シ
ステムに表示されるとおりに参加者名を入力する必要があります。

注: 元参加者と宛先参加者の両方を選択する必要があります。

v EDI 対応の検索: このチェック・ボックスはデフォルトで選択されています。
EDI 対応参加者を検索しない場合は、「EDI 対応 (EDI-capable)」チェック・
ボックスをクリアします。EDI 対応参加者を検索する場合は、チェック・ボッ
クスが選択されたままの状態にします。
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v 検索: 検索を開始するときにクリックします。

v 検索結果: 検索結果はこのフィールドに表示されます。検索結果フィールドに
は、デフォルトで事前選択されたエントリーである「すべての参加者」が入力
されています。すべての参加者を検索するには、「参加者名」フィールドをブ
ランクのままにして「検索」をクリックします。特定の参加者を検索するに
は、「参加者名」フィールドに名前を入力してから「検索」をクリックしま
す。

v 現在の状況の表示 (Display Current Status): 選択した参加者ペアの制御番号
状況値を表示する場合にクリックします。

3. 必要があれば、「編集」アイコンをクリックして変更を加えます。

注意:
「編集」オプションと「すべてリセット」オプションは、制御番号が重複する可
能性が生じる、特殊な事情の場合にのみ使用してください。

4. 以下のいずれかの操作を実行します。

v 「保管」をクリックしてすべての変更内容を保管し、制御番号状況リストに戻
ります。

v 「戻る」をクリックしてすべての変更内容を取り消し、制御番号状況リストに
戻ります。

v 「すべてリセット」をクリックして参加者ペアの状況をリセットし、参加者の
間で発生する次のメッセージ交換までに状況値が再初期設定されるようにしま
す。

アラート・メール・アドレスの更新
アラートは、テキスト・ベースの E メール・メッセージで、参加者にシステム・イ
ベントの発生を通知します。

インストール後、アラート・メール情報の更新が必要になる場合があります。

1. {INSTALL DIR}¥router¥lib¥config ディレクトリーにある bcg.properties ファイル
を編集して、アラート通知用の SMTP ホスト E メール・アドレスを変更しま
す。bcg.properties ファイルのエレメントは、次のとおりです。

v bcg.alertNotifications.mailHost

v bcg.alertNotifications.mailFrom

v bcg.alertNotifications.mailReplyTo

v bcg.alertNotifications.mailEnvelopeFrom

2. 変更内容を有効にするためにルーターを再始動します。

システム・アクティビティーの表示
WebSphere Partner Gateway は、システム・アクティビティーについてのデータを定
期的に要約します。この要約サービス・データは、文書分析または文書ボリュー
ム・レポート機能を使用するときに表示される情報です。

「要約サービス・プロパティー」ウィンドウで、要約データを生成する頻度を編集
できます。このウィンドウには、要約データが最後に更新された日時も表示されま
す。
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時間間隔を変更するには、次のステップを実行します。

1. 「システム管理」 > 「イベント処理」 > 「要約サービス」の順にクリックしま
す。

2. 「要約サービス・プロパティー」ウィンドウで、「処理間隔 (分)」の横にある
「編集」アイコンをクリックします。

3. データを再度要約するまでに経過する分数の値 (1 から 60) を入力します。デフ
ォルト値は 15 です。

4. 「保管」をクリックします。

イベント送達の管理
WebSphere Partner Gateway では、システム生成イベントのアプリケーション (例え
ば、モニター・アプリケーション) へのパブリッシュを選択できます。これらのイ
ベントを JMS キューにパブリッシュします。「イベント・パブリッシュ・プロパ
ティー」ページから、イベント・パブリッシュおよび関連 JMS 構成 (存在する場
合) の状況の表示、または状況の変更が行えます。

注: Windows のバージョン (XP 以前) によっては、デフォルトのイベント送達機能
を使用する場合に、「JMS キュー・ファクトリー名」と「JMS キュー名」のデ
フォルト値を変更する必要があります。「JMS キュー・ファクトリー名」の値
を WBIC/QCF から WBIC¥¥QCF へ変更し、「JMS キュー名」の値を
WBIC/DeliveryQ から WBIC¥¥DeliveryQ へ変更します。

イベント・パブリッシュをアクティブにするには、次のステップを実行します。

1. 「システム管理」 > 「イベント処理」 > 「イベント送達情報」の順にクリック
します。

2. 「イベント・パブリッシュ・プロパティー」ウィンドウで、「イベント・パブリ
ッシュの使用可能化」の横にある「編集」アイコンをクリックします。JMS プ
ロパティーの値を入力または変更します。

プロパティーの詳細は、「ハブ構成ガイド」を参照してください。

3. 「保管」をクリックします。

注: 特定のイベントが生成されないようにする方法については、 97ページの『イベ
ントのフィルター』を参照してください。

API 呼び出しの管理
参加者は、(Community Console を使用する代わりに) アプリケーション・プログラ
ム・インターフェース (API) を呼び出して特定のタスクを実行できます。

管理 API の設定を変更するには、以下のステップを実行します。

1. 「システム管理」 > 「機能の管理」 > 「管理 API」の順にクリックします。

2. 「管理 API プロパティー」ウィンドウで、「XML ベースの API の使用可能
化」の横にある「編集」アイコンをクリックします。

3. チェック・ボックスを選択して、API を使用可能にするか、またはチェック・ボ
ックスをクリアして API を使用不可にします。
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4. 「保管」をクリックします。

DocMgr 情報の管理
「Document Manager の管理」ページを使用すると、Document Manager の管理プロ
パティーを表示および変更できます。Document Manager は、WebSphere Partner

Gateway システムのその他のコンポーネントが共用している 3 つのファイル・シス
テム・フォルダーをポーリングすることにより、処理対象のファイルを取得しま
す。これらのファイル・システム・フォルダーには複数の Document Manager プロ
セス (各プロセスは複数のスレッドを保持可能) がアクセスできるため、文書は
WebSphere Partner Gateway によってロックされます。これにより、共用フォルダー
内の文書を処理できるプロセス (スレッド) は 1 つに制限されます。

最大保持時間

ロック保持時間の最大値を、3 つのフォルダー (メイン、同期、シグナル) ごとに設
定して、文書取得エンジン (DAE) プロセス (スレッド) のいずれかが、文書の処理
中に文書のロック状態を維持できる最大ロック時間を構成します。

v 「メイン・フォルダー」では、メインのインバウンド・ディレクトリー (例:

Common の下位にある router_in フォルダー) をポーリングする DAE インスタ
ンスの最大ロック保持時間を表す値 (秒) を入力します。デフォルト値は 3 秒で
す。

v 「同期フォルダー」では、同期メッセージのディレクトリー (例: Common の下
位にある sync_in フォルダー) をポーリングする DAE インスタンスの最大ロッ
ク保持時間を表す値 (秒) を入力します。デフォルト値は 3 秒です。

v 「シグナル・フォルダー」では、シグナル・メッセージのディレクトリー (例:

Common の下位にある signal_in フォルダー) をポーリングする DAE インスタ
ンスの最大ロック保持時間を表す値 (秒) を入力します。デフォルト値は 3 秒で
す。

ポーリング間隔ごとに処理する最大ファイル数

ポーリング間隔ごとに処理するファイルの最大数の値を、3 つのフォルダー (メイ
ン、同期、シグナル) ごとに設定して、各 DAE スレッドが処理するファイルの最
大数を構成します。

v 「メイン・フォルダー」では、処理の対象となるメインのインバウンド・ディレ
クトリー (router_in) をポーリングする DAE インスタンスの最大ファイル数を表
す (0 より大きい) 値を入力します。デフォルト値は 5 です。

v 「同期フォルダー」では、処理の対象となる同期メッセージのディレクトリー
(sync_in) をポーリングする DAE インスタンスの最大ファイル数を表す (0 より
大きい) 値を入力します。デフォルト値は 5 です。

v 「シグナル・フォルダー」では、処理の対象となるシグナル・メッセージのディ
レクトリー (signal_in) をポーリングする DAE インスタンスの最大ファイル数を
表す (0 より大きい) 値を入力します。デフォルト値は 5 です。

管理プロパティーを表示または変更するには、以下のステップを実行します。

1. 「システム管理」 > 「DocMgr の管理」 > 「DocMgr 情報」の順にクリックし
ます。
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「Document Manager の管理」ページでは、プロパティーが読み取り専用モード
で表示されます。

2. プロパティーを変更する場合は、「編集」アイコンをクリックします。

3. 「保管」をクリックします。
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第 3 章 アカウント管理タスク

この章では、アカウント管理によって実行できるタスクについて説明します。タス
クの内容は次のとおりです。

v 『参加者プロファイルの管理』

v 24 ページの『ゲートウェイ構成の管理』

v 30 ページの『証明書の管理』

v 33 ページの『B2B 属性値の変更』

v 33 ページの『参加者接続の管理』

v 38 ページの『除外リストの管理』

参加者プロファイルの管理
アカウント管理参加者機能を使用すると、ハブ管理ユーザーは参加者プロファイル
を作成、表示、編集、および削除することができます。参加者プロファイルは、シ
ステムに対して会社 (参加者) を識別します。参加者プロファイルの作成について
は、「ハブ構成ガイド」を参照してください。

注: コミュニティー・マネージャー・ユーザーおよびコミュニティー参加者ユーザ
ーは、自分の参加者プロファイルのみを編集できます。

参加者プロファイルの表示および編集
参加者プロファイルを表示および編集するには、次のステップを実行します。

1. 「アカウント管理」>「プロファイル」>「コミュニティー参加者」の順にクリッ
クします。

2. 「検索」をクリックします。

3. 詳細を表示する参加者の横にある「詳細の表示」アイコンをクリックします。

4. 「参加者の詳細」ウィンドウで、「編集」アイコンをクリックします。

5. 必要に応じて、参加者プロファイルを変更します。

注: 「ユーザー・パスワードのリセット」をクリックすると、Community

Console に確認ウィンドウが表示されます。「OK」をクリックして続行する
か、または「キャンセル」をクリックしてパスワードを保存します。パスワ
ードをリセットすると、その参加者のすべてのユーザーは、次のログイン時
に新しいパスワードを入力するように強制されます。

6. 「保管」をクリックします。

参加者の検索
「参加者」ウィンドウでは、指定した検索条件に一致する参加者を検索できます。
参加者を検索するには、次のステップを実行します。

1. 「アカウント管理」>「プロファイル」>「コミュニティー参加者」の順にクリッ
クします。
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2. 参加者名またはビジネス ID を該当するフィールドに入力します。

3. 「検索」をクリックします。検索条件に一致する参加者が検出されます。

4. 参加者の状況を変更するには、「状況」列の「使用可能」または「使用不可」を
クリックします。

5. 参加者の詳細を表示するには、参加者の横にある「詳細の表示」アイコンをクリ
ックします。

6. 「編集」アイコンをクリックして参加者プロファイルを編集します。

7. 「保管」をクリックします。

参加者の削除
参加者を削除するには、次のステップを実行します。

1. 「アカウント管理」>「プロファイル」>「コミュニティー参加者」の順にクリッ
クします。

2. 参加者名またはビジネス ID を該当するフィールドに入力します。

3. 「検索」をクリックします。検索条件に一致する参加者が検出されます。

4. 「削除」アイコンをクリックして参加者を削除します。

5. 削除を確認して、変更内容を保管します。

ゲートウェイ構成の管理
ゲートウェイは、ハブ・コミュニティーの適切な宛先に文書をルーティングすると
きに使用するトランスポート情報を管理します。ゲートウェイの構成時にどの情報
が使用されるかは、アウトバウンド・トランスポート・プロトコルによって決まり
ます。ゲートウェイの作成については、「ハブ構成ガイド」を参照してください。

ゲートウェイ構成のために必要な情報
ゲートウェイのセットアップに必要なパラメーター情報は、トランスポート・タイ
プによって決まります。表 3 では、X でマークされているボックスには構成情報が
必要であり、文字 O でマークされているボックスはオプションです。ゲートウェ
イ・パラメーターについて詳しくは、 26ページの表 4 を参照してください。

注: 特定のゲートウェイ構成値を編集できるかどうかは、ユーザーのアクセス権レ
ベルによって異なります。

表 3. 必要なトランスポート情報

必要な
トランス
ポート情報

HTTP

トランス
ポート

HTTPS

トランス
ポート

FTP

トランス
ポート

FTPS

トランス
ポート

FTP スク
リプト・
トランス
ポート

ファイル・
ディレクト
リー・トラ
ンスポート

JMS

トランス
ポート

SMTP

トランス
ポート

認証が必要 O O

自動キュー O O O O O O

接続
タイムアウト

X X X X X

FTPS モード O
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表 3. 必要なトランスポート情報 (続き)

必要な
トランス
ポート情報

HTTP

トランス
ポート

HTTPS

トランス
ポート

FTP

トランス
ポート

FTPS

トランス
ポート

FTP スク
リプト・
トランス
ポート

ファイル・
ディレクト
リー・トラ
ンスポート

JMS

トランス
ポート

SMTP

トランス
ポート

JMS ファクト
リー名

X

JMS JNDI

ファクトリー
名

X

JMS メッセー
ジ・
クラス

X

JMS メッセー
ジ・タイプ

O

JMS キュー
名

X

ロック・ユー
ザー

O

スレッド数 X X X X X X

パスワード O O O O O O O O

プロバイダー
URL パッケー
ジ

O

再試行カウン
ト

X X X X X X X X

再試行間隔 X X X X X X X X

サーバー IP X

ターゲット
URI

X X X X X X X

ユーザー ID O

ユーザー名 O O O O O O O

クライアント
クライアント
IP

O O O O

クライアント
SSL 証明書の
検証

O

注:

1. ゲートウェイの「認証が必要」オプションがオンで、ユーザー名とパスワードが
指定されている場合、ゲートウェイは、このユーザー名とパスワードを、文書の
配信のために接続している外部システムに渡します。ゲートウェイは認証を実行
せず、これらの認証証明書を接続を試行しているシステムに渡すだけです。JMS

ゲートウェイでは、ユーザー名とパスワードは JMS キュー接続ファクトリーの
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JNDI ルックアップの証明書として使用されます。ファイル・ベースの JNDI を
使用して JMS キューに接続する場合、Websphere MQ 経由の JMS は JNDI 認
証を実行しません。

2. ネゴシエーションしている FTPS サーバーが、提示されたクライアント証明書に
基づいてユーザーをマッピングしていない限り、ユーザー名およびパスワードが
FTPS 認証に必要です。実装の詳細については、FTPS サーバー管理者に問い合
わせてください。

ゲートウェイの表示および編集
ゲートウェイを表示および編集するには、次のステップを実行します。

1. 「アカウント管理」>「プロファイル」>「ゲートウェイ」の順にクリックしま
す。

2. ゲートウェイのアクセスを変更するには、「アクセス」列の「オンライン」また
は「オフライン」をクリックします。

3. ゲートウェイの状況を変更するには、「状況」列の「使用可能」または「使用不
可」をクリックします。

4. 「詳細の表示」アイコンをクリックして、ゲートウェイの詳細を表示します。

5. 「編集」アイコンをクリックします。

6. 「ゲートウェイの詳細」ウィンドウで、26 ページの表 4 で説明されているゲー
トウェイ・パラメーターを編集します。

7. 「保管」をクリックします。

「削除」をクリックして、ゲートウェイを削除することもできます。

表 4. ゲートウェイ・パラメーターの説明

パラメーター 説明

認証が必要 このパラメーターを使用可能にすると、ユーザー名およびパスワ
ードは JMS または SMTP メッセージとともに提供されます。

自動キュー このパラメーターを使用可能にすると、ゲートウェイがオフライ
ンになっている場合に文書が一時リポジトリーに配置されます。
このパラメーターが使用不可で、ゲートウェイがオフラインの場
合、文書の送信は失敗してエラーが発生します。

カレンダーを基にしたス
ケジューリング

このオプションを選択すると、ゲートウェイに関連付けられてい
る文書は、選択されたスケジュールに基づいて処理されます。

構成ポイント・ハンドラ
ー

プリプロセッシングおよびポストプロセッシングで使用するハン
ドラーを指定するために使用します。

接続タイムアウト トラフィックのない状態でソケットが開いている秒数。デフォル
ト値は 120 (2 分) です。

説明 ゲートウェイに関するオプションの説明。
FTPS モード 「はい」または「いいえ」を選択して、セキュア接続を使用する

かどうかを制御します。
ゲートウェイ名 ゲートウェイを識別するための名前。

注: 「ゲートウェイ名」は、ユーザー定義のフリー・フォーマッ
ト・フィールドです。一意である必要はありませんが、混乱を避
けるため、各ゲートウェイには異なる名前を付けてください。

間隔を基にしたスケジュ
ーリング

このオプションを選択すると、ゲートウェイは指定された間隔で
文書を処理します。
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表 4. ゲートウェイ・パラメーターの説明 (続き)

パラメーター 説明

JMS ファクトリー名 JMS プロバイダーが JMS キューとの関連付けを生成するために
使用する Java(TM) クラス名。

JMS JNDI ファクトリー
名

ネーム・サービスに接続するために使用するファクトリー名。

JMS メッセージ・クラス メッセージのクラス。
JMS メッセージ・タイプ JMS メッセージのタイプ。
JMS キュー名 JMS メッセージが格納されるキューの名前。
ロック再試行間隔 (秒) 次のロック再試行までに FTP スクリプト・コンポーネントが待

つ時間。
ロック再試行カウント ロックを取得するまでに FTP スクリプト・コンポーネントが試

行する回数。
ロック・ユーザー 「はい」または「いいえ」を選択して、同時接続を許可するかど

うかを制御します。
最大ロック時間 (秒) FTP スクリプト・コンポーネントがロックを保持する最大時間。

最大時間が経過すると、ロックはデータベースに戻されます。
最大キュー存続期間 (秒) FTP スクリプト・コンポーネントがロック要求キューに入ってい

るときの最大時間。ロック要求キューに置かれるのは、ロック要
求が拒否された場合です。

スレッド数 文書のルーティングに割り当てられるスレッドの数。デフォルト
値は 3 です。このパラメーターを使用できるのはハブ管理者の
みです。

オンライン/オフライン ゲートウェイがオンラインまたはオフラインの状態であることを
示します。オフラインにすると、文書はゲートウェイがオンライ
ンになるまでキューに入れられます。

パスワード 参加者ファイアウォール経由のセキュア・アクセスのためのパス
ワード。

プロバイダー URL パッ
ケージ

JMS コンテキスト URL を解釈するために Java が使用するクラ
スまたは JAR ファイルの名前。

再試行カウント 失敗するまでにシステムが試行する文書の最大送信回数。デフォ
ルト値は 3 です。

再試行間隔 次の再試行までにゲートウェイが待つ時間。デフォルト値は 300

(5 分) です。
スクリプト・ファイル FTP コマンドを含む FTP スクリプト。
サーバー IP サーバーの IP アドレス。
状況 ゲートウェイが使用可能または使用不可の状態であることを示し

ます。使用不可にすると、文書はそのゲートウェイを通過できま
せん。

ターゲット URI 参加者の URI。
スレッド番号 同時に処理される文書数。
トランスポート 文書をルーティングするためのプロトコル (24 ページの『ゲート

ウェイ構成のために必要な情報』を参照)。
固有ファイル名の使用 ターゲット・ロケーションで文書を受け取ったときに固有ファイ

ル名を作成。元のファイル名はデータベース内に保管されていま
す。

ユーザー定義属性 FTP スクリプト・ファイルの場合、ユーザーは固有の属性を追加
できます。属性はコンソールで定義可能です。これらの属性は、
ゲートウェイで読み取られ、スクリプト・ファイル内で置き換え
られます。

ユーザー ID FTP サーバーにアクセスするために必要です。
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表 4. ゲートウェイ・パラメーターの説明 (続き)

パラメーター 説明

ユーザー名 参加者ファイアウォール経由のセキュア・アクセスのためのユー
ザー名。

クライアント IP の検証 文書を処理する前に、送信側パートナーの IP アドレスを検証し
ます。接続の送信元ゲートウェイとして選択されたゲートウェイ
で使用されます。

クライアント SSL 証明書
の検証

文書を処理する前に、文書に関連付けられているビジネス ID と
照合して、送信側参加者のデジタル証明書を検証します。接続の
送信元ゲートウェイとして選択されたゲートウェイで使用されま
す。

デフォルト・ゲートウェイの表示および編集
システムに構成されているデフォルト・ゲートウェイを表示および編集するには、
次のステップを実行します。

1. 「アカウント管理」>「プロファイル」>「ゲートウェイ」の順にクリックしま
す。

2. ウィンドウの右上隅にある「デフォルト・ゲートウェイの表示」をクリックしま
す。すべてのゲートウェイ・タイプとそれに関連するゲートウェイのリストが表
示されます。

3. デフォルト・ゲートウェイの関連情報を表示するには、そのゲートウェイの横に
ある「詳細の表示」アイコンをクリックします。

4. 必要に応じて情報を編集し、「保管」をクリックします。

ゲートウェイ構成の削除
ゲートウェイ構成が不要になった場合は、次の手順に従って構成を削除します。ゲ
ートウェイ構成を削除する前に確認メッセージは表示されません。そのため、削除
する前に対象のゲートウェイ構成が必要ないことを確認してください。

1. 「アカウント管理」>「プロファイル」>「ゲートウェイ」の順にクリックしま
す。

2. 削除するゲートウェイの横にある「詳細の表示」アイコンをクリックします。

3. 「編集」アイコンをクリックします。

4. 「削除」をクリックします。

トランスポートのアップロード
トランスポートをアップロードするには、次の手順を使用します。

1. 「アカウント管理」>「プロファイル」>「ゲートウェイ」の順にクリックしま
す。

2. 「トランスポート・タイプの管理」を選択します。

3. 「参照」をクリックし、トランスポートを選択します。

4. 新規トランスポートをデータベースにコミットするかどうかを選択します。

5. 既存データを上書きするかどうかを選択します。

6. 「アップロード」をクリックします。
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トランスポートの削除
トランスポートが不要になった場合は、次の手順に従って構成を削除します。

1. 「アカウント管理」>「プロファイル」>「ゲートウェイ」の順にクリックしま
す。

2. 「トランスポート・タイプの管理」を選択します。

3. リストされたトランスポートの横にある「削除」アイコンをクリックします。

トランスポートおよびゲートウェイの再試行
参加者のゲートウェイへの文書の配信が失敗すると、WebSphere Partner Gateway は
文書の再配信を試行します。試行それぞれを再試行 と呼びます。WebSphere Partner

Gateway には、トランスポートとゲートウェイという 2 つのレベルの再試行機能が
あります。

トランスポート再試行

トランスポート再試行は、ゲートウェイの仕様に関係なく常に適用される下位の組
み込み再試行です。下位の再試行が実行される誘因としては、配信の試行で経由す
るネットワーク、とりわけインターネットで一時的な障害が多いことが挙げられま
す。このように配信システムは自動的に再試行するよう設計されており、ユーザー
が再試行パラメーターを明示的に定義する必要はありません。トランスポート再試
行の回数 (bcg.delivery.gwTransportMaxRetries) および再試行の時間間隔
(bcg.delivery.gwTransportRetryInterval) は、Document Manager の bcg.properties ファ
イルに定義されており、すべてのゲートウェイに適用されます。デフォルト値は、3

秒間隔で再試行 3 回です。

ゲートウェイ再試行 (文書再試行とも呼ばれる)

ゲートウェイ再試行パラメーター (許容される再試行回数および再試行の間隔) は、
ユーザーがゲートウェイ・プロパティーを使用して構成します。通常のゲートウェ
イ再試行間隔は、組み込みトランスポート再試行よりも長くなります。これは、ユ
ーザーが十分な時間を使用して、配信の障害を訂正できるようにすることを意図し
ています。例えば、宛先の Web サーバーがダウンしていたり、宛先の URL が誤
っていたりすることがあります。パラメーター値を設定するには、ユーザーが各ゲ
ートウェイの値を割り当てる必要があります。

WebSphere Partner Gateway では、それぞれの (ユーザー定義の) ゲートウェイ再試
行ごとにトランスポート再試行が自動的に実行されます。例えば、3 回のゲートウ
ェイ再試行を指定すると、システムの再試行パターンは次のようになります。

最初の試行が失敗する
トランスポート再試行 0 が失敗する
トランスポート再試行 1 が失敗する
トランスポート再試行 2 が失敗する

ゲートウェイ再試行 1 が失敗する
トランスポート再試行 0 が失敗する
トランスポート再試行 1 が失敗する
トランスポート再試行 2 が失敗する

ゲートウェイ再試行 2 が失敗する
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トランスポート再試行 0 が失敗する
トランスポート再試行 1 が失敗する
トランスポート再試行 2 が失敗する

ゲートウェイ再試行 3 が失敗する
トランスポート再試行 0 が失敗する
トランスポート再試行 1 が失敗する
トランスポート再試行 2 が失敗する

文書の配信障害

配信の試行に失敗するたびに、Community Console で表示可能な警告イベントが生
成されます。

順方向プロキシー・サポート
HTTP および HTTPS トランスポートでは、構成されたプロキシー・サーバーを介
して文書が送信されるように、順方向プロキシー・サポートを設定できます。
WebSphere Partner Gateway を使用して、次のサポート・タイプを設定することがで
きます。

v HTTP を介したプロキシー・サポート

v HTTPS を介したプロキシー・サポート

v 認証付きの HTTPS を介したプロキシー・サポート

v SOCKS を介したプロキシー・サポート

順方向プロキシーを設定した後、それをデフォルトの順方向プロキシー・ゲートウ
ェイにすることによって、トランスポート用にグローバルにすることができます
(例えば、すべての HTTP ゲートウェイが順方向プロキシーを使用します)。その
後、個々のゲートウェイごとに、デフォルトの順方向プロキシー・サーバーを使用
しないよう選択することもでき、異なる順方向プロキシー・サーバーを使用するよ
う選択することもできます。順方向プロキシー・サポートの詳細については、「ハ
ブ構成ガイド」を参照してください。

証明書の管理
デジタル証明書とは、運転免許証やパスポートと同様の、オンラインの身分証明書
のことです。デジタル証明書を使用して、個人または組織を識別することができま
す。

デジタル署名とは、公開鍵暗号方式を使用した電子文書に基づいた計算のことで
す。この処理によって、デジタル署名は署名される文書および署名者と結合される
ため、複製することはできません。連邦政府のデジタル署名法案が通過したことに
より、デジタル署名のある電子取引には、手書きで署名された取り引きと同等の法
的効力があります。

WebSphere Partner Gateway は、デジタル証明書を使用してコミュニティー・マネー
ジャーとコミュニティー参加者間のビジネス文書トランザクションの認証性を検証
します。デジタル証明書は、暗号化や復号化にも使用されます。
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アウトバウンド文書の 1 次証明書と 2 次証明書を指定して、文書交換が中断され
ないようにすることができます。1 次証明書はすべてのトランザクションで使用し
ます。2 次証明書は、1 次証明書が期限切れになったり失効したりした場合に使用
します。

デジタル証明書は、構成処理時にアップロードされ、識別されます。

証明書の有効期限が切れていたり失効していたりすると、証明書は使用不可にな
り、コンソールにその状態が反映されます。1 次証明書が期限切れになったり失効
したりすると、使用不可になり、2 次証明書が 1 次証明書として設定されます。証
明書が期限切れになったり失効したりすると、イベントが生成されます。

選択した証明書タイプを基にした「証明書の使用」オプションを使用できます。ハ
ブ・オペレーター・プロファイルでは、デジタル署名または SSL クライアント証明
書に対して「証明書の使用」を設定できます。参加者プロファイルでは、暗号化証
明書に対して「証明書の使用」を設定することができます。例えばハブ・オペレー
ター・プロファイル内でのデジタル署名と暗号化のように、同じ証明書が異なる目
的で使用されることになっている場合は、デジタル署名のために 1 度と、暗号化証
明書のために 1 度の、合わせて 2 度ロードする必要があります。ただし、証明書
をデジタル署名や SSL クライアントに使用する場合は、同じ証明書エントリーで、
対応するチェック・ボックスを設定できます。

このような証明書は、デジタル署名と SSL クライアントに対してそれぞれ一度ず
つ、合わせて 2 回ロードすることもできます。その場合は、2 次証明書でも同じパ
ターンに従う必要があります。例えば、デジタル署名と SSL クライアントに対する
別々の証明書として 1 次証明書をロードした場合は、2 次証明書も別々の証明書エ
ントリーとしてロードする必要があります (証明書が同じ場合でもそうします)。

完全な certpath を構築して検証するには、証明書チェーン内の証明書すべてをアッ
プロードする必要があります。例えば、証明書チェーンに A -> B -> C -> D (A

-> B は、A が B の発行者という意味) という証明書がある場合は、証明書 A、
B、および C はルート証明書としてアップロードしてください。証明書の 1 つが
使用不可の場合は、certpath が構築されず、トランザクションは正常に行われませ
ん。CA 証明書は、認証局が保持する証明書リポジトリーから取得するか、証明書
を供給したパートナーから取得することができます。ルート証明書と中間証明書
は、ハブ・オペレーター・プロファイルでのみアップロード可能です。

注: 以下のセクションの手順を実行する場合は、先に証明書をシステムにロードし
ておく必要があります。証明書のロードの詳細については、「ハブ構成ガイ
ド」を参照してください。

デジタル証明書の表示および編集
ハブ・オペレーター・プロファイルの下に保管されている (前にシステムにアップ
ロードされた) デジタル証明書をリストおよび編集するには、次の手順を使用しま
す。

注: 取引先プロファイルの下に保管されている証明書を表示および編集するには、
まず「参加者の検索」ページで取引先を選択してから、「証明書」タブを選択
します。

第 3 章 アカウント管理タスク 31



1. 「アカウント管理」>「プロファイル」>「証明書」の順にクリックします。デジ
タル証明書リストが表示されます。

注: デジタル証明書の日付が赤色の場合は、この証明書が期限切れかまだ有効で
ないことを示しています。

2. 証明書の横にある「詳細の表示」アイコンをクリックします。「証明書の詳細を
表示 (Viewing Certificate Details)」ウィンドウが表示されます。

3. 「編集」アイコンをクリックしてデジタル証明書を編集します。

4. ウィンドウに表示された次のパラメーターを更新して、「保管」をクリックしま
す。

表 5. デジタル証明書のパラメーター

パラメーター 説明

証明書タイプ デジタル証明書のタイプを以下に示します。

v デジタル署名 - 参加者から受信した文書のデジタル署名を認証
します。

v 暗号化 ― 参加者に送信する文書を暗号化するための公開鍵が
格納されています。

v SSL クライアント ― SSL 接続を開始するために使用する参加
者の証明書を認証します。

v ルートおよび中間 ― 証明書チェーンを確立するために認証権
限から発効された証明書です。

説明 証明書を説明するテキスト
状況 証明書を使用可能または使用不可にします。
ゲートウェイ・タイプ 証明書に関連したゲートウェイのタイプを選択します。
証明書の使用 使用タイプを選択します。

v 1 次 ― すべてのトランザクションで使用します。

v 2 次 ― 1 次証明書が期限切れになったり失効したりした場合
に使用します。

デジタル証明書の使用不可化
デジタル証明書を使用しない場合は、次の手順に従って証明書を使用不可にしま
す。

1. 「アカウント管理」>「プロファイル」>「証明書」の順にクリックします。デジ
タル証明書リストが表示されます。

2. 使用不可にする証明書の横にある「詳細の表示」アイコンをクリックします。

3. 「編集」アイコンをクリックして証明書の詳細を編集します。

4. 「状況」で、「使用不可」を選択します。

5. 「保管」をクリックします。

注: 1 次証明書が使用不可になっている場合は、対応する 2 次証明書が 1 次にな
ります。2 次証明書が使用不可になっている場合は、2 次証明書がないという
警告が表示されます。
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B2B 属性値の変更
文書フロー定義の属性値を変更するには、次の手順に従います。

注: 上位の文書フロー定義の属性値を変更すると、その内容は同じノード内にある
下位の定義に継承されます。

1. 「アカウント管理」>「プロファイル」>「B2B 機能」の順にクリックします。
「B2B 機能」ウィンドウが表示されます。

2. ノードをクリックして、適切な文書フロー定義レベルまでノードを個別に展開す
るか、0 から 4 までの数字または「すべて」を選択して、表示されているすべ
ての文書フロー定義ノードを選択したレベルまで展開します。

3. 「編集」アイコンをクリックし、「更新」列の適切な属性値を変更します。

4. 「保管」をクリックします。

参加者接続の管理
参加者接続とは、システムが文書を処理し、コミュニティー・マネージャーとその
さまざまな参加者との間で文書を送信できるようにする仕組みです。接続には、
RosettaNet TPA 属性、トランスポート・プロトコル、文書処理アクション、ゲート
ウェイ・タイプ、参加者ゲートウェイなどの各文書フローの適切な交換に必要な情
報が含まれています。コミュニティー・マネージャーとその参加者の 1 人との間に
接続が存在しないと、文書は送信できません。

コミュニティー・マネージャーとその参加者間の接続は、それらの B2B 機能に基
づいて自動的に作成されます。Community Console の B2B 機能モジュールに入力
されたデータによって、使用可能な各接続の機能が決まります。各接続の構成は、
ハブ・コミュニティーのニーズに合わせて変更できます。

接続コンポーネント
個々の接続は、次の 4 つのコンポーネントで構成されています。

v 属性

v アクション

v ゲートウェイ

v ゲートウェイ・タイプ

接続が作成されると、そのルーティングおよび処理の機能に合わせてこの 4 つのコ
ンポーネントすべてを変更することができます。表 6 では、各コンポーネントが説
明されています。
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表 6. 参加者の管理コンポーネント

コンポーネント 説明

属性 属性とは、接続によって検証、暗号化検査、再試行カウントなどのさまざま
な文書処理およびルーティングの機能で使用される情報です。

接続作成時の効率を向上させるために、新規接続の属性にマネージャーおよ
び参加者の B2B 機能が自動的に継承されます。

アクション アクションとは、特定文書の処理に使用される一連のステップです。各接続
は通常、変換、重複検査、検証、またはパススルー・ルーティングなどの 1

つ以上のステップで構成されています。接続ごとに適切なアクションを選択
できます。

ゲートウェイ 各接続には、ソース・ゲートウェイとターゲット・ゲートウェイが含まれて
います。ソース・ゲートウェイには、文書フローを開始する参加者の URI

およびトランスポート情報が含まれています。受信肯定応答や一般例外など
のビジネス・シグナルは、ソース・ゲートウェイ経由で開始元の参加者に送
信されます。ゲートウェイ・オプションの「クライアント IP の検証」およ
び「クライアント SSL 証明書の検証」は、ソース・ゲートウェイに適用さ
れます。

ターゲット・ゲートウェイには、文書フローを受信する参加者の URI およ
びトランスポート情報が含まれています。

ゲートウェイ・
タイプ

ゲートウェイ・タイプは、交換される文書の性質を示します。接続は、複数
タイプのゲートウェイを使用して、同じ文書を複数のシステムに対して送信
および処理できます。このため、1 つの組織内の複数システムで実動、テス
ト、またはルーティングに 1 つの接続を使用することによって、接続の効
率が向上します。

接続の重複
RosettaNet 接続の不注意な重複を避けるために、システムでは、各接続は次のパラ
メーターに基づいて一意的に識別されます。

v ソース・パッケージおよびバージョン

v ソース・プロトコルおよびバージョン

v ソース文書フローおよびバージョン

35ページの図 1 に示す例では、同じソース参加者と属性を同じターゲット参加者と
ともに使用して 2 つの接続を活動化することはありません。このことは、ターゲッ
ト参加者が一方の接続で RosettaNet プロトコルを使用し、他方の接続で RNSC プ
ロトコルを使用している場合でも同じです。この場合、ターゲットの RosettaNet プ
ロトコルを含む接続は、ターゲットの RNSC プロトコルを含む他方の接続を使用す
る前に非活動化する必要があります。

注: EDI 文書には、関連する接続プロファイルを追加できます。接続プロファイル
に対して構成された値は、同じソース文書であっても接続を一意的に識別する
ために使用されます。
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接続の検索
接続にアクセスするには、接続を検索します。接続を検索するには、次の 2 つの方
法があります。

v 「接続の管理」ウィンドウを使用して、ソースおよびターゲットを選択すること
によって接続を検索する。後述する『接続の基本検索の実行』を参照してくださ
い。

v システムの拡張検索機能を使用して、ビジネス ID、開始および受取のパッケージ
およびプロトコル、開始および受取の文書フローなどの追加の検索条件を指定す
る。 36ページの『接続の拡張検索の実行』を参照してください。

接続の基本検索の実行
接続の基本検索を実行するには、次の手順に従います。ソースおよびターゲットを
選択する場合は、次のガイドラインに従ってください。

v ソースおよびターゲットは一意にする。

v ソースおよびターゲットを選択するときには、実動ゲートウェイとテスト・ゲー
トウェイを混用しないでください。混用するとエラーが発生します。ソースおよ
びターゲットは、両方とも実動ゲートウェイまたはテスト・ゲートウェイにそろ
える必要があります。

1. 「アカウント管理」>「参加者の接続」の順にクリックします。「接続の管
理」ウィンドウが表示されます。

2. 「ソース」の下で、ソースを 1 つ選択します。

3. 「ターゲット」の下で、ターゲットを 1 つ選択します。

注: 新規接続を作成するには、ソースおよびターゲットは一意である必要があ
ります。

4. 「検索」をクリックして、指定した検索条件に一致する接続を検索します。

図 1. 接続例
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5. 接続をアクティブ化するには、「アクティブ化」をクリックします。「接続の
管理」ウィンドウが表示されます。このウィンドウには、ソースおよびターゲ
ットのパッケージ、プロトコル、および文書フローが表示されます。ここに
は、クリックするとパートナー接続の状況およびパラメーターを表示して変更
できるボタンも表示されます。

6. 次に示す項目を必要に応じてクリックします。

– 「非アクティブ化」アイコンをクリックすると、接続が使用不可になりま
す。

– 「削除」アイコンをクリックすると、接続が使用可能になります。

– 「属性」をクリックすると、「接続属性」ウィンドウが表示されます。こ
こでは、接続の属性を表示および変更できます。詳しくは、37 ページの
『参加者の属性値の変更』を参照してください。

– 「アクション」をクリックすると、「接続の詳細」ウィンドウが表示され
ます。ここでは、アクションを表示および変更できます。詳しくは、38 ペ
ージの『新規アクションの選択』を参照してください。

– 「ゲートウェイ」をクリックすると、「接続管理ゲートウェイ」ウィンド
ウが表示されます。ここでは、ソース・ゲートウェイまたはターゲット・
ゲートウェイを表示および変更できます。詳しくは、38 ページの『ソー
ス・ゲートウェイまたはターゲット・ゲートウェイの変更』を参照してく
ださい。

接続の拡張検索の実行
接続の拡張検索を実行するには、次の手順に従います。ソースおよびターゲットを
選択する場合は、次のガイドラインに従ってください。

v ソースおよびターゲットは一意にする。

v ソースおよびターゲットを選択するときには、実動ゲートウェイとテスト・ゲー
トウェイを混用しないでください。混用するとエラーが発生します。ソースおよ
びターゲットは、両方とも実動ゲートウェイまたはテスト・ゲートウェイにそろ
える必要があります。

1. 「アカウント管理」>「参加者の接続」の順にクリックします。「接続の管
理」ウィンドウが表示されます。

2. ウィンドウの右上隅にある「拡張検索」をクリックします。
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3. 表 7 に示すように、次のパラメーターをすべて入力します。

表 7. 「拡張検索」ウィンドウ

パラメーター 説明

参加者名で検索 ソースおよびターゲットの名前。
ビジネス ID で検索 ソースおよびターゲットのビジネス ID。DUNS、DUNS+4、お

よび Freeform があります。
ソース・パッケージ (Source

Package)

ソースによって使用されるパッケージ。

ターゲット・パッケージ
(Target Package)

ターゲットによって使用されるパッケージ。

ソース・プロトコル (Source

Protocol)

ソースによって使用されるプロトコル。

ターゲット・プロトコル
(Target Protocol)

ターゲットによって使用されるプロトコル。

ソース文書フロー ソースによって使用される文書フロー。
ターゲット文書フロー ターゲットによって使用される文書フロー。
接続状況 使用可能と使用不可の両方の接続を検索できます。

4. 「検索」をクリックします。検索条件に一致する接続が検出されます。

接続構成の変更
接続の構成を変更するには、次の手順に従います。

1. 「アカウント管理」>「参加者の接続」の順にクリックします。「接続の管理」
ウィンドウが表示されます。

2. 接続の基本検索 (35 ページの『接続の基本検索の実行』を参照) または接続の拡
張検索 (36 ページの『接続の拡張検索の実行』) を実行します。

3. 次に示す適切なセクションを参照してください。

v 『参加者の属性値の変更』

v 38ページの『新規アクションの選択』

v 38ページの『新規変換マップの選択』

v 38ページの『ソース・ゲートウェイまたはターゲット・ゲートウェイの変
更』

v 38ページの『接続の使用不可化または非アクティブ化』

参加者の属性値の変更
参加者の属性値を変更するには、次の手順に従います。

1. ソース参加者かターゲット参加者のいずれかの「属性」をクリックします。

2. 接続に関連したすべてのゲートウェイ・タイプに属性変更を適用する場合は、
「スコープ」ドロップダウン・リストで、「接続」をクリックします。または、
変更を適用するゲートウェイ・タイプを選択します。

3. 「展開」アイコンをクリックし、属性値を変更する文書フロー定義までノードを
展開します。

4. 必要に応じて属性値を更新します。

5. 「保管」をクリックします。
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新規アクションの選択
新規アクションを選択するには、次の手順に従います。

1. 「アクション」をクリックします。

2. ドロップダウン・リストから新規アクションを選択します。

3. 「保管」をクリックします。

新規変換マップの選択
新規変換マップを選択するには、次の手順に従います。

1. 「アクション」をクリックします。

2. ドロップダウン・リストから新規変換マップを選択します。

3. 「保管」をクリックします。

ソース・ゲートウェイまたはターゲット・ゲートウェイの変更
ソース・ゲートウェイまたはターゲット・ゲートウェイを変更するには、次の手順
に従います。

1. 「ゲートウェイ」をクリックします。

2. ドロップダウン・リストからソース・ゲートウェイまたはターゲット・ゲートウ
ェイを選択します。

3. 「保管」をクリックします。

接続の使用不可化または非アクティブ化
接続を使用不可にするには、「使用可能」列の「非アクティブ化」アイコンをクリ
ックします。接続の表示色が赤色に変わり、接続が使用不可になったことを示しま
す。接続をもう一度使用可能にするには、「削除」アイコンをクリックします。

接続を非アクティブ化するには、「削除」アイコンをクリックします。接続の表示
色がグレーに変わり、アイコンが非表示になります。接続を再度使用可能にするに
は、「アクティブ化」をクリックします。

EDI 文書の場合は、同じ参加者に適用される数個の接続を確立できます。さまざま
な接続は、接続プロファイルを使用して区別されます。関連付けられた接続プロフ
ァイル名を持つ接続を削除すると、システムからその接続が削除されます。非アク
ティブ化できるのは、関連付けられた接続プロファイルを持たないベース・レベル
の接続のみです。接続プロファイルについて詳しくは、「ハブ構成ガイド」を参照
してください。

除外リストの管理
除外リストを使用することにより、コミュニティー・オペレーターは、Document

Manager を構成して、取引パートナーからマネージャーに送信される RosettaNet 通
知を制限できます。取引パートナーは、名前およびビジネス ID で識別されます。

次の通知をルーティング制限として選択できます。

v 0A1: 障害の通知 ― 特定の文書フローを完了できない通知が参加者からマネージ
ャーに送信されます。
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v バックエンド・イベント ― 参加者がビジネス文書を正常に受信したこと通知す
るシステム生成の XML ファイルがマネージャーに送信されます。

除外リストへの参加者の追加
参加者を除外リストに追加するには、次の手順に従います。

1. 「アカウント管理」>「除外リスト」の順にクリックします。「除外リスト」ウ
ィンドウが表示されます。

2. 「参加者名」ドロップダウン・リストから参加者を選択します。参加者とそのビ
ジネス ID のリスト、および除外の状況がコンソールに表示されます。「すべて
の通知の送信」がデフォルトで選択されています。

除外リストの編集
除外リストの編集が必要な場合があります。例えば、通知をコミュニティー・マネ
ージャーに送信するのを制限する場合が考えられます。

1. 「アカウント管理」>「除外リスト」の順にクリックします。「除外リスト」ウ
ィンドウが表示されます。

2. 「参加者名」ドロップダウン・リストから参加者を選択します。参加者のリス
ト、参加者のビジネス ID、および除外の状況がコンソールに表示されます。

3. 編集する通知の横にある「編集」アイコンをクリックします。

4. コミュニティー・マネージャーへの送信を制限する通知の下にあるチェック・ボ
ックスをオンにします。「すべての通知の送信」を選択して、すべての送信制限
を除去します。
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第 4 章 ゲートウェイ・キューの管理

ゲートウェイ・キューを使用すると、ゲートウェイの配信キューに入っている文書
を表示できます。配信キューに入っている文書を持つすべてのゲートウェイの表
示、キュー内の文書の表示および削除、およびゲートウェイの使用可能化または使
用不可化も可能です。

ゲートウェイ・キューは、時間依存の文書をキュー内に滞留させないために使用で
きます。また、キューに入れられる文書の数が最大数を超えないようにするために
も使用されます。ゲートウェイ・キューを使用すると、次の作業が可能になりま
す。

v 配信キューに入っている文書を持つすべてのゲートウェイのリストを表示する。

v 長時間 (30 秒以上) ゲートウェイ・キューに置かれている文書を表示する。これ
により、文書自体の問題が示されることもあります。キュー内の文書のトラブル
シューティングや削除のために、文書の詳細を表示することもできます。

注: FTP スクリプト記述ゲートウェイを間隔またはカレンダー・スケジュールで
インプリメントする場合、文書は、間隔または日付と時刻に達するまで、長
時間にわたってこのキュー内にとどまることがあります。これは予想通りの
操作であり、文書はキューから削除してはいけません。

v ゲートウェイの詳細を表示して正常な動作を確認する。ゲートウェイ・キューで
の文書バックアップは、Delivery Manager またはゲートウェイにおける障害を示
している場合があります。

v ゲートウェイの状況を確認する。ゲートウェイがオフラインの場合、文書はゲー
トウェイがオンラインになるまでキューに集められます。ゲートウェイの状況
は、接続の機能には影響を与えません。文書は継続して処理され、配信キューに
置かれます。

ゲートウェイ・キューの表示
ゲートウェイに存在する文書のリストを表示するには、次の手順に従います。

1. 「ビューアー」>「ゲートウェイ・キュー」の順にクリックします。「ゲートウ
ェイ・キュー」ウィンドウが表示されます。
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2. 表 8 に示されているパラメーターを入力します。

表 8. 「ゲートウェイ・キュー」ウィンドウ

検索条件 説明

キューに入っている最
小時間

文書がゲートウェイ・キューで待機する最小時間 (分)。例えば、6

分を選択すると、6 分以上配信を待機している文書を持つすべてのゲ
ートウェイが表示されます。デフォルトは 0 です。

キュー内最小項目数 ゲートウェイ・キュー内にある文書の最小数。デフォルトは 1 で
す。

ソート基準 参加者 (デフォルト)、ゲートウェイ名、または最後に送信されたタ
イム・スタンプによって検索結果をソートします。

方向 「昇順」をクリックすると、最も古いタイム・スタンプまたはアルフ
ァベットの最後から始まる文書から表示され、「降順」をクリックす
ると、最新のタイム・スタンプまたはアルファベットの先頭から始ま
る文書から表示されます。

最新表示 最新表示機能をオンまたはオフ (デフォルト) にします。
最新表示頻度 表示されているデータが更新されるまでコンソールが待機する時間

(秒)。

3. 「検索」をクリックします。ゲートウェイにある文書のうち、指定した検索条件
に合致するすべての文書が検索されます。表 9 に、検索から戻される情報を示し
ます。

表 9. ゲートウェイ・キュー検索の結果

検索条件 説明

参加者 ゲートウェイに関連した取引パートナー
ゲートウェイ ゲートウェイの名前
キュー中 ゲートウェイ・キューで配信を待つ文書の数。ゲートウェイ詳細に

リンクします。
状態 ゲートウェイの状態がオンラインかオフラインかを示します
最終送信時 文書がゲートウェイに正常に送信された最後の日時

注: Console でゲートウェイを表示するには、ゲートウェイが AND 論理式を使用す
る検索条件の要件をすべて満たしている必要があります。

キュー内の文書の表示
特定の検索条件に合致するキュー内の文書を検索するには、次の手順に従います。

1. 「ビューアー」>「ゲートウェイ・キュー」の順にクリックします。

2. 「ゲートウェイ・キュー」ウィンドウで、「検索」をクリックします。
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3. このウィンドウで、次のパラメーターをすべて入力します。

表 10. ゲートウェイ・キューの検索条件

パラメーター 説明

参加者 文書を受信する取引パートナーの名前
ゲートウェイ ゲートウェイの名前
参照 ID システムによって文書に割り当てられた固有の識別番号
文書 ID ソース参加者によって文書に割り当てられた固有の識別番号
ソート基準 参加者 (デフォルト)、参照 ID、文書 ID によって、またはゲー

トウェイ・キューに入れられた時間依存文書によって検索結果を
ソートします。

方向 「昇順」をクリックすると、最も古いタイム・スタンプまたはア
ルファベットの最後から始まる文書から表示され、「降順」をク
リックすると、最新のタイム・スタンプまたはアルファベットの
先頭から始まる文書から表示されます。

4. 文書の詳細を表示するには、「参照 ID」をクリックします。文書の詳細を表示
しているときに表示される情報の詳細については、オンライン・ヘルプの『文書
ビューアーについて』というトピックを参照してください。

配信キューからの文書の削除
次の手順では、配信キューから文書を削除する方法について説明します。キューか
ら文書を削除するには、ハブ管理者としてログインする必要があります。

1. 「ビューアー」>「ゲートウェイ・キュー」の順にクリックします。

2. 「ゲートウェイ・キュー」ウィンドウで、「検索」をクリックします。

3. ウィンドウに表示されたパラメーターをすべて入力します (43 ページの表 10 を
参照)。

4. 「削除」アイコンをクリックして文書を削除します。

ゲートウェイの詳細の表示
キュー内にある文書のリストなど、特定のゲートウェイの情報を表示するには、次
の手順に従います。

1. 「ビューアー」>「ゲートウェイ・キュー」の順にクリックします。

2. 「ゲートウェイ・キュー」ウィンドウで、検索条件を入力します (42 ページの
表 8 を参照)。

3. 「検索」をクリックします。

4. ゲートウェイのリストから、「キュー内」列にある文書数リンクをクリックしま
す。ゲートウェイの詳細とキュー内にある文書のリストが表示されます。

ゲートウェイ状況の変更
ゲートウェイをオンラインまたはオフラインにするには、次の手順に従います。

1. 「ビューアー」>「ゲートウェイ・キュー」の順にクリックします。

2. 「ゲートウェイ・キュー」ウィンドウで、検索条件を入力します (42 ページの
表 8 を参照)。
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3. 「検索」をクリックします。

4. ゲートウェイのリストから、「キュー内」列にある文書数リンクをクリックしま
す。ゲートウェイの詳細とキュー内にある文書のリストが表示されます。

5. 「ゲートウェイ情報」の「オンライン」をクリックしてゲートウェイをオンライ
ンにするか、「オフライン」をクリックしてゲートウェイをオフラインにします
(ゲートウェイ状況を変更するには、ハブ管理者としてログインしている必要が
あります)。
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第 5 章 文書フローの分析

文書分析ツールを使用すると、状態別 (「受信」、「進行中」、「失敗」、「成
功」) にシステム内の文書数の詳細な概要が取得できます。検索は、日付、時刻、
プロセスのタイプ (宛先プロセスまたは元プロセス)、ゲートウェイ・タイプ、プロ
トコル、文書フロー、およびプロセス・バージョンによって実行できます。失敗し
た文書の特定および表示、失敗の原因の調査を行うには、検索結果を使用します。

文書ボリューム・レポートは有効なツールで、ビジネス文書のフローを管理、追
跡、およびトラブルシューティングするのに使用されます。レポートでは、指定期
間内にシステムで処理された文書のボリュームを表示します。レポートは表示、印
刷、または保管 (エクスポート) して、他のスタッフ・メンバーに送信できます。こ
のレポートをカスタマイズして、特定の検索条件に基づいて情報を表示できます。

参加者接続のテスト・ツールは、ゲートウェイまたは Web サーバーのテストに使
用されます。

この章で説明する機能は次のとおりです。

v 『文書分析』

v 47ページの『文書ボリューム・レポート』

v 49ページの『参加者接続のテスト』

文書分析
文書分析ツールを使用すると、状態別に整理された、指定期間内のシステム内の文
書数の詳細な概要を取得できます。

検索条件を使用すると、失敗した文書の特定および失敗の原因の調査ができます。

© Copyright IBM Corp. 2004, 2005 45



システム内の文書状態の表示
次の表に、さまざまな文書状態を示します。

表 11. 文書状態

状態 説明

受信 文書はシステムによって受信され、処理待ちの状態です。
進行中 文書は現在、次のいずれかの処理ステップにあります。

v 不完全 例えば、システムが他の文書を待っています。

v データ妥当性検査 例えば、システムは文書の内容を検査してい
ます。

v 変換 例えば、システムは文書を別のプロトコルに変換していま
す。

v キュー 例えば、文書は参加者またはコミュニティー・マネージ
ャーに経路指定されるのを待っています。

失敗 文書処理は、システムのエラー、データ検証のエラー、または重
複のために中断されました。

正常終了 文書処理を完了する最終メッセージがシステムからターゲット参
加者に送信されました。

システム内の文書の表示
次の手順では、システムで文書を表示する方法について説明します。

1. 「ツール」 > 「文書分析」をクリックします。

2. 「文書分析の検索」ウィンドウで、ドロップダウン・リストから検索条件を選択
します。
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表 12 に、表示する文書を決定するために指定できる値を示します。

表 12. 文書の検索条件

値 説明

開始日および開始時刻
(Start Date & Time)

処理が開始された日時。

終了日および終了時刻
(End Date & Time)

処理が完了した日時。

ソース参加者 ビジネス・プロセスを開始した参加者 (コミュニティー・マネー
ジャーのみ)。

ターゲット参加者 ビジネス・プロセスを受信した参加者 (コミュニティー・マネー
ジャーのみ)。

検索場所 受信文書フローまたは送信文書フローを検索します。
ゲートウェイ・タイプ 例えば、すべて、実動、テスト、CPS 参加者、または CPS マネ

ージャー。テストが使用できるのは、テスト・ゲートウェイ・タ
イプをサポートするシステムのみです。

パッケージ 文書フォーマット、パッケージ化、暗号化、およびコンテンツ・
タイプ識別番号について説明します。

プロトコル 参加者に対して使用できる文書プロトコル。
文書フロー 特定のビジネス・プロセス。
ソート基準 受信参加者名または送信参加者名別ソート結果。
最新表示 検索結果が定期的に最新表示されるかどうかを制御します (コミ

ュニティー・マネージャーのみ)。
最新表示頻度 検索結果の最新表示頻度を制御します (コミュニティー・マネー

ジャーのみが使用)。

3. 「検索」をクリックします。「文書分析の要約」が表示されます。

プロセスおよびイベント詳細の表示
次の手順では、プロセスおよびイベントの詳細を表示する方法について説明しま
す。

1. 「ツール」 > 「文書分析」をクリックします。「文書分析の検索」ウィンドウ
が表示されます。

2. ドロップダウン・リストから検索条件を選択します。

3. 「検索」をクリックします。「文書分析の要約」が表示されます。

4. 表示するソース参加者とターゲット参加者の横にある「詳細の表示」アイコンを
クリックします。選択された参加者のすべての文書のリストが表示されます。文
書数量は、文書処理状態別に列に整列されます。

5. 「文書分析の要約」に示された個々の文書フローの下で、「受信」、「進行
中」、「失敗」、または「正常終了」列の数量リンクを選択します。「文書分析
レポート」に文書処理の詳細が提示されます。「失敗」を選択すると、レポート
には「文書イベントの要約」も表示されます。

文書ボリューム・レポート
文書ボリューム・レポートは有効なツールで、ビジネス文書のフローを管理、追
跡、およびトラブルシューティングするのに使用されます。レポートでは、指定期
間内にシステムで処理された文書のボリュームを表示します。レポートは表示、印
刷、または保管 (エクスポート) して、他のスタッフ・メンバーに送信できます。
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このレポートをカスタマイズして、特定の検索条件に基づいて情報を表示できま
す。

文書ボリューム・レポートに、現在進行中の文書数が状態別に示されます。

表 13. 文書状態

値 説明

受信合計 システムに受信された文書の合計数。
進行中 進行中の文書はテストおよび検証されています。エラーは検出さ

れませんでしたが、処理はまだ完了していません。
失敗 エラーのために、文書処理が中断しました。
正常終了 文書処理を完了する最終メッセージがシステムからターゲット参

加者に送信されました。

次のタスクを実行するには、このレポートを使用します。

v 主要ビジネス・プロセスが完了したかどうかを判断する

v コスト管理のため、プロセスのボリュームの傾向を追跡する

v プロセスの質 (成功と失敗) を管理する

v プロセス効率を追跡する

文書ボリューム・レポートの作成
次の手順では、文書ボリューム・レポートを作成する方法について説明します。

1. 「ツール」 > 「文書ボリューム・レポート」をクリックします。「文書ボリュ
ーム・レポートの検索」ウィンドウが表示されます。

2. ドロップダウン・リストから検索条件を選択します。

表 14. 文書ボリューム・レポート検索条件

値 説明

開始日および開始時刻
(Start date & time)

処理が開始された日時。

終了日および終了時刻
(End date & time)

処理が完了した日時。

ソース参加者 ビジネス・プロセスを開始した参加者 (コミュニティー・マネー
ジャーのみ)。

ターゲット参加者 ビジネス・プロセスを受信した参加者 (コミュニティー・マネー
ジャーのみ)。

検索場所 受信文書フローまたは送信文書フローを検索します。
ゲートウェイ・タイプ 実動またはテスト。テストを使用できるのは、テスト・ゲートウ

ェイ・タイプをサポートするシステムのみです。
パッケージ 文書フォーマット、パッケージ化、暗号化、およびコンテンツ・

タイプ識別番号について説明します。
プロトコル プロセス・プロトコルのタイプ。例えば、XML、EDI、フラッ

ト・ファイル。
文書フロー 特定のビジネス・プロセス。
ソート基準 この基準 (文書フローまたはターゲット文書フロー) によるソート

結果。
ページごとの結果件数 1 ページに表示されるレコードの数。

3. 「検索」をクリックします。レポートが表示されます。
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文書ボリューム・レポートのエクスポート
1. 「ツール」 > 「文書ボリューム・レポート」をクリックします。「文書ボリュ
ーム・レポートの検索」ウィンドウが表示されます。

2. ドロップダウン・リストから検索条件を選択します。

3. 「検索」をクリックします。レポートが表示されます。

4. 「レポートのエクスポート」アイコンをクリックしてレポートをエクスポートし
ます。希望する場所に移動して、ファイルを保管します。

注: レポートはコンマで区切られた値 (csv) ファイルとして保管されます。

レポートの印刷
1. 「ツール」 > 「文書ボリューム・レポート」をクリックします。「文書ボリュ
ーム・レポートの検索」ウィンドウが表示されます。

2. ドロップダウン・リストから検索条件を選択します。

3. 「検索」をクリックします。レポートが表示されます。

4. 「印刷」アイコンをクリックしてレポートを印刷します。

参加者接続のテスト
参加者接続のテスト機能を使用すると、ゲートウェイまたは Web サーバーをテス
トできます。コミュニティー・マネージャーの場合は、特定の参加者を選択するこ
ともできます。テストは、ゲートウェイまたは URL へのブランクの POST 要求の
送信から構成されます。要求は、Yahoo の URL (www.yahoo.com) をブラウザーの
アドレス・フィールドに入力するのと似ています。これは何も送信されず、空の要
求です。ゲートウェイまたは Web サーバーから受信した応答に、その状況が示さ
れます。

v 応答が戻される場合、サーバーは稼働しています。

v 何も戻されない場合は、サーバーは停止しています。

重要: 参加者接続のテスト機能は、接続パラメーターを必要としない HTTP で作動
します。

参加者接続のテストは、次の手順で行います。

1. 「ツール」> 「参加者接続のテスト」をクリックします。

2. 「参加者接続のテスト」ウィンドウで、ドロップダウン・リストからテスト基準
を選択します。

表 15. 参加者接続のテスト値

値 説明

参加者 テストされる参加者 (コミュニティー・マネージャーのみ)。
ゲートウェイ 上記で選択した参加者に基づいて使用可能なゲートウェイを表示し

ます。
URL 上記で選択したゲートウェイに基づいて動的にデータが取り込まれ

ます。
コマンド Post または Get。
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3. 「URL のテスト」をクリックします。テスト結果が表示されます。戻された状
況コードの詳細については、次のセクションを参照してください。

Web サーバー結果コード
以下のセクションでは、サーバーの結果コードについて説明します。

200 シリーズ:
v 200 - OK - 伝送は正常終了しました。これはエラーではありません。これは要求
したファイルです。

v 201 - Created - 要求は満たされて、新規リソースが作成されました。新たに作成
されたリソースは、応答の URL ヘッダー・フィールドで戻された URL で参照
でき、「ロケーション」ヘッダー・フィールドで指定されたリソースの最も具体
的な URL を持ちます。

v 202 - Accepted - 要求は処理のために受信されましたが、処理はまだ完了してい
ません。

v 203 - Non-Authoritative Information - エンティティー・ヘッダーで戻された
META 情報は、元のサーバーから使用できる最終セットではありませんが、ロー
カルまたはサード・パーティーのコピーから収集されています。

v 204 - No Content - サーバーは要求を満たしましたが、送り返す新規情報はあり
ません。

v 206 - Partial Content - ファイル内のバイトの範囲を要求しましたが、これがその
範囲です。これは HTTP 1.1 の新機能です。

300 シリーズ:
v 301 - Moved Permanently - 要求されたリソースに新規の永続的な URL が割り当
てられており、このリソースを将来参照するには、戻された URL の 1 つを使用
します。

v 302 - Moved Temporarily - 要求されたリソースは、一時的に新規の URL に存在
します。新規の URL にリダイレクトします。元のページは移動しました。これ
はエラーではありません。ほとんどのブラウザーは、この結果が表示される場
合、新規のページを隠した状態で取り出します。

400 シリーズ:
v 400 - Bad Request - 要求は誤った形式の構文なので、サーバーで認識できません
でした。クライアントにより、無効な要求が行われました。

v 401 - Unauthorized - 要求にはユーザー認証が必要です。応答には、要求されたソ
ースに適用できるユーザー確認を含む、WWW 認証ヘッダー・フィールドを組み
込む必要があります。ユーザーは文書を要求しましたが、有効なユーザー名また
はパスワードを指定していません。

v 402 - Payment Required - このコードは現在サポートされていませんが、将来の
利用のために予約されています。

v 403 - Forbidden - サーバーは要求を認識しましたが、詳細不明な理由により、要
求の実行を拒否しています。この文書に対するアクセスは、明示的に拒否されま
す (これは、要求するファイルに対して Web サーバーに読み取り権限がない場
合に発生することがあります)。サーバーは、このファイルを送信することを拒否
します。権限が明示的にオフになっている可能性があります。
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v 404 - Not Found - サーバーは、要求された URL に一致するものを検出できま
せんでした。このファイルが存在しません。これは、ブラウザーに誤りのある
URL を入力したときに表示されるメッセージです。また、文書を保護するため、
許可されていないユーザーにはファイルが存在しないと知らせるようにサーバー
が指定されている場合にも、このコードが送信されます。404 エラーは存在しな
いページを要求した場合の結果であり、間違って入力した URL、ポイント先に存
在しなくなったファイルをポイントするブックマーク、robots.txt ファイル (検索
エンジンによって索引付けされないページへのマーク付けに使用) を検索する検
索エンジン、ファイル名を推測するユーザー、使用するサイトまたは他のサイト
からの無効なリンク、などによって発生します。

v 405 - Method Not Allowed - 要求行で指定されたメソッドは、要求 URL で識別
されるリソースには許可されません。

v 406 - None Acceptable - サーバーは要求 URL に一致するリソースを検出しまし
たが、受け入れまたは受け入れエンコード要求ヘッダーで識別される条件を満た
すリソースは検出できません。

v 407 - Proxy Authentication Required - このコードは、将来の利用のために予約さ
れています。これは 401 (Unauthorized) と似ていますが、クライアントは最初に
プロキシーで自分自身を認証する必要があります。HTTP 1.0 には、プロキシー
認証の手段はありません。

v 408 - Request Time Out - サーバーが準備していた待機時間内にクライアントは
要求を作成しませんでした。

v 409 - Conflict - 要求は、現在のリソースの状態と競合するために、完了できませ
んでした。

v 410 - Gone - 要求されたリソースはサーバーで使用できなくなり、転送先アドレ
スが不明です。

v 411 - Authorization Refused - クライアントから提供された要求証明書は、サーバ
ーにより拒否されたか、またはリソースにアクセスする許可を認可するのに不十
分です。

v 412 - Precondition Failed

v 413 - Request Entity Too Large

v 414 - Request URI Too Large

v 415 - Unsupported Media Type

500 シリーズ:
v 500 - Internal Server Error - サーバーは、要求を満たすことができない、予期し
ない条件を検出しました。Web サーバーに何か問題があり、意味のある応答がで
きませんでした。このエラーを修正するためにブラウザー側から行えることは通
常ありません。おそらくサーバー管理者がサーバーのエラー・ログを調べて、何
が発生したかを確認する必要があります。これは、正しくコーディングされてい
なかった CGI スクリプトのエラー・メッセージであることがよくあります。

v 501 - Method Not Implemented - サーバーは、要求を満たすのに必要な機能をサ
ポートしていません。アプリケーション・メソッド (GET または POST) が実装
されていません。

v 502 - Bad Gateway - サーバーは、要求を満たそうとしてアクセスしたゲートウ
ェイまたはアップストリーム・サーバーから無効な応答を受信しました。
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v 503 - Service Temporarily Unavailable - サーバーは、一時的に過負荷または保守
中なので、現在要求を処理できません。サーバーはリソース不足です。

v 504 - Gateway Time Out - サーバーは要求を完了するためにアクセスしたゲート
ウェイまたはアップストリーム・サーバーから時間内に応答を受信しませんでし
た。

v 505 - HTTP Version Not Supported
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第 6 章 イベントおよび文書の表示

次の機能により、システム全体の正常性を表示できます。イベント解決のためのト
ラブルシューティング・ツールでもあります。

v 『イベント・ビューアー』

v 56ページの『AS1/AS2 ビューアー』

v 58ページの『RosettaNet ビューアー』

v 60ページの『文書ビューアー』

v 68ページの『ゲートウェイ・キュー』

RosettaNet ビューアーおよび AS1/AS2 ビューアーには、ハブ管理者用の追加の検索
条件が含まれています。詳細については、「ハブ構成ガイド」を参照してくださ
い。

イベント・ビューアー
イベントを表示および検索するには、イベント・ビューアーを使用します。

イベントは、システムに何らかの異常が発生したことを知らせます。イベントによ
り、システム操作または機能が正常であったかどうか (例えば、参加者がシステム
に正常に追加されたか、またはコミュニティー・マネージャーと参加者との間の参
加者接続が正常に作成されたかなど) がわかります。イベントによって問題を確認
することもできます (例えば、システムが文書を処理できなかった、またはシステ
ムが文書内で重要ではないエラーを検出した場合など)。大半の文書は何回か再送さ
れるため、文書に障害が発生してアラートが生成された場合、それは、以後同じよ
うな障害が発生するのを防ぐために調査および対応が必要な障害です。

WebSphere Partner Gateway には、事前定義イベントが用意されています。この製品
のアラート機能であるアカウント管理モジュールを使用することにより、イベン
ト・ベースのアラートを作成できます。ユーザーにとって重要なイベントを識別で
きます。その後、同じくアカウント管理モジュールに含まれている連絡先機能を使
用して、これらのイベントが発生した場合にシステムから通知されるスタッフのメ
ンバーを識別します。

イベント・ビューアーは、特定の検索条件に基づいてイベントを表示します。特定
のイベントを検索して、そのイベントの発生原因を調査できます。イベント・ビュ
ーアーを使用すると、時刻、日付、イベント・タイプ (デバッグ、通知、警告、エ
ラー、重大)、イベント・コード (210031 など)、およびイベント・ロケーションご
とにイベントを調査できます。

イベント・ビューアーを介して使用できるデータには、イベント名、タイム・スタ
ンプ、ユーザー、および参加者の情報が含まれています。これらのデータは、イベ
ントを作成した文書またはプロセスを識別するのに役立ちます。イベントが文書に
関連している場合は、ロー文書を表示することもできます。これにより、フィール
ド、値、およびエラーの理由を確認できます。
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イベント・タイプ
WebSphere Partner Gateway には、表 16 のリストにあるイベント・タイプが用意さ
れています。

表 16. イベント・タイプ

イベント・タイプ 説明

デバッグ デバッグ・イベントは、下位システムの操作およびサポートのため
に使用されます。このイベントの可視性および用途は、ユーザーの
権限レベルによって変わります。すべてのユーザーがデバッグ・イ
ベントへのアクセス権を所有しているわけではありません。

通知 通知イベントは、システム操作が正常に終了すると生成されます。
これらのイベントは、現在処理中の文書の状況を示すときにも使用
されます。通知イベントにはユーザー処置は必要ありません。

警告 警告イベントが発生するのは、文書処理またはシステム機能におい
て、動作を継続できる重大ではない異常が発生した場合です。

エラー エラー・イベントが発生するのは、文書処理においてプロセス強制
終了の原因となる異常が発生した場合です。

重大 重大イベントは、システム障害によってサービスが強制終了すると
生成されます。重大イベントが生成されると、サポート要員による
操作が必要になります。

イベントの検索
1. 「ビューアー」>「イベント・ビューアー」の順にクリックします。

イベントは、「イベント・ビューアー検索」ウィンドウの左から右へ重大度の順
に編成されます。左側の情報は重大度が最も低いイベント・タイプです。ウィン
ドウの右側にある「重大」情報は重大度が最も高いイベント・タイプです。イベ
ントを選択すると、そのイベントと、それより重大度の高いすべてのイベントが
イベント・ビューアーに表示されます。例えば、検索条件に警告イベント・タイ
プを選択すると、警告、エラー、重大のイベントが表示されます。通知イベント
を選択すると、すべてのイベント・タイプが表示されます。

注: デバッグ・イベントは必ずしもすべてのユーザーに表示されるわけではあり
ません。
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2. ドロップダウン・リストから検索条件を選択します。

表 17. イベントの検索条件

値 説明

開始日および開始時刻
(Start date and time)

最初のイベントが発生した日時。

終了日および終了時刻
(End date and time)

最後のイベントが発生した日時。

参加者 すべての参加者または特定の参加者 (コミュニティー・マネージ
ャーのみ) を選択します。

イベント・タイプ イベントのタイプ。デバッグ、通知、警告、エラー、重大のいず
れかです。

イベント・コード 選択されたイベント・タイプに基づいて使用可能なイベント・コ
ードを検索します。

イベント・ロケーション イベントが生成された場所。すべて、不明、ソース (元)、ターゲ
ット (先) があります。

ソート基準 結果をソートするのに使用する値。
降順 降順または昇順でのソートを指定。
ページごとの結果件数 1 ページに表示されるレコードの数。
最新表示 デフォルト設定はオフです。「最新表示」をオンにすると、イベ

ント・ビューアーはまず新規照会を実行し、その後最新表示モー
ドを持続します。

最新表示頻度 検索結果の最新表示頻度を制御します (コミュニティー・マネー
ジャーのみ)。

3. 「検索」をクリックします。イベントのリストが表示されます。

ヒント: イベント・リストは、「イベント・ビューアー」ウィンドウの上部で選択
したイベント・タイプに基づいて、再度フィルター処理できます。次のウ
ィンドウの最新表示を実行すると、新たに選択されたイベント・タイプが
反映されます。

イベント詳細の表示
1. 「ビューアー」>「イベント・ビューアー」の順にクリックします。

2. ドロップダウン・リストから検索条件を選択します。

3. 「検索」をクリックします。

4. 表示されたイベントのリストで、表示するイベントの横にある「詳細の表示」ア
イコンをクリックします。

5. 表示されたイベントの詳細に表示する文書がある場合は、その文書の横にある
「詳細の表示」アイコンをクリックします。

6. ロー文書がある場合は、「ロー文書の表示 (Display raw document)」アイコンを
クリックしてその文書を表示します。

7. 「検証エラーの表示」アイコンをクリックして検証エラーを表示します。

ヒント: 「イベント・ビューアー詳細」に重複文書のイベントが表示された場合
は、「文書の詳細」の「元文書の表示 (View original document)」アイコン
をクリックして、以前に送信された元文書を表示します。
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AS1/AS2 ビューアー
Applicability Statement 1 または 2 (AS1 または AS2) 通信プロトコルを使用する、
パッケージ化された B2B トランザクションおよび B2B プロセスの詳細を表示する
には、AS1/AS2 ビューアーを使用します。B2B プロセスと、関連するビジネス文
書、確認通知シグナル、プロセス状態、HTTP ヘッダー、および送信済み文書の内
容の振り付けを表示できます。

SMTP を使用するデータ伝送の標準を定義する先行版の AS1 と同様に、AS2 は、
HTTP を使用するデータ伝送の標準を定義します。

AS2 では、データの接続方法、配信方法、検証方法、およびデータへの応答方法が
定められています。AS2 は文書の内容とは対話せず、文書のトランスポートとのみ
対話します。AS2 では、HTTP または HTTPS を使用してインターネット経由で文
書を伝送できるよう、文書を囲んでラッパーが作成されます。文書とラッパーをま
とめてメッセージと呼びます。AS2 には、HTTP パケットのセキュリティーを確保
し、暗号化を行う機能があります。AS2 は、FTP には存在しないセキュリティー手
段も提供します。AS2 の暗号化では、暗号化の基本に確実な配信がプラスされてい
ます。

AS2 の重要なコンポーネントは、Message Disposition Notification (MDN) と呼ばれ
る受信メカニズムです。MDN により、文書の送信側は、受信側が文書を正常に受
信したことを確認できます。送信側は、MDN の返送方法 (同期または非同期、およ
び署名付きまたは未署名) を指定します。

注: 暗号化された着信 AS2 文書の復号に失敗すると、障害 MDN は戻されませ
ん。この問題を訂正するには、2 つの参加者の AS バイナリー機能間の参加者
接続を、使用するかどうかに関係なく、アクティブにする必要があります。AS

バイナリー機能が使用可能でない場合は、両参加者間に対して使用可能にし
て、その参加者間の参加者接続をアクティブにする必要があります。

AS1/AS2 ビューアーを使用すると、文書の詳細だけでなく、メッセージ ID、タイ
ム・スタンプ、文書フロー、ゲートウェイ・タイプ、および同期の状況を表示でき
ます。追加の文書処理情報は、文書の詳細とともに表示されます。

メッセージの検索
1. 「ビューアー」>「AS1/AS2 ビューアー」の順にクリックします。「AS1/AS2 ビ
ューアー」ウィンドウが表示されます。

2. ドロップダウン・リストから、 57ページの表 18 で説明されている検索条件を選
択します。
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表 18. AS1/AS2 ビューアーの検索条件

値 説明

開始日および開始時刻
(Start Date and Time)

処理が開始された日時。

終了日および終了時刻
(End Date and Time)

処理が完了した日時。

ソース参加者およびターゲ
ット参加者

ソース (開始) 参加者とターゲット (受取) 参加者 (コミュニテ
ィー・マネージャーのみ)。

参加者 検索の適用範囲をすべての参加者にするか、コミュニティー・
マネージャー (参加者のみ) にするかを指定します。

自分の役割は以下 検索する文書の参加者がターゲットかソースか (参加者のみ) を
指定します。

開始ビジネス ID ソース参加者のビジネス識別番号 (例: Duns)。
ゲートウェイ・タイプ 実動またはテスト。テストが使用できるのは、テスト・ゲート

ウェイ・タイプをサポートするシステムのみです。
パッケージ 文書フォーマット、パッケージ化、暗号化、およびコンテン

ツ・タイプ識別番号について説明します。
プロトコル 参加者に対して使用できる文書フォーマット (例: RosettaNet

XML)。
文書フロー 特定のビジネス・プロセス。
メッセージ ID AS1 または AS2 のパッケージ済み文書に割り当てられた ID

番号。検索条件には、アスタリスク (*) のワイルドカードを使
用できます。最大長は 255 文字です。

同期フィルター
(Synchronous Filter)

同期モードで受信した文書を検索します。これは、イニシエー
ターと Document Manager との接続が、トランザクション (要
求や MDN (Message Disposition Notification) など) が完了する
までオープンの状態で維持されることを意味します。

ソート基準 この値によって結果を並べ替えます。
降順または昇順 降順では、最新のタイム・スタンプまたはアルファベットの先

頭を最初に表示します。

昇順では、最も古いタイム・スタンプまたはアルファベットの
最後を表示します。

ページごとの結果件数 1 ページに表示されるレコードの数を選択するのに使用しま
す。

3. 「検索」をクリックします。メッセージのリストが表示されます。

メッセージの詳細の表示
1. 「ビューアー」>「AS1/AS2 ビューアー」の順にクリックします。「AS1/AS2 ビ
ューアー検索」ウィンドウが表示されます。

2. ドロップダウン・リストから検索条件を選択します。

3. 「検索」をクリックします。メッセージのリストが表示されます。

4. 表示するメッセージの横にある「詳細の表示」アイコンをクリックします。シス
テムに、 58ページの表 19 で説明されているメッセージとその関連文書の詳細が
表示されます。

第 6 章 イベントおよび文書の表示 57



表 19. メッセージの詳細

値 説明

メッセージ ID AS1 または AS2 のパッケージ済み文書に割り当てられた ID

番号。この番号で識別できるのは、パッケージのみです。文書
自体には、文書の詳細とともに表示される個別の文書 ID 番号
があります。最大長は 255 文字です。

ソース参加者 ビジネス・プロセスを開始する参加者。
ターゲット参加者 ビジネス・プロセスを受け取る参加者。
開始タイム・スタンプ
(Initiating Time Stamp)

文書の処理が開始された日時。

ゲートウェイ・タイプ テストまたは実動。テストが使用できるのは、テスト・ゲート
ウェイ・タイプをサポートするシステムのみです。

MDN URI MDN の宛先アドレス。このアドレスには、HTTP URI または
E メール・アドレスを指定できます。

MDN 処理テキスト このテキストは、発信メッセージの受信状況 (正常または失敗)

を示します。例を次に示します。

v Automatic-action/MDN-sent-automatically; processed.

v Automatic-action/MDN-sent-automatically;

processed/Warning;duplicate-document.

v Automatic-action/MDN-sent-automatically;

processed/Error;description-failed.

v Automatic-action/MDN-sent-

automatically;failed:unsupported MIC-algorithms.

5. (オプション) 「ロー文書の表示 (Display raw document)」アイコンをクリックし
てロー文書を表示します。

RosettaNet ビューアー
RosettaNet は、e-ビジネス・トランザクションの業界標準を作成した企業グループで
す。PIP (Participant Interface Process) には、ハブ・コミュニティーのメンバー間の
ビジネス・プロセスが定義されます。各 PIP では、特定のビジネス文書と、コミュ
ニティー・マネージャーと参加者間のビジネス文書の処理方法が定められていま
す。

RosettaNet ビューアーには、文書フローを正常に完了するために必要なサブトラン
ザクションの必要順序が表示されます。RosettaNet ビューアーを使用して表示でき
る値には、プロセスの状態、詳細、ロー文書、関連するプロセス・イベントなどが
あります。

イベントを生成した特定のプロセスを検索するには、RosettaNet ビューアーを使用
します。ターゲットのプロセスを特定すると、プロセスの詳細とロー文書を表示で
きます。

RosettaNet ビューアーは、特定の検索条件に基づいてプロセスを表示します。

RosettaNet プロセスの検索
1. 「ビューアー」>「RosettaNet ビューアー」の順にクリックします。

58 IBM WebSphere Partner Gateway Enterprise and Advanced Editions: 管理者ガイド



2. 「RosettaNet ビューアー検索」ウィンドウで、ドロップダウン・リストから、表
20 で説明されている検索条件を選択します。

表 20. RosettaNet の検索条件

値 説明

開始日および開始時刻 (Start

Date and Time)

処理が開始された日時。

終了日および終了時刻 (End

Date and Time)

処理が完了した日時。

ソース参加者およびターゲ
ット参加者

ソース (開始) 参加者とターゲット (受取) 参加者 (コミュニテ
ィー・マネージャーのみ)。

参加者 検索の適用範囲をすべての参加者にするか、コミュニティー・
マネージャー (参加者のみ) にするかを示します。

自分の役割は以下 検索する文書の参加者がターゲットかソースか (参加者のみ)

を示します。
開始ビジネス ID 開始参加者のビジネス識別番号 (例: DUNS)。
ゲートウェイ・タイプ 実動またはテスト。テストが使用できるのは、テスト・ゲート

ウェイ・タイプをサポートするシステムのみです。
プロトコル 参加者に対して使用できるプロトコル。
文書フロー 特定のビジネス・プロセス。
プロセス・インスタンス ID プロセスに割り当てられた固有の識別番号。検索条件には、ア

スタリスク (*) のワイルドカードを使用できます。
ソート基準 例えば、受信時刻のタイム・スタンプなどで結果をソートしま

す。
降順または昇順 昇順 - 最も古いタイム・スタンプまたはアルファベットの最後

を最初に表示します。

降順 - 最新のタイム・スタンプまたはアルファベットの先頭を
最初に表示します。

ページごとの結果件数 1 ページ当たりに表示される結果の数を指定します。

3. 「検索」をクリックします。検索条件に一致した RosettaNet プロセスが表示さ
れます。

RosettaNet プロセスの詳細の表示
1. 「ビューアー」>「RosettaNet ビューアー」の順にクリックします。「RosettaNet

ビューアー検索」ウィンドウが表示されます。

2. ドロップダウン・リストから検索条件を選択します。

3. 「検索」をクリックします。システムには、 60ページの表 21 で説明されている
検索結果が表示されます。
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表 21. 文書処理の詳細

値 説明

参加者 ビジネス・プロセスに関与している参加者。
タイム・スタンプ 最初の文書の処理が開始された日時。
文書フロー 特定のビジネス・プロセス (例: RosettaNet (1.1): 3A7)。
ゲートウェイ・タイプ 交換される文書の種類を示します。
プロセス・インスタンス
ID

開始コミュニティー・メンバーごとにプロセスに割り当てられ
る固有の番号。

文書 ID 送信参加者によって割り当てられる専有文書 ID。このフィール
ドの保管場所は固定されておらず、文書タイプによって異なり
ます。

ソース参加者 開始参加者。
ターゲット参加者 受信参加者。

4. 表示する RosettaNet プロセスの横にある「詳細の表示」アイコンをクリックし
ます。選択したプロセスの詳細と関連文書が表示されます。

5. 表示する文書の横にある「詳細の表示」アイコンをクリックします。文書とその
関連イベントの詳細が表示されます。

ロー文書の表示
この手順を使用して、文書フローに関連付けられたロー文書を表示します。

1. 「ビューアー」>「RosettaNet ビューアー」の順にクリックします。「RosettaNet

ビューアー検索」ウィンドウが表示されます。

2. ドロップダウン・リストから検索条件を選択します。

3. 「検索」をクリックします。プロセスのリストが表示されます。

4. 表示するプロセスの横にある「詳細の表示」アイコンをクリックします。選択し
たプロセスの詳細と関連文書が表示されます。

5. 「文書フロー」の横にある「ロー文書の表示 (Display raw document)」アイコン
をクリックして、ロー文書を表示します。

制約事項: ロー文書のうち、100K を超える部分は切り捨てられます。例えば、署名
がロー文書 (.rno ファイル) の末尾にあり、ロー文書のサイズが 100K

を超えるか、または署名が .rno ファイルの先頭から 100K 以降に存在す
る場合、署名は文書ビューアーに表示されません。

ヒント:

v 処理できなかった文書のトラブルシューティングを行うには、65 ページ
の『データ検証エラーの表示』を参照してください。

v ロー文書のビューアーは、HTTP ヘッダーを付けてロー文書を表示しま
す。

文書ビューアー
プロセスを構成する個々の文書を表示するには、文書ビューアーを使用します。検
索条件を使用すると、ロー文書や関連の文書処理の詳細およびイベントを表示でき
ます。また、文書ビューアーを使用して、処理に失敗した、または正常に処理され
た文書を再送することもできます。
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文書の検索
1. 「ビューアー」>「文書ビューアー」の順にクリックします。「文書ビューアー
検索」ウィンドウが表示されます。

2. ドロップダウン・リストから、表 22 で説明されている検索条件を選択します。

表 22. 文書ビューアーの検索条件

値 説明

開始日 文書フロー・プロセスが開始された日付。
開始時刻 文書フロー・プロセスが開始された時刻。
終了日 文書フロー・プロセスが完了した日付。
終了時刻 文書フロー・プロセスが完了した時刻。
ソース参加者 文書フローを開始した参加者を表します。デフォルトは「す

べて」です。
ターゲット参加者 文書フローを受信した参加者を表します。デフォルトは「す

べて」です。
検索場所 ソース文書フローまたはターゲット文書フローのどちらで検

索するのかを示します。デフォルトは「ソース文書フロー」
です。

ゲートウェイ・タイプ 交換される文書の種類を指定します (例えば、実動またはテ
ストの目的で使用されるかどうか)。デフォルトは「すべ
て」です。

文書状況 システムにおける現在の文書の状況。進行中、正常、または
失敗。デフォルトは「すべて」です。

パッケージ 文書フォーマット、パッケージ化、暗号化、およびコンテン
ツ・タイプ識別番号について説明します。検索対象をリスト
にあるパッケージに制限します。デフォルトは「すべて」で
す。

プロトコル 参加者に対して使用できるプロセス・プロトコルのタイプ。
文書フロー 特定のビジネス・プロセス。
元のファイル名 元のファイル名。
文書 ID ソース参加者によって作成されます。検索条件には、アスタ

リスク (*) のワイルドカードを使用できます。
参照 ID 文書状況の追跡のためにシステムで作成される ID 番号。
ソース IP アドレス ソース参加者の IP アドレス。
フィルター 同期モードで受信した文書を検索します。これは、イニシエ

ーターと Document Manager との接続が、トランザクション
(要求と肯定応答、要求と応答など) が完了するまでオープン
の状態で維持されることを意味します。

ソート基準 文書のソートを、ターゲットのタイム・スタンプ、ソース文
書フロー、またはターゲット文書フローごとに実行するかど
うかを指定します。デフォルトは「ターゲット・タイム・ス
タンプ」です。また、文書を昇順と降順のどちらでソートす
るかについても示すことができます。デフォルトは「降順」
です。

ページごとの結果件数 1 ページに表示されるレコードの数。
降順 降順または昇順でのソート結果。

注: デフォルトでは警告イベントのみが表示されます。すべてのイベントを参照
するには、「デバッグ」を選択します。

3. 「検索」をクリックします。システムには、 62ページの表 23 で説明されている
検索結果が表示されます。
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注: 参加者という用語は、ビューアー・ウィンドウでコミュニティー・マネージ
ャーなどのハブ・コミュニティー・メンバーを識別するのに使用します。

表 23. 文書の詳細

値 説明

参加者 ビジネス・プロセスに関与するソース (開始) 参加者とター
ゲット (受取) 参加者。

タイム・スタンプ 文書の処理が開始された日時および終了した日時。
文書フロー トランザクション処理中のビジネス・プロセス。
ゲートウェイ・タイプ 実動またはテスト。テストが使用できるのは、テスト・ゲー

トウェイ・タイプをサポートするシステムのみです。
同期 同期モードで受信した文書を識別します。これは、イニシエ

ーターと Document Manager との接続が、トランザクション
(要求と肯定応答、要求と応答など) が完了するまでオープン
の状態で維持されることを意味します。

文書の詳細、イベント、およびロー文書の表示
1. 「ビューアー」>「文書ビューアー」の順にクリックします。「文書ビューアー
検索」ウィンドウが表示されます。

2. ドロップダウン・リストから検索条件を選択します。

3. 「検索」をクリックします。文書のリストが表示されます。

v 文書の詳細とイベントを表示するには、関連文書ヘッダーの下に表示される文
書の横にある「フォルダーを開く (open folder)」アイコンをクリックします。
選択した文書のプロセスの詳細とイベントが表示されます。 EDI 交換文書で
は、エンベロープ解除またはエンベロープからの子 EDI トランザクションが
ある場合、「文書の子」 ソースまたはターゲット・ラジオ・ボタンを選択し
てそれらを表示することができます。詳細については、 63ページの『EDI 文
書の表示』を参照してください。

v トランスポート・ヘッダー付きのロー文書を表示するには、その文書の横にあ
る「ロー文書の表示 (Display raw document)」アイコンをクリックします。ロ
ー文書の内容が表示されます。

文書の詳細を表示すると、表 24 で説明されている文書処理情報が表示されます。

表 24. 文書ビューアーによって使用可能な文書処理の値

値 説明

参照 ID システムによって文書に割り当てられた固有の識別番号。
文書 ID ソース参加者によって文書に割り当てられた固有の識別番

号。
文書のタイム・スタンプ 参加者によって文書が作成された日時。
ゲートウェイ 文書が通過するゲートウェイ。
接続文書フロー 参加者のビジネス要件と文書との互換性を確保するために、

システムによって文書に実行されるアクション。
ソースおよびターゲット
(Source and Target)

ビジネス・プロセスに関与しているソース参加者およびター
ゲット参加者。

入力タイム・スタンプ システムが参加者から文書を受信した日時。
終了状態タイム・スタンプ システムがターゲット参加者に対して文書を正常に送信した

日時。
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表 24. 文書ビューアーによって使用可能な文書処理の値 (続き)

値 説明

ソースおよびターゲットのビジ
ネス ID (Source and Target

Business ID)

ソース参加者およびターゲット参加者のビジネス識別番号
(例: DUNS)。

ソースおよびターゲットの文書
フロー (Source and Target

Document Flow)

ソース参加者とターゲット参加者との間でトランザクション
が処理される特定のビジネス・プロセス。

制約事項: ロー文書のうち、100K を超える部分は切り捨てられます。例えば、署名
がロー文書 (.rno ファイル) の末尾にあり、ロー文書のサイズが 100K

を超えるか、または署名が .rno ファイルの先頭から 100K 以降に存在す
る場合、署名は文書ビューアーに表示されません。

ヒント: システムに重複文書のイベントが表示されている場合は、重複文書イベン
トの横にある青色の矢印アイコンを選択して、以前に送信された元の文書
を表示し、「元文書の表示 (View original document)」アイコンをクリック
します。

ヒント: 処理に失敗した文書のトラブルシューティングを行う方法について詳しく
は、次のセクションの 65 ページの『データ検証エラーの表示』を参照し
てください。

EDI 文書の表示
EDI 交換用のパススルー・サポートに加えて、WebSphere Partner Gateway では、
EDI 交換のエンベロープ解除とエンベロープをサポートしています。コミュニティ
ー参加者またはコミュニティー・マネージャーから受信すると、EDI 交換文書はエ
ンベロープ解除されます。送られてくる交換からエンベロープ解除されるトランザ
クション文書は、その他のビジネス文書と同様に WebSphere Partner Gateway によ
って処理することができます。

WebSphere Partner Gateway は EDI トランザクションをエンベロープし、EDI 交換
を生成します。EDI トランザクション文書は、XML、EDI、および ROD 文書を
EDI トランザクションに変換することによって生成されます。WebSphere Partner

Gateway が受信した EDI 交換からエンベロープ解除された EDI トランザクション
文書は、別の EDI トランザクション文書タイプに変換できます。WebSphere Partner

Gateway は EDI トランザクション文書を EDI 交換文書にエンベロープしてから、
EDI 交換文書を対象となる受信者に送信します。

次のシナリオでは、この情報を見つける方法を示します。

v 64ページの『EDI 文書ソース・トランザクションの表示』

v 64ページの『EDI 文書ターゲット・トランザクションの表示』

v 64ページの『ソースの交換の位置決め』

v 64ページの『ターゲットの交換の位置決め』

EDI 交換のエンベロープ解除とエンベロープの詳細については、「ハブ構成ガイ
ド」を参照してください。
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EDI 文書ソース・トランザクションの表示
WebSphere Partner Gateway では、EDI 交換からの着信 EDI トランザクションをエ
ンベロープ解除します。

結果の EDI トランザクションの子を表示するには、以下のステップを実行します。

1. 「ビューアー」>「文書ビューアー」の順にクリックします。「文書ビューアー
検索」ウィンドウが表示されます。

2. ドロップダウン・リストから検索条件を選択します。

3. 「検索」をクリックします。文書のリストが表示されます。

4. 文書 ID の横にある「詳細の表示」アイコンをクリックします。

5. 文書の子の詳細を表示するには、「文書の子」セクションの「ソース」ラジオ・
ボタンをクリックします。

EDI 文書ターゲット・トランザクションの表示
WebSphere Partner Gateway は、発信 EDI トランザクションをエンベロープのため
交換へ送付します。

結果の交換に含まれる EDI トランザクションの子を表示するには、以下のステップ
を実行します。

1. 「ビューアー」>「文書ビューアー」の順にクリックします。「文書ビューアー
検索」ウィンドウが表示されます。

2. WebSphere Partner Gateway が受信する EDI 交換を見つける検索条件を指定しま
す。

3. 「検索」をクリックします。システムにより、検索条件に合うすべての文書のリ
ストが表示されます。

4. 表示する文書の文書 ID の横にある「詳細の表示」アイコンをクリックします。

5. 文書の子の詳細を表示するには、「文書の子」セクションの「ターゲット」ラジ
オ・ボタンをクリックします。

ソースの交換の位置決め
文書ビューアーを使用して、EDI トランザクションのソース交換を取得できます。

1. 「ビューアー」>「文書ビューアー」の順にクリックします。「文書ビューアー
検索」ウィンドウが表示されます。

2. ドロップダウン・リストから検索条件を選択します。

3. 「検索」をクリックします。文書のリストが表示されます。

各 EDI トランザクションごとにソース交換文書 ID がリストされます。

ターゲットの交換の位置決め
文書ビューアーを使用して、EDI 子トランザクションのターゲット交換を取得でき
ます。

1. 「ビューアー」>「文書ビューアー」の順にクリックします。「文書ビューアー
検索」ウィンドウが表示されます。

2. ドロップダウン・リストから検索条件を選択します。

3. 「検索」をクリックします。文書のリストが表示されます。
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4. 文書 ID の横にある「詳細の表示」アイコンをクリックします。

5. 「文書イベント」セクションで「情報」ラジオ・ボタンをクリックします。

6. 「イベント名」列の「エンベロープされた EDI トランザクション (EDI

Transaction Enveloped)」の横にある「展開」アイコンをクリックします。

7. 「イベントの詳細」リストからエンベロープ・アクティビティー ID を見付けて
コピーします。

8. 「ビューアー」>「文書ビューアー」の順にクリックします。「文書ビューアー
検索」ウィンドウが表示されます。

9. エンベロープ・アクティビティー ID を「参照 ID」フィールドに貼り付けて、
「検索」をクリックします。

文書ビューアーには、ターゲット交換情報が表示されます。

データ検証エラーの表示
検証エラーが含まれている XML フィールドで色分けされたテキストを使用する
と、処理できなかった文書をすばやく検索できます。検証エラーが含まれるフィー
ルドは、赤色で表示されます。ネストされた XML フィールド内で異なる検証エラ
ーが最大 3 種類発生した場合は、表 25 に示す概要どおり、エラー・フィールドを
区別するために色が使用されます。

表 25. 色分けされた文書検証エラー

値 説明

赤色 第 1 の検証エラー
オレンジ色 第 2 の検証エラー
緑色 第 3 の検証エラー

ネストされた XML 検証エラーの例を次に示します。

ネストされていない XML 検証エラーの例は次のとおりです。
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ロー文書の検証エラーの表示方法について詳しくは、60 ページの『ロー文書の表
示』を参照してください。

制約事項: コンソールに表示される内容は、ロー文書の先頭の 100KB のみです。
100KB を超える検証エラーは表示できません。

処理中の文書の停止
現在進行中の文書を停止させるには、「プロセスの停止」をクリックします。この
機能はハブ管理者ユーザーのみ使用可能です。

注: システムが文書の処理を停止するには、最大で 1 時間かかります。この期間、
文書ビューアーは文書の状況を進行中として表示し続けます。

処理に失敗した文書、または正常に処理された文書の再送
処理に失敗した文書は、失敗の原因を修正してから再送できます。また、正常に処
理された文書でも、要求があれば再送できます。例えば、バックエンド・システム
と接続される前にクライアント・サーバーで元文書が失われた場合には、パートナ
ーが文書の再送を要求する場合があります。この機能はハブ管理者ユーザーのみ使
用可能です。

管理者が再送できる文書として 2 つの基本型があります。

v 入力文書は、バックエンドまたは参加者から WebSphere Partner Gateway に入っ
てくる文書です。これらの文書は、Receiver、文書取得エンジン (DAE)、または
ビジネス・プロセス・エンジン (BPE) では失敗する場合があります。

v 出力文書は、WebSphere Partner Gateway からバックエンドまたは参加者へ送られ
る文書です。これらの文書は、BPE または Delivery Manager で失敗する場合が
あります。
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失敗した入力文書を再送する場合、管理者は入力文書を選択して「再送」 ボタンを
クリックします。文書は、障害のロケーションに基づいて DAE または BPE から
再実行依頼されます。例えば、DAE での入力文書の失敗は、次の場合に発生しま
す。

v 受信した文書サイズが最大サイズ制限よりも大きい。

v 受信した文書の否認防止が失敗した。

v BPE への文書の送信が失敗した。

BPE での入力文書の失敗は、次の場合に発生します。

v 固定インバウンド・ワークフローの失敗

– アンパック中、メッセージの暗号化解除やシグニチャーの検証時にメッセー
ジの失敗が発生することがあります。これは、パートナーまたはハブで証明書
を誤って構成したことによって引き起こされます。

– B2B 機能がパートナーに対して構成されていない。

v 可変ワークフローの失敗

– 検証マップが構成されていない。

– 無効な変換マップが構成されている。

注: 管理者が問題を解決すると、Receiver で失敗した文書が再実行依頼されます。

失敗した出力文書を再送する場合、管理者は出力文書を選択して「再送」ボタンを
クリックします。文書は、BPE または Delivery Manager から再実行依頼されま
す。

出力文書の失敗は、次の場合に発生します。

v BPE 障害で出力文書自体を再実行依頼するのは意味がないので、BPE 障害では
入力文書を再実行依頼します。これにより、訂正された BPE フローにおける誤
りが確実に取り出されます。訂正は、例えば、変換内にあります。BPE における
出力文書の失敗は、固定アウトバウンド・ワークフローの失敗である可能性があ
ります。パートナーまたはハブに対する誤った証明書構成のため、メッセージの
暗号化または署名時に、メッセージのパッケージ化が失敗する場合があります。

v Delivery Manager の失敗:

– 問題が BPE フロー内のエラーである場合は、入力文書を再実行依頼する必要
があります。これにより、BPE フロー内の訂正が確実に取り上げられます。例
えば、Gateway ターゲット情報が誤っている場合があります。

– Gateway ターゲット・トランスポートがダウンしていた場合など、その他の
原因で失敗が発生した場合は、出力文書の再実行依頼を実行できますが、入力
文書も再実行依頼されます。

特に DAE または BPE から、再送を中断するような変更はされていないという基
本的な前提事項があります。例えば、入力文書が暗号化されている場合、文書の暗
号化解除に必要な証明書は、文書の暗号化に使用された証明書から変更されていて
はいけません。管理者は、再送で生じる可能性のある結果を認識している必要があ
ります。

文書を再送するには、以下のステップを実行します。
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1. 「ビューアー」>「文書ビューアー」の順にクリックします。「文書ビューアー
検索」ウィンドウが表示されます。

2. ドロップダウン・リストから検索条件を選択します。

3. 「検索」をクリックします。文書のリストが表示されます。

4. 再送する 1 つまたは複数の文書の横にあるボックスにチェック・マークを付け
ます。

5. 「再送」をクリックします。

再送が処理されると、確認メッセージを受信します。

ゲートウェイ・キュー
ゲートウェイ・キューを使用すると、ゲートウェイの配信キューに入っている文書
を表示できます。配信キューに入っている文書を持つすべてのゲートウェイの表
示、キュー内の文書の表示および削除、およびゲートウェイの使用可能化または使
用不可化も可能です。詳細は、 41ページの『第 4 章 ゲートウェイ・キューの管
理』を参照してください。
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第 7 章 実動トラフィックのシミュレーション

Community Participant Simulator (CPS) は、ハブ・コミュニティーが稼働する前後に
使用可能で、コミュニティー・マネージャーとコミュニティー参加者との実動トラ
フィック (要求、応答、および確認通知) のシミュレーションを実行します。

CPS の目的は、次のとおりです。

v RN 要求をハブを経由してコミュニティー・マネージャーに送信するコミュニテ
ィー参加者をシミュレートする手段を提供する。

v RosettaNet Service Content (RNSC) をハブを経由してコミュニティー参加者に送
信するコミュニティー・マネージャー・エンタープライズ・システムをシミュレ
ートする手段を提供する。

コミュニティー・マネージャーは、CPS を使用して、文書のフォーマット設定が正
しいことや、文書に有効なビジネス・コンテンツが含まれていることを確認しま
す。

CPS を使用すると、コミュニティー・マネージャーは、バックエンド・アプリケー
ションからテストを開始したり、参加者にデータの送信を要求したりせずに、バッ
クエンド・システム (ルーターおよび Receiver) をテストできます。その結果、コミ
ュニティー・マネージャーはテスト・システムや技術サポート要員を確保しなくて
もテストを実行できます。

テストを開始するには、コミュニティーがテスト文書をアップロードします。この
機能が使用できるのは、RNIF v2.0 のみです。RNIF 1.1 との互換性はありません。
テスト文書は、RosettaNet サービス・コンテンツ・ファイルである必要がありま
す。RosettaNet オブジェクト (RNO) をアップロードすることはできません。サービ
ス・コンテンツは、RosettaNet ビジネス・メッセージのペイロードの主要コンポー
ネントです。これは、特定の PIP によって指定されたビジネス・コンテンツを表す
XML 文書です。ペイロードには、添付ファイルも含まれます。WebSphere Partner

Gateway は、テスト文書を使用してルーティング情報や処理情報を識別します。

CPS では、受信肯定応答は生成されません。3A4 確認が CPS に送信されると、
Document Manager は 0A1 との交換を終了します。

インストール・プロセスは、テスト・プロセスの間に肯定応答を受け取るためにシ
ンク・ゲートウェイ (つまり、ビット・バケット) を作成します。

http://<hostname>:<port#>/console/sink

または

https://<hostname>:<port#>/console/sink

この章を構成するセクションは次のとおりです。

v 70ページの『テストの準備』

v 71ページの『テスト・シナリオの設定』
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v 74ページの『要求と応答のアップロードおよび表示』

v 74ページの『文書フローの開始と表示』

テストの準備
テストを開始する前に、次のタスクを実行しておく必要があります。タスクは、コ
ミュニティー・マネージャーからの要求または応答のいずれか、または参加者から
の要求または応答のいずれかのうち、シミュレートしている役割によって異なりま
す。

1. VTP デジタル証明書を次のファイル・システムにコピーします。
/opt/data/vcrouter/vms/security/vtp

この証明書は、CA から取得するか、自己署名することができます。

bcg_console.properties ファイルにある VTP の値を編集します。

bcg.properties ファイルの bcg.certs.vtp.CertificateDir ロケーションを編集します。

WebSphere Partner Gateway は、データベース内の各参加者の VTP デジタル証
明書を自動的に読み込むため、これによって管理者はすべての参加者に通知でき
ます。これらの証明書はコンソール上には表示されません。

2. ゲートウェイおよび接続が構成されていることと、これらが正常に機能している
ことを確認します。

3. ターゲットが使用可能で、メッセージを受け取るための適切な URL で構成され
ていることを確認します。異なるターゲットには、異なるトラフィックが発生し
ます。ターゲットの URL が誤っていると、文書は処理されません。

この要件が適用されるのは、応答が必要な文書をテストする場合のみです。ター
ゲットの詳細については、「ハブ構成ガイド」を参照してください。

4. テスト文書のヘッダーに表示されるビジネス ID を確認します。ビジネス ID

は、ルーティング・プロセスを駆動し、文書の送信先を制御します。

例えば、文書を自分自身、つまりコミュニティー・マネージャーに送信する場合
は、文書ヘッダーの「宛先」ビジネス ID を自分自身のビジネス ID にする必要
があります。システムは、「宛先」のビジネス ID を使用して、正しい接続を検
索します。

次に示すのは、テスト文書中の「元」ビジネス ID と「宛先」ビジネス ID の例で
す (関係のない行は削除されています)。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<!DOCTYPE Preamble SYSTEM "3A4_MS_V02_02_PurchaseOrderRequest.dtd">
<Pip3A4PurchaseOrderRequest>

<fromRole>
<GlobalBusinessIdentifier>987654321</GlobalBusinessIdentifier>

<toRole>
<GlobalBusinessIdentifier>567890123</GlobalBusinessIdentifier>
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テスト・シナリオの設定
CPS を使用することにより、コミュニティー・マネージャーと参加者との間で、表
26 に示されるシナリオをテストできます。

表 26. テスト・シナリオ

シナリオ 接続の宛先 URL

コミュニティー・マネージャーから参加者への片方向
アウトバウンド。

コミュニティー・マネージャーをシミュレートしま
す。

VTP_Owner VTP_OWNER

参加者からコミュニティー・マネージャーへの片方向
インバウンド。

参加者をシミュレートします。

VTP_TP このシナリオに
は適用されませ
ん。

コミュニティー・マネージャーから参加者への両方向
アウトバウンド (アップロード要求)。

コミュニティー・マネージャーをシミュレートしま
す。

VTP_Owner VTP_OWNER

参加者からコミュニティー・マネージャーへの両方向
インバウンド (アップロード要求)。

参加者をシミュレートします。

VTP_TP VTP_TP

コミュニティー・マネージャーから参加者への両方向
アウトバウンド (アップロード応答)。

参加者をシミュレートします。

VTP_TP VTP_TP

参加者からコミュニティー・マネージャーへの両方向
インバウンド (アップロード応答)。

所有者をシミュレートします。

VTP_Owner VTP_Owner

サンプル・シナリオ
ここでは、2 つの片方向 RosettaNet (RN) 対話をシミュレートするために、CPS の
構成に関係する手順を説明します。ここでは手順を詳細に説明していません。詳細
については、「ハブ構成ガイド」を参照してください。

CPS で使用されるディレクトリーとハブ構成設定が分かり、参加者間のルーティン
グをデバッグするときに、CPS が役に立つことが良く理解できます。

コミュニティー・マネージャー:

マネージャー用の HTTP シンク・ゲートウェイをセットアップします。これは、次
の URL に送信される HTTP ゲートウェイです。
http://<console-ip>:<console-port>/console/sink

シンク・ゲートウェイは、コミュニティー・マネージャーのデフォルトの CPS 参加
者および CPS マネージャー・ゲートウェイとして指定する必要があります。
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コミュニティー参加者:

コミュニティー・マネージャー用にセットアップしたように参加者用の HTTP シン
ク・ゲートウェイをセットアップします。

RosettaNet PIP XML ファイル:

3A4 対話がここで説明するシナリオです。参加者からマネージャーへのシミュレー
ションでは、3A4 購入注文要求コンテンツを含む XML を使用します。

マネージャーから参加者へのシミュレーションでは、3A4 購入注文確認 RNSC コ
ンテンツに適合する XML を使用します。これらの XML ファイルはローカル・フ
ァイル・システムに存在します。

関連情報については、「ハブ構成ガイド」を参照してください。ファイルを作成す
る場合は、宛先および受信元 ID が、これらのファイルの該当する場所のコミュニ
ティー・マネージャーおよび参加者のものと一致する必要があります。

コンソールおよびルーター・サーバーの構成:

シミュレーションで暗号化または署名を使用する場合は、公開鍵および秘密鍵証明
書のペアが必要です。秘密鍵ストアには p8 フォーマット、公開証明書には der フ
ォーマットを使用します。

1. p8 および der ファイルを common/security/vtp ディレクトリーにコピーしま
す。

2. der ファイルを common/security/ca ディレクトリーにコピーします。

3. コンソールが開始し、ハブ管理者としてログインしたら、der ファイルをルート
および中間証明書としてアップロードします。

4. コンソール構成を変更して、証明書および鍵ストア・ファイルをポイントしま
す。

5. エディターで、{INSTALL DIR}/console/lib/config/bcg_console.properties ファイ
ルをオープンします。

6. bcg_console.properties ファイル内の VTP (仮想テスト参加者) セクションを特
定して、以下の値をユーザーのシステムに該当する値に設定します。以下に示
すように、der および p8 ファイル・フォーマットを使用する必要があります。

## VTP

ibm.bcg.certs.vtp.CertificateDir=C:/{INSTALL DIR}/common/security/vtp

ibm.bcg.certs.vtp.Certificate=testcert.der

ibm.bcg.certs.vtp.PrivateKey=testkey.p8

ibm.bcg.certs.vtp.Passwd=password

ibm.bcg.certs.vtp.VerifySig=false

ibm.bcg.vtp.RouterIn=C:/{INSTALL DIR}/common/router_in

7. bcg_console.properties ファイルを保管します。

8. コンソール・サーバーが実行中の場合は、再始動します。あるいは、今すぐ開
始します。

9. ルーター構成が正しくセットアップされていることを確認します。
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10. エディターで、{INSTALL DIR}/router/lib/config/bcg.properties ファイルをオープ
ンします。

11. VTP セクションを特定し、vtp.CertificateDir プロパティーがコンソールと同じ
ディレクトリーをポイントしていることを確認します。

12. 必要に応じて変更し、ファイルを保管します。

13. ルーター・サーバーが実行中の場合は、再始動します。あるいは、今すぐ開始
します。

3A4 接続の構成:

RosettaNet ルーティングを熟知している場合は、以下の手順でコミュニティー参加
者とコミュニティー・マネージャー間の RosettaNet 接続を構成します。

RosettaNet ルーティングを熟知していない場合は、以下のタスクを実行するときの
支援として、「ハブ構成ガイド」を参照してください。

1. 3A4 対話をサポートする RN および RNSC ファイルをインポートします。

以下のファイルを示された順にアップロードします。ファイルは、インストール
CD の /B2Bintegrate/rosettanet ディレクトリーに存在します。

v Package_RNIF_V02.00.zip

v BCG_Package_RNIFV02.00_3A4V02.02.zip

v Package_RNSC_1.0_RNIF_V02.00.zip

v BCG_Package_RNSC1.0_RNIFV02.00_3A4V02.02.zip

2. ハブを経由して送信される 3A4 購入注文要求および確認の機能 (対話と呼ばれ
る) を定義します。

3. RNSC コンテンツを使用する参加者 3A4 要求および確認のソースおよびターゲ
ットであるコミュニティー・マネージャーとコミュニティー参加者を構成しま
す。

4. シミュレートするシナリオをサポートするために、マネージャーと参加者間に参
加者接続を確立します。

5. システムに配置したセキュリティー成果物を使用して、オプションで署名およ
び暗号化を指定するために、接続の属性を設定します。

ファイル・システムにサンプル 3A4 要求 XML と 3A4 RNSC XML ファイルが存
在する場合は、コミュニティー参加者シミュレーターを使用してすべての内部ルー
ティング機能を実行できます。「コミュニティー参加者シミュレーター」タブをク
リックして、「参照」ボタンをクリックします。送信するコンテンツを含むファイ
ル・システムからファイルを選択して、「経路」ボタンをクリックします。

文書がファイル・システムから読み取られて、ハブにアップロードされます。その
文書がルーティングのために Document Manager に渡され、ハブに構成した経路が
使用されます。
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要求と応答のアップロードおよび表示
要求および応答を送信するには、システムの機能をテストする必要があります。両
タイプの文書のアップロードには、「文書のアップロード」ウィンドウが使用され
ます。

要求を送信する場合は、この機能の 2 番目のウィンドウである「文書フローの表
示」を使用して文書を調べ、この文書が正常に処理されたこと (応答が保留状態の
オープン文書であること) を確認します。内部アプリケーションを調べて、文書の
受信および処理が正常に実行されたことを確認します。テキスト・エディターを使
用して、要求の「宛先」と宛先セクションを編集し、応答を作成します。それの
後、応答をアップロードします。

応答を送信するときにも、「文書フローの表示」ウィンドウを使用して文書を調べ
ることができます。応答を編集する必要はありません。

「文書フローの表示」ウィンドウには、肯定応答が保留状態の文書は表示されませ
ん。

アップロードが完了すると、CPS ビューがルーティング結果のウィンドウに変わ
り、RosettaNet ビューアーと文書ビューアーへのリンクが表示されます。これらの
2 つのリンクは、便宜のために設定されています。これにより、ルーティング結果
を確認する 2 つのビューアーにアクセスできます。数秒間待って、Document

Manager がメッセージを処理できるようになってから結果を表示します。

文書フローの開始と表示
この機能を使用すると、片方向および両方向の RosettaNet PIP の開始と受信をシミ
ュレートすることにより、内部アプリケーションをテストする便利な方法を利用で
きます。

文書フローを開始するには、次の手順に従います。

1. 「Community Participant Simulator」>「文書フローの開始」の順にクリックし
ます。「文書のアップロード」ウィンドウが表示されます。

2. アップロードする RosettaNet サービス・コンテンツ文書を探す場合は、「参
照」をクリックします。この文書には、デジタル署名が必要です。

3. 「経路」をクリックして、テスト・プロセスを開始します。文書は、文書のルー
ティング情報に基づいて、システムを介して適切な宛先に送信されます。

v 文書が正常に送信されると、RosettaNet および文書ビューアーへのリンクのつ
いたメッセージが表示されます。これらのリンクは、文書の送信の進行状況を
追跡するときに使用します。

v 文書の送信中にエラーが発生した場合は、システム生成イベントのリストを含
むエラー・メッセージが表示されます。この情報を使用して文書内のエラーを
修正し、CPS を使用して文書を再送信します。

4. 片方向シナリオのシミュレーションをしている場合、テストはこれで完了です。
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オープン文書の検索
1. 「Community Participant Simulator」>「文書フローの表示」の順にクリックし
ます。

2. 「詳細の表示」アイコンをクリックして、オープン文書フローを表示します。
「オープン CPS 文書フロー (Open CPS Document Flow)」ウィンドウが表示さ
れます。

3. 「ロー文書の表示 (display raw document)」アイコンをクリックしてロー文書を
表示します。

オープン文書への応答
1. テキスト・エディターを使用して、応答文書が必要なプロセスの宛先や宛先セク
ションを編集 (VTP_OWNER を VTP_TP に変更、または VTP_TP を
VTP_OWNER に変更) し、ターゲットの URL を適切に変更します。テストの
シナリオについて詳しくは、表 27 を参照してください。

表 27. テスト・シナリオ

シナリオ 接続の宛先 URL

コミュニティー・マネージャーから参加者への両方向
アウトバウンド (アップロード要求)。

コミュニティー・マネージャーをシミュレートしま
す。

VTP_TP VTP_TP

参加者からコミュニティー・マネージャーへの片方向
インバウンド。

参加者をシミュレートします。

VTP_OWNER VTP_OWNER

コミュニティー・マネージャーから参加者への両方向
アウトバウンド (アップロード応答)。

参加者をシミュレートします。

VTP_OWNER VTP_OWNER

参加者からコミュニティー・マネージャーへの両方向
インバウンド (アップロード応答)。

コミュニティー・マネージャーをシミュレートしま
す。

VTP_TP VTP_TP

2. 「Community Participant Simulator」>「文書フローの表示」の順にクリックし
ます。

3. 応答文書が必要な文書の横にある「応答」をクリックします。

4. 「参照」をクリックし、編集済みの文書を選択します。

5. 「経路」をクリックします。文書は、文書に含まれているルーティング情報に基
づいて、システムを介して適切な宛先に送信されます。

6. 「文書フローの表示」をクリックして、文書を表示します。

オープン文書の削除
1. 「Community Participant Simulator」>「文書フローの表示」の順にクリックし
ます。
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2. 表示されている文書の横にある「除去」をクリックします。文書がシステムから
削除されます。
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第 8 章 アーカイブ

この章には、WebSphere Partner Gateway ユーザー用のデータ・アーカイブ管理情報
が記載されています。タスクを実行する前には、この章全体をお読みください。

この章を構成するセクションは次のとおりです。

v 『アーカイブ・データ』

v 80ページの『ファイル・システム・ログとデータベース・ログのアーカイブおよ
びパージ』

v 84ページの『データの復元』

v 85ページの『旧ファイルの除去』

v 85ページの『状態エンジン・テーブルからのデータの除去』

v 85ページの『サマリー・テーブルからのデータの除去』

v 86ページの『ロギング・テーブルからのデータの除去』

アーカイブ・データ
WebSphere Partner Gateway では、アーカイブを使用して非アクティブ (否認防止)

コンテンツを安全なメディアに移動します。アーカイブは、LG_MSG_ARCHIVE お
よび LG_CERT_ARCHIVE テーブルからの旧データを除去して構成されます。ま
た、ペイロード・データ・ファイルをファイル・システム上の否認防止ストアから
アーカイブに移動します。アーカイブ・ファイルは、否認防止データが必要な場合
は復元できます。

注意: 特定のデータベース・テーブルをパージすると、システムに保管されている
ファイルについての情報が除去されます。データベース・テーブルをパージ
する前に、 85ページの『旧ファイルの除去』を参照してください。

1. export スクリプトを実行して、テーブルからアーカイブにデータをコピーしま
す。

Oracle

Oracle の場合、データベースをエクスポートするには、catexp.sql または
catalog.sql スクリプトを実行する必要があります。詳細については、Oracle 資料
を参照してください。catexp.sql または catalog.sql スクリプトは、データベース
で 1 回だけ実行する必要があります。次のエクスポートを実行する前に、再実
行する必要はありません。

注: スクリプト・ファイルの実際の名前は、オペレーティング・システムにより
異なります。スクリプト・ファイル名とそれを実行するメソッドは、ご使用
の Oracle オペレーティング・システム固有の資料に説明されています。

export を使用する前に、以下について確認してください。

v catexp.sql または catalog.sql スクリプトを実行する。
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v エクスポート・ファイルを書き込むのに十分なディスクまたは磁気テープ・ス
トレージがある。

v 必要なアクセス権がある。

export スクリプトは、Oracle クライアントがインストールされているシステムか
ら実行する必要があります。また、ORACLE HOME、ORACLE SID、および
ORACLE PATH 環境変数を定義する必要もあります。スクリプトは、ご使用の
プラットフォームに応じて、以下の場所のいずれかに格納されています。

UNIX: /opt/{INSTALL DIR}/DBLoader/scripts/Oracle/export.sh

Windows: ¥{INSTALL DIR}¥DBLoader¥scripts¥Oracle¥export.bat

export スクリプトは、Oracle の場合、次のパラメーターを使用します。

v システム・パスワード

v 接続ストリング

v 宛先ディレクトリー

v スキーマ名

v カットオフ日付、書式: YYYYMMDD

export スクリプトの構文:

./export <system password> <connect string>
<destination directory> <schema name> <cut off date YYYYMMDD>

export スクリプトの例:

./export password connectstring /tmp bcgapps 20030101

export.dmp という名前のアーカイブおよび export.log ファイルが /tmp/20030101

フォルダーに追加されます。

DB2

export スクリプトは、データベースとの接続を確立後、DB2 コマンド・ウィン
ドウから実行する必要があります。スクリプトは、ご使用のプラットフォームに
応じて、以下のいずれかの場所にあります。

UNIX: /opt/{INSTALL DIR}/DBLoader/scripts/DB2/export.sh

Windows: ¥{INSTALL DIR}¥DBLoader¥scripts¥DB2¥export.bat

export スクリプトは、DB2 の場合、次のパラメーターを使用します。

v カットオフ日付 YYYY-MM-DD

v アーカイブ・ロケーション

v データベース名

v データベース・ユーザー名

v データベース・パスワード

export スクリプトの構文:

./export <cutoff date YYYY-MM-DD> <archive location>
<database name> <database user name> <database password>
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export スクリプトの例:

./export 2003-01-01 /tmp bcgapps bcgapps
db2inst1 pa55word

注: export スクリプトにより SQL3100W 警告が表示されますが、無視しても差
し支えありません。

アーカイブおよび msgarchive.txt ログ・ファイルが、/tmp/2003-01-01 フォルダー
に追加されます。

2. archive スクリプトを実行して、ペイロード・データ・ファイルをファイル・シ
ステム上の否認防止ストアからアーカイブにコピーします。スクリプトは、否認
防止ファイル・ストレージ・システムの存在するマシンで実行する必要がありま
す。スクリプトは、ご使用のプラットフォームに応じて、以下のパスのいずれか
に格納されています。

UNIX: /opt/{INSTALL DIR}/bin

Windows: ¥{INSTALL DIR}¥bin

a. setenv スクリプトを実行して、PATH および CLASSPATH 変数が正しく設
定されていることを確認します。

b. DBArchiveParams.properties ファイルは、すべての必要な情報を取得するため
に archive スクリプトで使用されます。DBArchiveParams.properties ファイル
を編集して、正しいパラメーターが渡されることを確認します。詳細につい
ては、サンプル項目を参照してください。正しいデータベース・タイプに対
応する項目を確認してください。カットオフ日付はステップ 1 と同じでなけ
ればなりません。DB_ARCHIVE_TASK パラメーターは 1 に保持する必要が
あります。

c. archive スクリプトを実行します。コピー操作の結果は、DBOutput.txt ファイ
ルで指定されている宛先ディレクトリーに保持されます。

注意:
上記のステップ 1 および 2 では、データ・ストアからアーカイブ・ロケーショ
ンにデータをコピーします。ステップ 3 と 4 では、データ・ストアからデータ
が除去されるので、コピー操作が正常に終了するまでは実行しないでください。

3. DBArchiveParams.properties の DB_ARCHIVE_TASK パラメーターを 0 に設定し
ます。

4. archive スクリプトをもう一度実行して、ペイロード・データ・ファイルをファ
イル・システム上の否認防止ストアからパージします。

スクリプトは、否認防止ファイル・ストレージ・システムの存在するマシンで実
行する必要があります。またこのスクリプトは、管理者または root 権限で実行
する必要もあります。

5. AR_NONREP_MAINTENANCE データベース・ストアード・プロシージャーを実
行して、LG_MSG_ARCHIVE および LG_CERT_ARCHIVE テーブルからアーカ
イブ・データをパージします。入力パラメーターとしてカットオフ日付を使用し
ます。このストアード・プロシージャーはデータベースで使用可能で、インスト
ール時に追加されます。
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AR_NONREP_MAINTENANCE ストアード・プロシージャーの構文:

Oracle: execute AR_NONREP_MAINTENANCE(YYYY-MM-DD)

DB2: call AR_NONREP_MAINTENANCE(YYYY-MM-DD)

ファイル・システム・ログとデータベース・ログのアーカイブおよびパージ
WebSphere Partner Gateway の運用効率を維持するには、次の手順を使用して、ファ
イル・システム・ログ・ファイルおよびデータベース・ログ・ファイルをアーカイ
ブまたはパージします。

アプリケーション・ログ・ファイルのパージ
アプリケーション・ログ・ファイルは、受信側、コンソール、およびルーターの 3

つの領域に置かれています。

例えば、次のようになります。

{INSTALL DIR}/logs/<bcgreceiver、bcgconsole、および bcgdocmgr>

アプリケーション・ログ・ファイルをパージするには、次のステップを実行しま
す。

1. 該当するコンポーネントを停止します。 5ページの『Community Console の停
止』または 5ページの『Receiver および Document Manager の停止』を参照し
てください。

2. 必要に応じて不要なログ・ファイルを除去します。

否認防止ディレクトリーのパージ
否認防止ファイルおよびディレクトリーは、ディレクトリー: {INSTALL

DIR}/common/non_rep/ に配置されています。ディレクトリー内の 0 から始まる最
も古いファイルのアーカイブから始め、番号を大きくしてより新しいファイルをア
ーカイブしていきます。

1. Document Manager を停止します。 5ページの『Receiver および Document

Manager の停止』を参照してください。

2. UNIX の tar コマンドまたは WinZip を使用して、ファイルを圧縮します。

3. 必要であれば、ファイルを外部メディア・ソースに移動してオフサイトで保管し
ます。

データベース・テーブルのパージ
必要に応じて特定のデータベース・テーブルをパージできますが、適切なシステム
機能性を維持するために、他のテーブルは変更しないでください。BP_ および LG_

で始まるテーブルはパージできますが、次の 2 つの例外があります。つまり、
_QUE および _HIST で終わる BP_ テーブルは RosettaNet エンジンで継続して保
守されるので、変更しないでください。_QUE で終わる BP_ テーブルはキュー・テ
ーブルで、_HIST で終わる BP_ テーブルはアーカイブに使用されるヒストリー・
テーブルです。例えば、BP_RNSTATEHDR_QUE テーブルは
BP_RNSTATEHDR_HIST テーブルにアーカイブされます。
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CG_ または PR_ で始まるテーブルには構成データまたはプロファイル・データが
格納されており、システムの機能を適正に維持するために、これらのテーブルも未
変更の状態を保つ必要があります。

RosettaNet および AS1/AS2 状態エンジンのアーカイブ機能および
パージ機能
テーブル・データのパージ条件は、データをオンライン状態で保持する日数に基づ
いています。_Hist で終わるテーブル内のデータは、日次でアーカイブされ、パージ
されます。また、ログ情報もすべて毎日切り捨てられます。

パージ条件には、p_days という入力パラメーターが 1 つだけ含まれています。こ
のパラメーターは、データがオンラインで保持される日数を表します。

テーブル ヒストリー・テーブル アクション

RosettaNet

BP_rnStateHdr BP_rnStateHdr_Hist パージ

BP_rnStateDtl BP_rnStateDtl_Hist パージ

BP_Sponsor_State BP_Sponsor_State_Hist パージ

BP_rnStateHdrAuditLog なし 切り捨て

AS1/AS2

BP_State_Hdr BP_State_Hdr_Hist パージ

BP_AS_State_Hdr BP_AS_State_Hdr_Hist パージ

BP_AS_State_Dtl BP_AS_State_Dtl_Hist パージ

データ保存期間
プロシージャーは、ヘッダーのレコード作成日と p_days 入力パラメーターとの組
み合わせに基づいて、データをパージします。TPA がヘッダーに保管した実行時間
は考慮されません。p_days パラメーターが最大値 (実行時間/1440) より大きいこと
を確認するのは DBA の役割です。実行時間は分単位で保管されます。

BP_ テーブルのデータは、p_days または ((実行時間/1440) + 1 日) のいずれか長い
方の期間、オンライン上に保持することをお勧めします。BP_DupCheck および
BP_RnMsgDigest テーブルのデータは、7 日間保持してください。BP_Process_Log

のデータは、2 日間保持してください。

DB で始まる名前のテーブルは、DB_ProcAuditLog を除いてメタデータ・テーブル
です。DB_ProcAuditLog をオンにした場合は、このログを毎日パージまたは切り捨
てるか、ユーザーの必要に応じてパージまたは切り捨てる必要があります。このロ
グは、主に開発環境や QA 環境で使用するので、通常は実動環境ではオフにしま
す。

ログ・テーブルとサマリー・テーブル
LG_EventCd、LG_Media、および LG_media_Cfg を除いて、LG_ で始まる名前のテ
ーブルはログ・テーブルとサマリー・テーブルです。これらはメタデータ・テーブ
ルで、システムの機能を適正に維持するために、未変更の状態を保つ必要がありま
す。LG_Access_ で始まるテーブルは、WebSphere Partner Gateway では使用されな
くなっています。
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次のログ・テーブルのアーカイブおよびパージは、アクティビティー ID に基づい
て実行できます。駆動テーブルは LG_Activity になります。createdate または
RcvDocTS を使用して、データをオンライン上に保持する日数を指定できます。
RcvDocTS は索引付きの列であるため、選択した方がよいオプションです。データ
がオンライン上に保持される期間は、7 日間か ((実行時間/1440) + 1 日) のいずれ
か長い方になります。

テーブル 注

LG_ACTIVITY

LG_ACTIVITY_DTL

LG_ACTIVITY_ENDSTATE

LG_ACTIVITY_RNDTL

LG_ACTIVITY_RNHDR

LG_AS_DTL

LG_AS_HDR

LG_ACTIVITY_EVENT LG_Activity を LG_event にリンクします。

LG_EVENT

LG_EVENT_EVENTSUMMARY

LG_Event を LG_EventSummary および
LG_EventSummary にリンクします。
DRILLDOWNFLG を使用して、ドリルダウンが使
用できないことを指定できます (4.2.1 および 4.2.2

のプロシージャーには実装されていません)。

LG_ACTIVITY_SUMMARY LG_Activity を LG_Summary および LG_Summary

にリンクします。DRILLDOWNFLG を使用して、
ドリルダウンが使用できないことを指定できます
(4.2.1 および 4.2.2 のプロシージャーには実装され
ていません)。

次のログ・テーブルは、作成日に基づいてパージできます。

テーブル 注

LG_Delivery_Log createdate から 1 日以上経過したレコードをパージ
できます。

LG_DM_Doc_Lock createdate から 1 日以上経過したレコードをパージ
できます。

LG_Msg_Archive createdate から 7 日以上経過したレコードをパージ
できます。

LG_STACKTRACE createdate から 7 日以上経過したレコードをパージ
できます。

LG_SYNCH_REQ_RESP createdate から 7 日または ((実行時間/1440)+1 日)

のいずれか長い期間が経過したレコードをパージで
きます。
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LG_VALIDATION createdate から 7 日以上経過したレコードをパージ
できます。

LG_VTP_STATUS createdate から 7 日以上経過したレコードをパージ
できます。

次のサマリー・テーブルは、システムの機能を適正に維持するために、未変更の状
態を保つ必要があります。

テーブル 注

イベント・サマリー・テーブル

LG_EVENTSUMMARY

LG_EVENTSUMMARY_XREF

プロセス・サマリー・テーブル

LG_PROCESSSUMMARY_AS

LG_PROCESSSUMMARY_AS_MI

LG_PROCESSSUMMARY_AS_XREF

LG_PROCESSSUMMARY_RN

LG_PROCESSSUMMARY_RN_MI

LG_PROCESSSUMMARY_XREF

文書サマリー・テーブル

LG_DOCPROCESSING_SUMLG_MSGLENGTH_SUMMARY

LG_SUMMARY

LG_SUMMARY_MI

LG_SUMMARY_PROCESSSUMMARY

LG_Sum_Xref_Lnk を LG_ProcessSummary_Xref に
リンクします。

LG_SUMMARY_RN

LG_SUMMARY_RN_MI

LG_SUM_XREF_LNK LG_SUM_XREF_PART および
LG_SUM_XREF_PRCS を LG_Summary にリンクし
ます。

LG_SUM_XREF_PART

LG_SUM_XREF_PRCS

メッセージ長サマリー

LG_MSGLENGTH_SUMMARY
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データの復元
データベースにデータを復元するには、次のステップを実行します。

1. import スクリプトを実行して、データをデータベースにコピーします。

Oracle

import スクリプトは、Oracle クライアントが稼働するマシンから実行する必要
があります。スクリプトは次のディレクトリーに格納されています。

UNIX: {INSTALL DIR}/DBLoader/scripts/Oracle/import.sh

Windows: {INSTALL DIR}¥DBLoader¥scripts¥Oracle¥import.bat

import スクリプトは、Oracle の場合、次のパラメーターを使用します。

v Oracle ユーザー・システム・パスワード

v 接続ストリング

v アーカイブ・ロケーション

DB2

import スクリプトは、データベースに接続した後、DB2 コマンド・プロンプト
から実行する必要があります。スクリプトは次のディレクトリーに格納されてい
ます。

UNIX: {INSTALL DIR}/DBLoader/scripts/DB2/import.sh

Windows: {INSTALL DIR}¥DBLoader¥scripts¥DB2¥import.bat

import スクリプトは、DB2 の場合、次のパラメーターを使用します。

v アーカイブ・ロケーション

v スキーマ名

v データベース名

v データベース・ユーザー名

v データベース・ユーザー・パスワード

import スクリプトの構文:

./import.sh <archive location> <schema name>

<database name> <database user name> <database password>

import スクリプトの使用例:

./import.sh /tmp/2003-01-01 db2inst1 bcgapps

db2inst1 pa55word

2. Restore スクリプトを実行して、ペイロード・ファイルを復元します。スクリプ
トは次のディレクトリーに格納されています。

UNIX: {INSTALL DIR}/bin

Windows: {INSTALL DIR}¥bin

Restore スクリプトは、次のパラメーターを使用します。
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v アーカイブの場所です。例えば、C:¥tmp

v 77ページの『アーカイブ・データ』、ステップ 2 のログ・ファイル
DBOutput.txt のロケーション。例: ¥Installers¥DBOutput.txt

このプログラムは、否認防止ファイル・ストレージ・システムの存在するマシン
で、admin/root 権限で実行する必要があります。

旧ファイルの除去
DB_MODULE セットを MSGSTORE として指定して、archive スクリプトを使用し
ます。これにより、旧ファイルがメッセージ・ストアから除去されます。このスク
リプトは、メッセージ・ストアのファイル・ストレージ・システムの存在するマシ
ンで実行する必要があります。

注意:
LG_MSG_ARCHIVE がすでにパージされている場合は、ファイルのロケーション
がデータベースから消失します。アーカイブする前にメッセージ・ストアをパージ
してください。

状態エンジン・テーブルからのデータの除去
状態エンジン・テーブルからデータを除去するには、
AR_STATEENGINE_MAINTENANCE ストアード・プロシージャーを使用します。
データを入力パラメーターとして保存する日数を指定します。その日数より前のレ
コードはすべてデータベースから除去されます。デフォルトは 7 日です。

構文:

DB2:

call AR_STATEENGINE_MAINTENANCE(<number of days data will be retained>)

例: call AR_STATEENGINE_MAINTENANCE(15)

Oracle:

execute AR_STATEENGINE_MAINTENANCE(<number of days data will be retained>)

例: execute AR_STATEENGINE_MAINTENANCE(15)

サマリー・テーブルからのデータの除去
サマリー・テーブルからデータを除去するには、AR_SUMMARY_MAINTENANCE

ストアード・プロシージャーを使用します。入力パラメーターとしてカットオフ日
付を使用します。

構文:

DB2:

call AR_SUMMARY_MAINTENANCE(<cut-off date, format:’YYYY-MM-DD’>)

例: call AR_SUMMARY_MAINTENANCE(’2005-10-21’)
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Oracle:

execute AR_SUMMARY_MAINTENANCE(<cut-off date, format:’DD-MON-YY’>)

例: execute AR_SUMMARY_MAINTENANCE(’21-OCT-2005’)

ロギング・テーブルからのデータの除去
ロギング・テーブルからデータを除去するには、AR_PURGE_HEADERS ストアー
ド・プロシージャーを使用します。入力パラメーターとしてカットオフ日付を使用
します。

構文:

DB2:

call AR_PURGE_HEADERS(<cut-off date, format:’YYYY-MM-DD’>)

例: call AR_PURGE_HEADERS(’2005-10-21’)

Oracle:

execute AR_PURGE_HEADERS(<cut-off date, format:’DD-MON-YY’>)

例: execute AR_PURGE_HEADERS(’21-OCT-2005’)
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第 9 章 トラブルシューティング

この章では、問題を特定して解決するために使用できるトラブルシューティング情
報を示します。障害発生時イベントおよびこれに対応する説明のリストは、付録 B

を参照してください。

この章のトピックは次のとおりです。

v 『暗号化された大容量 AS 文書の処理時間の長期化防止』

v 87 ページの『メモリー不足エラーの回避』

v 88ページの『複数言語のデータの照合』

v 89ページの『DB2 エージェント用の十分な仮想メモリーの確保』

v 89ページの『現行構成のエクスポートによるサポート』

v 90ページの『サーバー開始時の DB2 SQLCODE -444 エラーの修正』

v 91ページの『ポリモアフィック文書のルーティング時の DB2 SQLCODE -444

エラーの修正』

v 91ページの『ログ・ファイルの JMS 例外メッセージの修正』

v 91ページの『システム性能の不良と処理していないイベントの修正』

v 92ページの『コンソール・ヘルプが選択時に表示されない』

v 93 ページの『Receiver タイムアウト設定の増加』

v 93 ページの『データベース照会効率の最適化』

v 93ページの『処理トランザクション・ロールバック・エラー』

v 94 ページの『破損後のルーターの再始動』

v 94 ページの『マシン・シャットダウン後のシステムの始動』

v 96ページの『データ検証エラーが生成された 0A1』

暗号化された大容量 AS 文書の処理時間の長期化防止
暗号化された大容量の AS 文書を一部の下位モデルのハードウェア構成で処理する
と、処理に長い時間がかかることがあります。遅延を防止するため、次の処置を行
ってください。

1. AS 圧縮属性を「はい」に設定して、送信する文書のサイズを小さくします。

2. 『メモリー不足エラーの回避』のセクションに記載されている手順に従って、メ
モリー・サイズを増加し、暗号化された文書の処理速度を向上させます。

メモリー不足エラーの回避
ルーティングのパフォーマンスを向上し、メモリー不足エラーを回避するには、次
のスクリプトを使用してヒープ・サイズの初期値および最大値を変更します。

以下のコマンドを入力して、現在のヒープ・サイズを照会します。

{INSTALL DIR}/bin/bcgwsadmin.sh -conntype
NONE -f {INSTALL DIR}/scripts/bcgQueryJVMHeapAttrs.jacl
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以下のコマンドを入力して、最小/最大ヒープ・サイズを設定します。

{INSTALL DIR}/bin/bcgwsadmin.sh -conntype
NONE -f {INSTALL DIR}/scripts/bcgSetJVMHeapAttrs.jacl

説明に従って bcgSetJVMHeapAttrs.jacl ファイルを編集し、ヒープ・サイズを推奨値
に変更します。

デフォルト値:

v Xms=50

v Xmx=256

第 1 の推奨値:

v Xms=256

v Xmx=512

第 2 の推奨値:

v Xms=256

v Xmx=1024

複数言語のデータの照合
WebSphere Partner Gateway は、基盤となるデータベースに依存してデータを照合し
ます。ご使用のインストール・システムが複数言語をサポートする場合は、ユニコ
ード・データが正しくソートされません。このセクションの内容を検討してくださ
い。

DB2

DB2 上での WebSphere Partner Gateway 6.0 では、UCA400_NO 照合設定を使用し
ています。DB2 バージョン 8.2 は、すべての言語に対してすべての特殊な場合 (ユ
ニコード標準バージョン 4.00 技術標準 #10 で説明) をサポートしません。このよ
うな場合は、DB2 に直接接続してください。

Oracle

Oracle データベースでは、照合シーケンスに応じた動的変更を行うことができま
す。この機能を使用するため、WebSphere Partner Gateway は NLS_SORT セッショ
ン変数の値を現行ユーザーのロケールに応じて変更します。表 28 に、可能なユーザ
ー・ロケール、サポートされる WebSphere Partner Gateway の言語、およびそれぞ
れに対応する NLS_SORT 値を示します。この情報は、PR_LOCALE データベー
ス・テーブルに保管されています。

表 28. ロケール情報

ブラウザーのロケール 言語 NLS_SORT 値

pt_BR ブラジル/ポルトガル BINARY

zh 中国語 SCHINESE_RADICAL_M

en_US 英語 BINARY

fr フランス語 FRENCH_M

de ドイツ語 XGERMAN

88 IBM WebSphere Partner Gateway Enterprise and Advanced Editions: 管理者ガイド



表 28. ロケール情報 (続き)

ブラウザーのロケール 言語 NLS_SORT 値

it イタリア語 BINARY

ja 日本語 JAPANESE_M

ko 韓国語 KOREAN_M

es スペイン語 SPANISH_M

zh_TW 中国語 (繁体字) TCHINESE_RADICAL_M

その他 その他 BINARY

DB2 エージェント用の十分な仮想メモリーの確保
WebSphere Partner Gateway ログに存在する以下のエラーは、データベース・エージ
ェントがソート処理に使用できる仮想メモリーが不十分であることを示します。こ
の状況を修正するには、WebSphere Partner Gateway 用に作成したデータベースの
SORTHEAP パラメーターの値を減らします。ご使用の環境にこのパラメーターを設
定する方法の詳細については、データベース管理者にお問い合わせください。

不十分な仮想メモリー・エラーの例を次に示します。

Error[DBChannelCheck] [main Thread 2] - Error in channel check for
com.ibm.bcg.channel.CheckChannelParameters@ebda9664
com.ibm.ejs.cm.portability.ResourceAllocationException: DB2 SQL error:
SQLCODE: -955, SQLSTATE:57011, SQLERRMC: null

ERROR [BPEEngine] [main Thread 2] - BPE:

ERROR [BPEEngine] [main Thread 2] -
java.lang.ArrayIndexOutOfBoundsException: 0

ERROR [BPEEngine] [main Thread 2] - Error closing
transConn.com.ibm.ejs.cm.exception. WorkRolledbackException: Outstanding
work on this connection which was not committed or rolledback by the user
has been rolledback.

現行構成のエクスポートによるサポート
IBM サポート担当員は、検討するためにユーザーの構成情報を担当者側にエクスポ
ートするように依頼する場合があります。この処理は、{INSTALL DIR}¥bin ディレ
クトリーにある BCGConfigurationExport ツールと BCG_DBConfigurationExport ツー
ルを使用して行うことができます。

v BCGConfigurationExport

このユーティリティーは、ログ・ファイルとプロパティー・ファイルをコピーし
ます。出力は BCGConfigurationExport.output.<hostname>.jar というファイルによっ
て行われます。<hostname> は、WebSphere Partner Gateway が稼働しているマシ
ンのホスト名です。ファイルは、ユーザーが指定するディレクトリーに作成され
ます。このユーティリティーは 3 つのパラメーターを使用します。

– WAS ログ・ルート・ディレクトリー ({INSTALL DIR}¥was)

– WebSphere Partner Gateway ルート・ディレクトリー ({INSTALL DIR}¥)

– 宛先ロケーション
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v BCG_DBConfigurationExport

このユーティリティーは、WebSphere Partner Gateway データベースから構成デー
タをコピーします。出力は、BCGDB_ConfigurationExport.DB.output.<dbname>.jar

というファイルによって行われます。<dbname> はデータベース名です。ファイ
ルは、ユーザーが指定するディレクトリーに作成されます。このユーティリティ
ーは 5 つのパラメーターを使用します。

– 宛先ディレクトリー

– データベース・フラグ - DB2 または ORA

– データベース名

– データベース・ログイン ID

– データベース・パスワード

どちらのユーティリティーを実行する場合でも、まずパスに JAVA (すなわち、
{INSTALL DIR}¥was¥java¥bin¥) JRE ディレクトリーが含まれていることを確認し
てください。DB2 によって BCG_DBConfigurationExport を実行する場合は、DB2

コマンド行を使用します。Oracle の場合は、Oracle ツールを実行できるように環境
がセットアップされていることを確認してください。

注: WebSphere Partner Gateway が複数のマシンにインストールされている場合は、
それぞれのマシンでこれらのユーティリティーを実行する必要があります。エ
クスポート・ファイルが作成されると、IBM サポート担当員からファイルの配
信方法についての指示があります。

サーバー開始時の DB2 SQLCODE -444 エラーの修正
WebSphere Partner Gateway コンポーネント (bcgconsole、bcgreceiver、bcgdocmgr)

のいずれかを始動するときに SQLCODE -444 エラー・メッセージが表示された場
合は、DB2 データベース・マネージャーの SHEAPTHRES パラメーターの値を大き
くしてください。このパラメーターは、DB2 インスタンス内のすべてのデータベー
スに定義される最高の sortheap 値より、少なくとも 2 倍の値にします。この設定
を変更する前に、データベース管理者に相談するか、ご使用の DB2 の管理者ガイ
ドを参照してください。サンプル・コマンドを次に示します。

db2 UPDATE DBM CFG USING SHEAPTHRES xxxxx IMMEDIATE

SHEAPTHRES の値を変更した後に SQLCODE -444 が続くときは、場合によって
は、WPG データベースの STMTHEAP と APPLHEAPSZ の値も減らす必要があり
ます。サンプル・コマンドを次に示します。

db2 UPDATE DB CFG FOR <dbname> USING STMTHEAP xxxxx

db2 UPDATE DB CFG FOR <dbname> USING APPLHEAPSZ xxxxx

設定を変更する前に、データベース管理者に相談するか、ご使用の DB2 の管理者
ガイドを参照してください。

エラー・メッセージは、コンポーネントの種類に応じて、以下のログ・ファイルの
いずれかに書き込まれます。

{INSTALL DIR}¥was¥profiles¥bcgconsole¥logs¥bcgconsole¥bcg_console.log
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{INSTALL DIR}¥was¥profiles¥bcgreceiver¥logs¥bcgreceiver¥bcg_receiver.log

{INSTALL DIR}¥was¥profiles¥bcgdocmgr¥logs¥bcgdocmgr¥bcg_docmgr.log

また、<DB2Home>¥SQLLIB¥bin¥db2diag.log ファイルにも記録される場合がありま
す。

ポリモアフィック文書のルーティング時の DB2 SQLCODE -444 エラーの
修正

DB2 UDB 構成によっては、ポリモアフィック (マップ・チェーン) 文書のルーティ
ング時に SQLCODE -444 エラー・メッセージが表示される場合があります。これ
らのエラー・メッセージは、ファイル {INSTALL DIR}¥was¥profiles¥bcgdocmgr¥logs

¥bcgdocmgr¥bcg_router.log および <DB2Home>¥SQLLIB¥bin¥db2diag.log に置かれま
す。このメッセージが表示される場合は、DB2 Database Manager パラメーター
SHEAPTHRES の値を増やす必要があります。このパラメーターは、DB2 インスタ
ンス内のすべてのデータベースに定義される最高の sortheap 値より、少なくとも 2

倍の値にします。サンプル・コマンドを次に示します。

db2 UPDATE DBM CFG USING SHEAPTHRES xxxxx IMMEDIATE

SHEAPTHRES の値を変更した後に SQLCODE -444 が続くときは、場合によって
は、WPG データベースの STMTHEAP と APPLHEAPSZ の値も減らす必要があり
ます。サンプル・コマンドを次に示します。

db2 UPDATE DB CFG FOR <dbname> USING STMTHEAP xxxxx

db2 UPDATE DB CFG FOR <dbname> USING APPLHEAPSZ xxxxx

設定を変更する前に、データベース管理者に相談するか、ご使用の DB2 の管理者
ガイドを参照してください。

ログ・ファイルの JMS 例外メッセージの修正
bcg_receiver.log ファイルと bcg_router.log ファイルに次の例外メッセージが含まれ
ていると、MQSeries キュー・マネージャーが停止する可能性があります。

javax.jms.JMSException: MQJMS2002: failed to get message from MQ queue

MQSeries コンポーネントが始動していることを確認してください。詳しくは、 94

ページの『マシン・シャットダウン後のシステムの始動』を参照してください。ロ
グ・ファイルは、エラー・メッセージが蓄積してサイズが非常に大きくなることが
あるので、そのようなログ・ファイルは削除することもできます。それには、
Receiver または DocMgr コンポーネントを停止して、削除する前に対象のログ・フ
ァイルを解放する必要があります。

システム性能の不良と処理していないイベントの修正
システム性能がきわめて悪く、システム・イベントが処理していない場合は、
WebSphere MQ のパブリッシュ/サブスクライブ・ブローカーに問題がある可能性が
あります。

注: これは UNIX システムにのみ適用されます。
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1. ファイル /var/mqm/qmgrs/<キュー・マネージャー名>/qm.ini を開いて、次の項目
を探します。

MaxActiveChannels=1000Broker:

この項目を確認したら、Channels と Broker のパラメーターを次の項目に置き換
えます。

Channels:

MaxChannels=1000

MaxActiveChannels=1000

SyncPointIfPersistent=yes

2. 変更内容を保管します。

3. WebSphere Partner Gateway をシャットダウンします (Community Console の停
止および 5ページの『Receiver および Document Manager の停止』を参照)。

4. 次の手順に従って WebSphere MQ を停止します。

a. 次のように入力して、パブリッシュ/サブスクライブ・ブローカーを停止しま
す。

endmqbrk -m <hostname>.queue.manager

b. 次のように入力して、リスナーを停止します。

endmqlsr -m <hostname>.queue.manager

c. 次のように入力して、キュー・マネージャーを停止します。

endmqm <hostname>.queue.manager

5. 「WebSphere Partner Gateway インストール・ガイド」の指示に従って、
WebSphere MQ を作成および始動します。ただし、手順 2 から手順 4 は実行し
ないでください。

6. 「WebSphere Partner Gateway インストール・ガイド」の指示に従って、
WebSphere Partner Gateway を再始動します。

コンソール・ヘルプが選択時に表示されない
コンソールで「ヘルプ」ボタンをクリックしたときに、ヘルプ・サーバーが稼動し
ていないという通知がブラウザー・ページに表示される場合は、2 つの問題が考え
られます。

v コンソールが稼働しているマシンでヘルプ・サーバーを開始する必要がありま
す。 1ページの『ヘルプ・システムの始動』を参照してください。

v ヘルプ・サーバーがインストールされていないマシンからブラウザーのコンソー
ルを実行していて、ヘルプ・サーバー・ロケーションの値がローカル・ホストに
設定されている場合、ローカル・マシンはヘルプ・システムに使用されます。ロ
ケーションを正しい IP アドレスに変更するには、{INSTALL

DIR}/console/lib/config ディレクトリーにある bcg_console.properties ファイルで
ibm.bcg.help.host キーの値を編集します。

注: ユーザーはコンソールからログアウトし、開始後にヘルプ・システムへアクセ
スするため再びログインします。
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Receiver タイムアウト設定の増加
参加者が WebSphere Partner Gateway への接続を開き、「接続がピアによって打ち
切られました: ソケットの書き込みエラーです (Connection aborted by peer: socket

write error)」というエラー・メッセージを受け取った場合、WebSphere Partner

Gateway の Receiver では、参加者からの伝送速度が遅いためタイムアウトが発生し
始めます。

この問題に対応するには、{INSTALL DIR}¥scripts ディレクトリーにある
bcgHttp.jacl スクリプトを実行し、次の情報を更新します。

v PORT_NUMBER パラメーターを設定します。

v PROPERTY_VALUE 属性を変更します。デフォルトは 30 です。

bcgHttp.jacl スクリプトを実行するには、次のコマンドを入力します。

{INSTALL DIR}/bin/bcgwsadmin.sh -conntype NONE -f {INSTALL DIR}/scripts/bcgHttp.jacl

{INSTALL DIR}¥receiver¥was¥config¥cells¥DefaultNode¥node¥servers¥server1 ディレ
クトリーにある server.xml ファイルを確認することによって変更を検証します。次
のパラメーターが表示されるはずです。<address xmi:id=″EndPoint_1″ host=″″
port=″port_number″/> <properties xmi:id=″Property_1096557327403″
name=″ConnectionIOTimeout″ value=″30″/>

データベース照会効率の最適化
RUNSTATS コマンドを実行すると、テーブルおよび索引ごとにデータベース照会ア
クセス・プランが更新されます。データベース照会効率を最適化するには、IBM

WebSphere Partner Gateway のアプリケーションおよびデータベースのアクティビテ
ィーが最小のときに、週に 1 度以上 RUNSTATS を実行します。データベースのト
ラフィックの増加に従って、最高で 1 日に 1 回まで、RUNSTATS の実行頻度を上
げてください。

注:

1. RUNSTATS を実行するとデータベース・システム情報が更新されるため、特定
の環境ではロック・タイムアウトが発生する可能性があります。WebSphere

Partner Gateway アプリケーションを静止させ、データベースへのアクセスは
RUNSTATS の実行のみに制限してください。

2. ロック・タイムアウトは、RUNSTATS および db2rbind が同時に実行されるとき
に発生する場合があります。これらのコマンドは、毎日異なる時刻に実行するこ
とをお勧めします。

処理トランザクション・ロールバック・エラー
処理トランザクション・ロールバックのような重大なエラーが文書について表示さ
れた場合は、<MQInstallDir>/qmgrs/<qmgr>/qm.ini にある WebSphere MQ ロギング
構成パラメーターが次のように設定されていることを確認します。

v LogPrimaryFiles=62

v LogSecondaryFiles=2

v LogFilePages=2048
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v LogBufferPages=128

注: Windows では、MQ Services でキュー・マネージャーの「プロパティー」ウィ
ンドウの「ログ」タブを使用してログ設定を表示します。

これらの属性に関する特定の情報については、WebSphere MQ の資料を参照してく
ださい。

破損後のルーターの再始動
ルーターが破損する場合は、次の手順に従って再始動してください。この手順によ
り、受信したすべての文書が処理されるようになります。

1. router_in ディレクトリーを調べ、拡張子が vmd_locked のファイルの有無を確認
します。

2. 経過時間が 2 分を超え、拡張子が vmd_locked のファイルが存在している場合
は、拡張子を vmd_restart にしてファイル名を変更します。

注: ルーターのインスタンスが複数稼働している場合は、拡張子が vmd_locked

のファイルが存在し、ルーターのほかのインスタンスによって活発に処理さ
れています。これらのファイルは名前変更しないでください。

3. 文書の処理状態によっては、文書の処理が 210031「文書を否認防止できませ
ん」イベントで失敗している可能性もあります。この状況が発生すると、文書の
ファイルはディレクトリー router_in/reject に置かれます。この場合は、拡張子が
vmd_locked のファイルを、拡張子が vmd_restart のファイル名に変更します。そ
の後、文書のファイルを処理用のディレクトリー router_in dir に移動させます。

マシン・シャットダウン後のシステムの始動
次のセクションでは、システム・コンポーネントが存在するマシンがサービス休止
になった場合にシステム・コンポーネントを始動する方法について説明します。
WebSphere Partner Gateway のコンポーネントを始動するには、先に DB2 と
WebSphere MQ を始動する必要があります。

DB2 の始動
DB2 を始動するには、次の手順に従います。

UNIX:

1. 次のように入力して、データベース所有者に変更します (デフォルトを使用した
場合は db2inst1)。

su - db2inst1

2. 次のように入力して、データベース・インスタンスを開始します。

db2start

Windows:

次のように入力して、データベース・インスタンスを開始します。

db2start
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WebSphere MQ の始動
WebSphere MQ を始動するには、次の手順に従います。

UNIX:

1. 次のように入力して、WebSphere MQ ユーザーに変更します。

su - mqm

2. 次のように入力して、キュー・マネージャーを始動します。

strmqm <hostname>.queue.manager

3. 次のように入力して、リスナーを始動します。

runmqlsr -t tcp -p <port number> -m <hostname>.queue.manager &

4. 10 秒待ってから、Enter キーを押してコマンド・プロンプトに戻ります。

5. 次のように入力して、JMS Broker (パブリッシュ/サブスクライブ・ブローカー)

を開始します。

strmqbrk -m <hostname>.queue.manager

Windows:

1. 次のコマンドでキュー・マネージャーを開始します。

strmqm bcg.queue.manager

2. 次のコマンドでリスナーを開始します。

runmqlsr -t tcp -p 9999 -m bcg.queue.manager

3. リスナーはこのウィンドウで稼働するので、開いたままにしておきます。

4. 新規ウィンドウを開き、次のコマンドで JMS Broker (パブリッシュおよびサブ
スクライブ・ブローカー ) を開始します。

strmqbrk -m bcg.queue.manager

Community Console、Receiver、および Document Manager
の開始

Community Console、Receiver、および Document Manager を開始するには、次の手
順に従います。

注: 次のステップを変更して、Windows の .bat 拡張子と円記号を使用します。

1. 次のように入力して、通常の WebSphere Partner Gateway ユーザーに変更しま
す。

su - bcguser

2. 以下のディレクトリーにナビゲートします。

cd {INSTALL DIR}/bin

3. 次のように入力して、Community Console を始動します。

./bcgStartServer.sh bcgconsole

4. 次のように入力して、Receiver を始動します。

./bcgStartServer.sh bcgreceiver

5. 次のように入力して、Document Manager を始動します。

./bcgStartServer.sh bcgdocmgr
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データ検証エラーが生成された 0A1
0A1 では、GlobalSupplyChainCode が xml に存在する必要があります。着信 3A7

にこの値が含まれていない場合は、属性として 0A1 に追加する必要があります。
GlobalSupplyChainCode は 3A7 文書に存在するか、または文書フロー定義で属性と
して 0A1 に追加する必要があります。

属性を追加するには、次の手順を実行します。

1. 「ハブ管理」>「ハブ構成」>「文書フロー定義」の順にクリックします。コンソ
ールに「文書フロー定義の管理」ウィンドウが表示されます。

2. 「パッケージ: RNIF (Package: RNIF)」 > 「プロトコル: Rosettanet (Protocol:
Rosettanet)」 > 「文書フロー: 0A1 (DocumentFlow: 0A1)」の順にクリックし
て、「属性値の編集」アイコンをクリックします。

3. グローバル・サプライ・チェーン・コード属性がそこに存在しない場合は、「属
性の追加」をクリックして追加します。

4. ドロップダウン・リストから値を選択します。

5. 「保管」をクリックします。
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付録 A. パフォーマンスの考慮

この付録には、ご使用の特定の環境で最適なパフォーマンスを実現するための支援
情報が含まれています。

イベントのフィルター
bcg.event_log_exclude プロパティーを使用すると、イベント・ログ (DataLogQ) 内の
選択したイベントの記録を除外できます。デフォルトでは、文書の通常および正常
終了した処理で複数のイベントが生成され、これらはイベント・ログに記録されま
す。正常終了した文書処理で記録されるイベントの数を減らすと有効な場合があり
ます。この数を減らすと、システムのパフォーマンスまたはトランザクション容量
が向上することがあります。このパラメーターでは、一部のメッセージは除外でき
ません。

デフォルトでは、bcg.event_log_exclude プロパティーは bcg_receiver.properties

(Receiver) ファイルと bcg.properties (ルーター) ファイルに含まれていません。必要
に応じてこのプロパティーを追加する必要があります。

bcg.event_log_exclude プロパティーのフォーマットは、除外するメッセージ番号をコ
ンマで区切ったリストです。例えば、次のようになります。

bcg.event_log_exclude=210060,210062,230011,240018,240019,250004

以下のイベントの除外 (包含) に役立つメッセージ:

210060 宛先の構文解析をパスしました

210062 宛先が正常に処理されました

210100 タイミング・イベント開始 (Timing start event)

210101 タイミング・イベント終了 (Timing end event)

230011 文書シーケンスが正常に検証されました

240018 オペレーターのデジタル署名鍵がロードされていません

240019 オペレーターの暗号鍵がロードされていません

250004 文書の送達が正常に完了しました (Document delivery successful)

要約データの生成
WebSphere Partner Gateway は、システム・アクティビティーについてのデータを定
期的に要約します。この要約サービス・データは、文書分析または文書ボリュー
ム・レポート機能を使用するときに表示される情報です。

「要約サービス・プロパティー」ウィンドウで、要約データを生成する頻度を表示
および編集できます。このウィンドウには、要約データが最後に更新された日時も
表示されます。

要約データが生成される時間間隔を変更するには、次の手順を実行します。
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1. 「システム管理」 > 「イベント処理」 > 「要約サービス」の順にクリックしま
す。コンソールに「要約サービス・プロパティー」ウィンドウが表示されます。

2. 「処理間隔 (分)」の横の「編集」アイコンをクリックします。

3. データを再度要約するまでに経過する分数の値 (1 から 60) を入力します。デフ
ォルト値は 15 です。

4. 「保管」をクリックします。
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付録 B. 障害発生時イベント

文書の処理が失敗すると、WebSphere Partner Gateway システムは、イベントを生成
します。WebSphere Partner Gateway の障害発生時イベントとその対応する説明のリ
ストについては、表 29 を参照してください。EDI コンポーネントによって生成さ
れる可能性のあるイベントのリストについては、 109ページの表 30 を参照してくだ
さい。

注: HTTP Receiver コンポーネントは、文書を維持できなくなると HTTP エラー・
コードを返します。それ以外の Receiver コンポーネント・タイプの場合、文書
の内容は、現在の場所で障害発生時点のまま維持されます。

表 29. 障害発生時イベント

イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCG103001 データベース障害 データベース・エラー: {0}

が {1} 内で例外 {3} で失
敗しました

重大

BCG103101 キャッシュ・エンジン・エ
ラー

キャッシュ・エンジン・イ
ンスタンス ID {0} (ホスト
{1}) の初期化に失敗しまし
た。問題を訂正してサービ
スを再始動してください。
エラーの理由: {2}

重大

BCG103201 ハブ所有者状態エンジン・
エラー

エラーの理由:{0} エラー このイベントが生成されるのは、
致命的なシステム・エラーが発生
し、その結果、文書の処理が失敗
した場合です。データベースの書
き込みエラーなどがこの例です。

BCG103203 受信側処理エラー (Receiver

Processing Error)

受信側 ’{0},{1}’ が文書の
処理に失敗しました。エラ
ー: {2}。(Receiver ’{0},{1}’

failed to processing

document, error: {2}.)

エラー このイベントは、文書エラーまた
はシステム・エラーのために受信
側が文書を処理できない場合に生
成されます。

BCG103205 ターゲット・エラー ターゲット ’{0},{1}’ がタ
ーゲットの処理に失敗しま
した: {2}。

エラー

BCG106004 デフォルト・ゲートウェイ
のペアがありません

接続の作成に失敗しまし
た。参加者 {0} と {1} の
間にデフォルト・ゲートウ
ェイのペアがありません。

エラー

BCG106005 アクションが見つかりませ
ん

対話にアクションが関連付
けられていないため、B2B

機能のための接続を作成で
きませんでした。

エラー
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表 29. 障害発生時イベント (続き)

イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCG106600 文書フロー定義作成エラー 子レベル {0} が親レベル
{1} 以上になっています

エラー

BCG111001 FTP アカウント作成エラー 参加者 {0} の FTP アカウ
ントの作成に失敗しまし
た。エラー・メッセージ:

{1}

エラー

BCG112002 ディレクトリーの作成に失
敗しました

ディレクトリーの作成に失
敗しました: {0}

エラー

BCG112002 文書ルート・ディレクトリ
ーが存在します

文書ルート・ディレクトリ
ー {0} はすでに存在します

エラー

BCG200000 デフォルト・ゲートウェイ
のペアがありません

接続の作成に失敗しまし
た。参加者 {0} と {1} の
間にデフォルト・ゲートウ
ェイのペアがありません。

エラー

BCG200001 プロトコル変換プログラ
ム・ビジネス・プロセスの
取得に失敗しました

ファクトリーが、プロトコ
ル変換プログラム・ビジネ
ス・プロセスのインスタン
スの取得に失敗しました。
理由: {0}

重大 このイベントは、プロトコル変換
プログラムのビジネス・プロセス
のインスタンスの検索時にシステ
ム障害が発生した場合に生成され
ます。

BCG200005 文書変換の失敗 文書の変換に失敗しまし
た。理由 {0}

エラー このイベントは、文書の変換時に
障害が発生した場合に生成されま
す。

BCG200006 プロトコル変換プログラム
入力ファイルの障害

プロトコル変換プログラム
入力ファイル・エラー: {0}

重大 このイベントは、例えばファイル
が破壊されている場合など、アク
ションの処理中に入力ファイルで
障害が発生した場合に生成されま
す。

BCG200007 プロトコル変換プログラム
出力ファイルの障害

プロトコル変換プログラム
出力ファイル・エラー: {0}

重大 このイベントは、出力ファイル・
ディレクトリーへの書き込み時に
障害が発生した場合に生成されま
す。

BCG200009 文書の解析に失敗しました 構文解析に失敗しました:

{0}

エラー このイベントは、文書の構文解析
時に障害が発生した場合に生成さ
れます。

BCG200013 コミュニティー・マネージ
ャー提供の RN

Process-Instance-ID エラー

{0} エラー このイベントが生成は、無効なプ
ロセス・インスタンス ID を受信
し、システムで新規プロセス・イ
ンスタンス ID が生成されないこ
とが構成プロパティーに示されて
いる場合に生成されます。

BCG200015 コミュニティー・マネージ
ャー提供の RosettaNet

GlobalUsageCode エラー

{0} エラー このイベントは、x-aux-production

ヘッダーの値が無効で、エラー発
生時にデフォルト値が使用されな
いことが構成プロパティーに示さ
れている場合に生成されます。
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表 29. 障害発生時イベント (続き)

イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCG210000 チャネル検査エラー チャネル検査エラー エラー このイベントは、チャネル検査関
連のエラーがある場合に生成され
ます。

BCG210001 チャネル検査エラー チャネル検査エラー エラー このイベントは、接続の検索に必
要なデータが使用可能で、一致す
る接続が見つからない場合に生成
されます。

BCG210002 接続のルックアップに失敗
しました

接続検索が失敗しました
{0}

エラー このイベントは、接続の検索に必
要なデータが使用不可の場合に生
成されます。

BCG210007 アウトバウンド文書をパッ
ケージできません

Outbound Processor のエラ
ー

重大 このイベントは、パッケージャー
がアウトバウンド文書で使用でき
ない場合に生成されます。

BCG210008 IP アドレス検証の失敗 元 IP アドレスが参加者プ
ロファイル {0} にありませ
ん

エラー このイベントは、該当する参加者
の未承認の IP アドレスから文書
が送られた場合に生成されます。

BCG210009 SSL 証明書検証の失敗 クライアント SSL 証明書
名が参加者プロファイル
{0} にありません

エラー このイベントは、文書の送付に使
用される SSL 証明書が、該当す
る参加者の承認済み証明書リスト
に登録されていない場合に生成さ
れます。

BCG210010 文書が大きすぎます 文書が大きすぎます: {0}

バイト
エラー このイベントは、受信した文書が

大きすぎて処理できない場合に生
成されます。

BCG210011 コミュニティー・マネージ
ャー・トランスポートのア
ンパックの失敗

指定されたコミュニティ
ー・マネージャー・トラン
スポート情報は不十分です:

{0}

エラー このイベントは、提供されたトラ
ンスポート情報が不十分な場合に
生成されます。

BCG210012 B2B 機能が見つかりません B2B 機能が見つかりません
{0}

エラー このイベントは、文書の転送に必
要な B2B 機能が使用不可の場合
に生成されます。

BCG210013 接続が完全に構成されてい
ません

接続が完全に構成されてい
ません {0}

エラー このイベントは、文書の接続の構
成が完了していない場合に生成さ
れます。たいてい、文書の宛先に
構成済みゲートウェイが指定され
ていないことが原因です。

BCG210014 MIME Multipart アンパック
の失敗

MIME multipart 文書のアン
パックに失敗しました: {0}

エラー このイベントは、システムが
MIME multipart 文書のアンパッ
クに失敗した場合に生成されま
す。

BCG210015 cXML パッケージ化の失敗 cXML 文書のパックに失敗
しました: {0}

エラー

BCG210016 cXML チャネル解析の失敗 cXML ルーティング情報の
解析に失敗しました: {0}

エラー
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表 29. 障害発生時イベント (続き)

イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCG210017 EDI 接続解析の失敗 EDI ルーティング情報の解
析に失敗しました: {0}

エラー このイベントは、システムが EDI

ルーティング情報の解析に失敗し
た場合に生成されます。

BCG210019 この接続では同期操作はサ
ポートされません

この接続では同期操作はサ
ポートされません

エラー このイベントは、文書によって同
期操作が要求されたが、接続が同
期操作をサポートしていない場合
に生成されます。

BCG210031 文書を否認防止できません 文書 {0} を否認防止できま
せん

重大 このイベントは、システムが文書
を否認防止できなかった場合に生
成されます。

システムに十分なディスク・スペ
ースがあることと、次のディレク
トリーにシステム専用ファイルが
格納されていることを確認しま
す。

v /<common information

directory>/non_rep/

v /<common information

directory>/msg_store/

これら 2 つのディレクトリーに
ユーザー生成ファイルが格納され
ている場合、文書の処理は失敗し
ます。

BCG210032 Inbound Processor でのシス
テム・エラー

文書での Inbound Processor

でのシステム・エラー: {0}

重大 このイベントは、システムがイン
バウンド・プロセッサーでエラー
を検出した場合に生成されます。
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表 29. 障害発生時イベント (続き)

イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCG210033 メッセージの格納に失敗し
ました

文書をプレーン・テキスト
で保管できません。

エラー このイベントは、システムが文書
をプレーン・テキストで保管でき
なかった場合に生成されます。

システムに十分なディスク・スペ
ースがあることと、次のディレク
トリーにシステム専用ファイルが
格納されていることを確認しま
す。

v /<common information

directory>/non_rep/

v /<common information

directory>/msg_store/

これら 2 つのディレクトリーに
ユーザー生成ファイルが格納され
ている場合、文書の処理は失敗し
ます。

BCG210034 Document Manager でのシ
ステム・エラー (System

Error in the document

manager)

Document Manager での文
書に関するシステム・エラ
ー: {0} (System error in the

document manager for

document: {0})

重大 このイベントは、システムが
Document Manager でエラーを検
出した場合に生成されます。

BCG210051 複写処理に失敗しました システム・エラー: プロセ
スの複写に失敗しました

重大 このイベントは、重複処理時にシ
ステムがデータベース・サーバー
にアクセスできなかった場合に生
成されます。

BCG210052 重複する文書を受信しまし
た

この文書は、{2} に送信さ
れた文書と重複しています

エラー このイベントは、受信した文書が
重複していて拒否された場合に生
成されます。

BCG210061 宛先解析の失敗 宛先の構文解析でのエラー 重大 このイベントは、宛先の解析が失
敗すると生成されます。通常はデ
ータベースの問題が原因です。

BCG210063 宛先処理の失敗 宛先の処理に失敗しました 重大 このイベントは、宛先の処理が失
敗すると生成されます。通常はデ
ータベースの問題が原因です。

BCG210065 宛先判別の失敗 {0} エラー このイベントは、宛先の処理時に
競合する入力が存在する場合に生
成されます。

BCG210066 パッケージおよびコンテン
ツのビジネス ID を異なる
パートナーにマップします

元パートナー ID = {0}、宛
先パートナー ID = {1}、元
パッケージ・パートナー ID

= {2}、宛先パッケージ・パ
ートナー ID = {3}

エラー このイベントは、内容とパッケー
ジのルーティング情報に不一致が
存在する場合に生成されます。
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表 29. 障害発生時イベント (続き)

イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCG210201 Doctype 処理中の PIP のロ
ードに失敗しました

Doctype の処理中に、文書
の PIP をロードできません

重大 このイベントは、PIP のスペック
が見つからない場合に生成されま
す。構成の問題がなければ発生し
ません。

BCG210202 Doctype 処理中の例外 Doctype 処理中の例外: {0} 重大 このイベントは、DocType タグ
の挿入時にシステム障害が発生し
た場合に生成されます。

BCG210203 DoctypeProcess エラー: ア
クションが見つかりません

DoctypeProcess エラー: ア
クションが見つかりません

重大 このイベントは、PIP DocType の
スペックが見つからない場合に生
成されます。

BCG210205 文書の処理がキャンセルさ
れました

文書の処理がキャンセルさ
れました。理由: {0} に関
連した文書の処理に失敗し
ました。

重大 このイベントは、「エラー」属性
で「エンベロープを廃棄」が「は
い」に設定されているために文書
処理が取り消された場合に生成さ
れます。

BCG230004 検証の内部エラー {0} 重大 このイベントは、検証処理中に内
部システム障害が発生した場合に
生成されます。

BCG230006 検証データベース・エラー {0} 重大 このイベントは、検証処理中のデ
ータベース・エラーが発生した場
合に生成されます。

BCG230007 検証ビジネス・プロセス・
ファクトリー・エラー

{0} 重大 このイベントは、システムが検証
エンジンに送付するプロセスを判
別できなかった場合に生成されま
す。

BCG230009 RosettaNet 検証エラー {0} エラー このイベントは、文書が
RosettaNet プロセスの検証を完了
できなかった場合に生成されま
す。

BCG230010 データ検証エラー 文書のデータ検証に失敗し
ました: {0}

エラー このイベントは、文書がデータ検
証に失敗して拒否された場合に生
成されます。

BCG230012 AS シーケンス検証エラー {0} エラー このイベントは、文書が EDIINT

プロセスの検証を完了できなかっ
た場合に生成されます。

BCG240003 RosettaNet アンパック・エ
ラー

RosettaNet アンパック・エ
ラー

エラー このイベントは、システムがアン
パック時に RosettaNet プリアン
ブルを解析できなかった場合に生
成されます。

BCG240005 RNPackager 送達ヘッダー・
パーサーの失敗

送達ヘッダー・パーサー・
エラー: {0}

エラー このイベントは、システムがアン
パック時に RosettaNet 送達ヘッ
ダーを解析できなかった場合に生
成されます。
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表 29. 障害発生時イベント (続き)

イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCG240007 RNPackager サービス・ヘッ
ダーの失敗

サービス・ヘッダー・パー
サー・エラー: {0}

エラー このイベントは、システムがアン
パック時に RosettaNet サービ
ス・ヘッダーを解析できなかった
場合に生成されます。

BCG240009 RNPackager MIME 解析の
失敗

MIME 解析エラー: {0} エラー このイベントは、アンパック時に
RosettaNet メッセージの MIME

構文解析でエラーが発生した場合
に生成されます。

BCG240011 RNPackager 署名に失敗しま
した

デジタル署名の検証に失敗
しました: {0}

エラー このイベントは、アンパック時に
デジタル署名の検証が失敗した場
合に生成されます。

BCG240012 RN アンパック状態更新エ
ラー

データベース・アクセスに
失敗しました。RosettaNet

状態を更新できませんでし
た

重大 このイベントは、RosettaNet の状
態の更新時に、アンパッケージャ
ーがデータベース通信エラーを検
出した場合に生成されます。

BCG240013 参加者証明書が署名者に一
致していませんでした

署名者証明書の上の名前/シ
リアルがデータベース項目
に一致しませんでした

エラー このイベントは、DUNS 検査の
証明書がデジタル署名に失敗した
場合に生成されます。

BCG240014 文書に署名がありません 文書に署名がありません エラー このイベントは、TPA で署名が
必要だが文書内に見つからない場
合に生成されます。

BCG240015 RosettaNet 文書作成の失敗 {0} 重大 このイベントは、RosettaNet 文書
の作成に失敗した場合に生成され
ます。

BCG240016 RosettaNet 否認防止エラー {0} エラー このイベントは、受信肯定応答に
前のメッセージの正しいダイジェ
ストが格納されていないか、ダイ
ジェストが欠落している場合に生
成されます。

BCG240017 同期確認通知が受信されま
せんでした

同期肯定応答が必要でした
が、同期応答で受信しませ
んでした

エラー

BCG240025 WBIC セキュリティー・マ
ネージャーの初期化例外で
す

WBICSecurityManager の初
期化に失敗しました。例外:

{1}

重大

BCG240026 証明書がまだ有効ではあり
ません

証明書がまだ有効ではあり
ません。シリアル番号:

{0}、サブジェクト DN:

{1}、発行者 DN: {2}

重大

BCG240027 証明書の有効期限が切れて
います

証明書は期限が切れていま
す。シリアル番号: {0}、サ
ブジェクト DN: {1} 、発
行者 DN: {2}

重大
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表 29. 障害発生時イベント (続き)

イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCG240028 証明書が失効しています 証明書が失効しています。
シリアル番号: {0}、サブジ
ェクト DN: {1} 、発行者
DN: {2}

重大

BCG240029 証明書が見つかりません 証明書が見つかりません 重大

BCG240030 有効な署名証明書が見つか
りませんでした

有効な署名証明書が見つか
りません

重大

BCG240031 インスタンス・パッケージ
化エラー

エラー: {0} 重大 このイベントは、システムが指定
の文書タイプのパッケージャーを
検出できなかった場合に生成され
ます。

BCG240032 有効な暗号化証明書が見つ
かりません

有効な暗号化証明書が見つ
かりません

重大 このイベントは、有効な証明書が
見つからない場合に生成されま
す。

このイベントが表示された場合
は、1 次証明書も 2 次証明書も
有効ではありません。証明書は、
有効期限が切れているか、失効し
ている可能性があります。証明書
の有効期限が切れている場合や失
効している場合は、イベント・ビ
ューアーに、そのイベントととも
に対応するイベント (証明書の期
限切れまたは失効) が表示されま
す。

BCG240033 有効な SSL クライアント
証明書が見つかりません

有効な SSL クライアント
証明書が見つかりません

重大

BCG240036 インスタンス・アンパッ
ク・エラー

エラー: {0} エラー このイベントは、システムが文書
のアンパッケージャーを検出でき
なかった場合に生成されます。

BCG240065 接続による XML の構文解
析に失敗しました

XML 接続の構文解析に失
敗しました: {0}

エラー このイベントは、XML メッセー
ジの接続情報が見つからなかった
場合に生成されます。

BCG240068 接続パーサー RosettaNet の
失敗

接続による RosettaNet の構
文解析に失敗しました

エラー このイベントは、RosettaNet 文書
内に接続情報が見つからなかった
場合に生成されます。

BCG240070 XML 接続解析の失敗 XML 接続の解析に失敗し
ました

エラー このイベントは、システムが
XML ファイルの接続情報を検出
できなかった場合に生成されま
す。

BCG240071 フラット・ファイル接続解
析の失敗

フラット・ファイル接続の
解析に失敗しました: {0}

エラー このイベントは、システムがフラ
ット・ファイルの接続情報を検出
できなかった場合に生成されま
す。
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表 29. 障害発生時イベント (続き)

イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCG240078 Web サービス接続の解析に
失敗しました

Web サービス接続の解析に
失敗しました

エラー このイベントは、システムが
SOAP メッセージの接続情報を検
出できなかった場合に生成されま
す。

BCG240409 AS アンパッケージャーの
失敗

AS アンパッケージャー・
エラー: {0}

エラー このイベントは、AS アンパッケ
ージャーに障害が発生した場合に
生成されます。

BCG240411 AS 署名の失敗 AS 署名検証エラー: {0} エラー このイベントは、AS 署名の検証
が失敗した場合に生成されます。

BCG240412 AS 状態エンジン DB の失
敗

AS 状態エンジン DB エラ
ー: {0}

重大 このイベントは、AS 状態エンジ
ンのデータベースに障害が発生し
た場合に生成されます。

BCG240415 AS パッケージャーの失敗 AS パッケージャー・エラ
ー: {0}

重大 このイベントは、AS パッケージ
ャーに障害が発生した場合に生成
されます。

BCG240416 AS 否認防止エラー {0} エラー このイベントは、AS 否認防止が
失敗した場合に生成されます。

BCG240417 復号に失敗しました {0} エラー このイベントは、復号に失敗する
と生成されます。

BCG240418 Message Digest を生成でき
ません

{0} エラー このイベントは、システムがメッ
セージ・ダイジェストを生成でき
なかった場合に生成されます。

BCG240419 サポートされない署名形式 {0} エラー このイベントは、システムがサポ
ートされない署名形式を受け取っ
た場合に生成されます。

BCG240420 サポートされない署名アル
ゴリズム

{0} エラー このイベントは、システムがサポ
ートされない署名アルゴリズムを
受け取った場合に生成されます。

BCG240421 予期しないエラー {0} 重大 このイベントは、システムが予期
しないエラーを検出した場合に生
成されます。

BCG240422 この MDN の AS 文書が見
つかりません

{0} エラー このイベントは、MDN が受信さ
れ、これに対応する文書が見つか
らない場合に生成されます。

BCG240423 入力ファイルの障害 文書で無効な入力ファイル
が渡されました

エラー このイベントは、無効な入力ファ
イルが検出された場合に生成され
ます。

BCG240424 メッセージ・セキュリティ
ー不足

{0} エラー このイベントは、メッセージ・セ
キュリティー不足が発生した場合
に生成されます。

BCG240500 RosettaNet 状態エンジン・
エラー

RosettaNet 状態エンジン・
エラー

重大 このイベントは、RosettaNet 状態
エンジンによってシステム・エラ
ーが検出された場合に生成されま
す。
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表 29. 障害発生時イベント (続き)

イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCG240550 POP3 ポーリング・エラー POP3 サーバーのポーリン
グ時にエラーが発生しまし
た: {0}。拒否されたメッセ
ージ VUID: {1}

エラー

BCG240600 AS 状態エンジン・エラー AS 状態エンジン・エラー:

{0}

重大 このイベントは、RosettaNet 状態
エンジンによってシステム・エラ
ーが検出された場合に生成されま
す。

BCG240601 AS 再試行の失敗 AS 属性の最大再試行制限
に達しました

エラー このイベントは、AS の再試行が
失敗した場合に生成されます。最
大再試行制限に達しています。

BCG240606 パッケージ化エラー パッケージ化エラー {0} エラー

BCG240610 アンパック・エラー アンパック・エラー {0} エラー

BCG240615 プロトコル構文解析エラー プロトコル構文解析エラー
{0}

エラー

BCG240701 アクティビティー・ロギン
グ・エラー

アクティビティー詳細のロ
ギング時にエラーが発生し
ました: {0}

エラー このイベントは、パートナーの文
書 ID のアクティビティー ID に
対して検索対象が見つからなかっ
た場合に生成されます。

BCG250001 文書の送達に失敗しました 参加者ゲートウェイへの文
書送達に失敗しました: {0}

エラー このイベントは、参加者のゲート
ウェイへの文書の送達が失敗し、
文書が障害の状態に設定された場
合に生成されます。

BCG250002 送達スケジューラーが失敗
しました

Delivery Scheduler で内部エ
ラーが発生しました: {0}

重大 このイベントは、Delivery

Manager 内部に未分類の内部エラ
ーが発生した場合に生成されま
す。これは、送達の失敗ではな
く、ゲートウェイまたは文書デー
タに問題があったことが原因で
す。

BCG250005 FTP 送達に失敗しました 参加者ゲートウェイへの
FTP 送達に失敗しました。
例外: {0}

エラー このイベントは、FTP プロトコ
ル文書の送達が失敗したが、再試
行の続行が可能な場合に生成され
ます。最後の失敗ではイベント
250001 が生成されます。

BCG260002 RosettaNet パススルー・ロ
ギングに失敗しました

RosettaNet パススルー・プ
ロセス表示ロギングに失敗
しました: {0}

エラー このイベントは、文書が RN パ
ススルー・ロギングに失敗した場
合に生成されます。

BCG280006 文書処理エラー 文書 {1} の {0} reject およ
び oversize フォルダーでコ
ンテンツ・ファイル、メタ
データ・ファイル、および
ヘッダー・ファイルが見つ
かりません

エラー
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表 29. 障害発生時イベント (続き)

イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCG281001 コンソールの再送により文
書がキューに入れられまし
た

コンソールによる再送で文
書がキューに入れられまし
た: {0}

重大

BCG281002 コンソールから再送した文
書はすでにキューに入って
います

コンソールで再送した文書
はすでにキューに入ってい
ます: {0}

重大

BCG310002 EDI トランザクションがエ
ンベロープされました

EDI トランザクションがエ
ンベロープされました。エ
ンベロープ・アクティビテ
ィー ID : {0}

エラー このイベントは、EDI トランザク
ション文書がエンベロープされた
ときに生成されます。エンベロー
プ・アクティビティー ID は、新
規エンベロープ文書のものです。

BCG310003 EDI トランザクションのエ
ンベロープに失敗しました

EDI トランザクションのエ
ンベロープに失敗しました

エラー このイベントは、EDI トランザク
ション文書がエンベロープされて
いないときに生成されます。この
イベントの前には、失敗の詳細に
ついて説明するイベントがありま
す。

BCG800000 コミュニティー・マネージ
ャー・ビジネス・プロセス
の取得に失敗しました

ファクトリーが、コミュニ
ティー・マネージャー・ビ
ジネス・プロセスのインス
タンスの取得に失敗しまし
た。理由: {0}

重大 このイベントは、ビジネス・プロ
セスのコミュニティー・マネージ
ャー・アクションが見つからなか
った場合に生成されます。

BCG800004 コミュニティー・マネージ
ャー・ビジネス・プロセス
がデータベース・エラーを
検出しました

{0} 重大 このイベントは、コミュニティ
ー・マネージャーのアクションを
処理中にデータベース・エラーが
発生すると生成されます。

BCG800005 コミュニティー・マネージ
ャー・プロセスが内部エラ
ーを検出しました

{0} 重大 このイベントは、コミュニティ
ー・マネージャーのアクションを
処理中に内部システム・エラーが
発生すると生成されます。

表 30. EDI イベント・コードとメッセージ

EDI イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCGEDICM0001 予期しない例外が発生
しました

コンポーネント {0} で予期
しない例外が発生しまし
た。例外テキスト: {1}

エラー

BCGEDICM0003 必要なプロパティーが
ありません

コンポーネント {0} の入力
が無効です。必要なプロパ
ティー {1} がありません

エラー

BCGEDICM0004 プロパティー値が無効
です

コンポーネント {0} の入力
が無効です。値 {1} はプロ
パティー {2} では無効です

エラー
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表 30. EDI イベント・コードとメッセージ (続き)

EDI イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCGEDICM0005 サポートされない文字
セットです

コンポーネント {0} の入力
が無効です。プロパティー
{2} に指定された文字セッ
ト {1} はサポートされてい
ません

エラー

BCGEDICM0006 コンポーネントに対し
て文書構文が無効です

コンポーネント {0} の入力
が無効です。文書構文 {1}

はこのコンポーネントでは
無効です

エラー

BCGEDICM0010 入出力エラーが発生し
ました

コンポーネント {0} で入出
力エラーが発生しました。
例外テキスト: {1}

エラー

BCGEDICM0011 ファイルのオープンに
失敗しました

コンポーネント {0} がファ
イル {1} を開くことができ
ません

エラー

BCGEDICM0012 メモリー・バッファー
のアクセスに失敗しま
した

コンポーネント {0} がメモ
リー・バッファーにアクセ
スできません

エラー

BCGEDICM0013 入力データ・ソースが
ありません

コンポーネント {0} に入力
データ・ソースが指定され
ていませんでした

エラー

BCGEDICM0014 出力データ・ソースが
ありません

コンポーネント {0} に出力
データ・ソースが指定され
ていませんでした

エラー

BCGEDICM0020 コンポーネントの構文
解析エラー

入力データの構文解析時の
エラーのため、コンポーネ
ント {0} で障害が発生しま
した

エラー

BCGEDICM0021 データベース・エラー データベースへのアクセス
試行時にエラーが発生しま
した。クラス名: {0}、メソ
ッド: {1}、例外: {2}

エラー

BCGEDICM0022 予期しないデータベー
ス例外が発生しました

データベースへのアクセス
試行時に予期しない例外が
発生しました。クラス名:

{0}、メソッド: {1}、例外:

{2}

エラー

BCGEDICM0023 データベース接続があ
りません

データベース接続マネージ
ャー・クラス {0} が有効な
接続を戻しませんでした

重大

BCGEDICM0101 コンポーネントのオブ
ジェクトがないか、ま
たは無効です

内部エラーが発生しまし
た。コンポーネント {0} に
渡されたオブジェクトがな
いか、または無効です

エラー
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表 30. EDI イベント・コードとメッセージ (続き)

EDI イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCGEDICM0102 クラスのロードに失敗
しました

動的に構成されたクラスを
ロードできませんでした。
構成キー: {0}、クラス名:

{1}

重大

BCGEDICM0103 関数仮パラメーターが
無効です

コンポーネント {0} で内部
エラーが発生しました。無
効な値 ’{1}’ が関数 {2} に
渡されました

エラー

BCGEDICM0104 ソース文書が無効です ソース文書はコンポーネン
ト {0} には適用できません

エラー

BCGEDIEM0100 転写ファイルの内容 転写ファイルの内容。{0} エラー

BCGEDIEM0101 証明書の取得時に例外
が発生しました

証明書の取得時に例外が発
生しました。詳細: {0}

エラー

BCGEDIEM0102 転写ファイルの読み取
り時に例外が発生しま
した

転写ファイルの読み取り時
に例外が発生しました。詳
細: {0}

エラー

BCGEDIEM0103 必要な属性がヌルです 必要な属性 {0} がヌルで
す。

エラー

BCGEDIEM0104 送信するファイルを一
時ロケーションに書き
込もうとして例外が発
生しました

送信するファイルを一時ロ
ケーションに書き込もうと
して例外が発生しました。
詳細: {0}

エラー

BCGEDIEM0105 証明書を証明書リポジ
トリーにアップロード
する必要があります

証明書を証明書リポジトリ
ーにアップロードする必要
があります。

エラー

BCGEDIEM0106 秘密鍵ファイルをロー
ドできませんでした。
別名が見つかりません

秘密鍵ファイルをロードで
きませんでした。別名が見
つかりません。

エラー

BCGEDIEM0107 クライアント証明書
(ローカル証明書) の
検証に失敗しました。
証明書が無効である
か、失効している可能
性があります

クライアント証明書 (ロー
カル証明書) の検証に失敗
しました。証明書が無効で
あるか、失効している可能
性があります。

エラー

BCGEDIEM0108 セキュリティー例外 セキュリティー例外が発生
しました。詳細: {0}

エラー

BCGEDIEM0109 受信側に指定した一時
ディレクトリー値がヌ
ルです

受信側に指定した一時ディ
レクトリー値がヌルです。

エラー

BCGEDIEM0110 渡された
BusinessDoucument 配
列がヌルです

渡された
BusinessDoucument 配列が
ヌルです。

エラー

BCGEDIEM0111 入力ファイルがヌルで
す

入力ファイルがヌルです。 エラー
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表 30. EDI イベント・コードとメッセージ (続き)

EDI イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCGEDIEM0112 スプリッター例外を受
信しました。

スプリッター例外を受信し
ました。詳細: {0}

エラー

BCGEDIEM0113 スプリッター例外を受
信しました。

スプリッター例外を受信し
ました。詳細: {0}

エラー

BCGEDIEM0114 リーダーを検出できま
せん

リーダーを検出できません エラー

BCGEDIEM0118 文字のエンコード・エ
ラー

″{0}″ の文字セット {1} へ
のエンコード時にエラーが
発生しました。

エラー

BCGEDIEM0120 RODScanner の初期化
時にエラーが発生しま
した

RODScanner の初期化時に
エラーが発生しました。詳
細: {0}

エラー

BCGEDIEM0128 IBM VAN からネット
ワーク・エラー・メッ
セージを受信しまし
た。

IBM VAN からネットワー
ク・エラー・メッセージを
受信しました。詳細: メッ
セージ ID = {0}、メッセー
ジの説明 = {1}、重大度コ
ード = {2}

エラー

BCGEDIEM0150 渡された文書は
EDIAckHandler に適用
されません

渡された文書は
EDIAckHandler に適用され
ません

エラー

BCGEDIEM0151 EDI 肯定応答の処理
時にエラーが発生しま
した

EDI 肯定応答の処理時にエ
ラーが発生しました。エラ
ーのある端末でメッセージ
を取得しました。

エラー

BCGEDIEM0152 コンテキストからデー
タベース接続を取得で
きません

コンテキストからデータベ
ース接続を取得できません

エラー

BCGEDIEM0200 データベース接続エラ
ーが発生しました。

コンテキスト内にデータベ
ース接続オブジェクトがな
いか、または無効です。

エラー

BCGEDIEM0201 ファイルへの書き込み
時に入出力エラーが発
生しました。

PROCESS DIR {0} でファ
イルを作成できません

エラー

BCGEDIEM0202 AbsDocument を直列
化できません。

AbsDocument を直列化しよ
うとしてパーサー例外が発
生しました。

エラー

BCGEDIEM0203 AbsDocument の直列
化時に例外が発生しま
した。

AbsDocument を直列化しよ
うとして例外が発生しまし
た。

エラー

BCGEDIEM0204 ビジネス文書を導入で
きません

ID が {0} のビジネス文書
をワークフローに戻すこと
ができません。

エラー

BCGEDIEM0205 状態情報を検索できま
せん。

状態管理サービスで状態情
報が見つかりません。

エラー
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表 30. EDI イベント・コードとメッセージ (続き)

EDI イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCGEDIEV0003 交換の開始が見つかり
ません

メッセージをエンベロープ
解除しようとしましたが、
有効な交換の開始が見つか
らなかったため失敗しまし
た

エラー

BCGEDIEV0009 取引パートナーのニッ
クネームの検索に失敗
しました

取引パートナーのニックネ
ーム {0} が見つかりません

エラー

BCGEDIEV0010 関数の内部エラーです 内部エラーが発生しまし
た。関数: {0}、戻りコード:

{1}

エラー

BCGEDIEV0011 データベース・トラン
ザクションに失敗しま
した

データベース・トランザク
ションに失敗しました。
SQL エラー: {0}

エラー

BCGEDIEV0018 エンベロープ・セグメ
ントが見つかりません

{0} エンベローパーまたは
デエンベローパーがエラー
を検出しました。{1} セグ
メントが見つかりませんで
した

エラー

BCGEDIEV0050 変換テーブルの検索に
失敗しました

メッセージのエンベロープ
またはエンベロープ解除時
に、変換テーブルの検索に
失敗しました。変換テーブ
ル: {0}、値: {1}

エラー

BCGEDIEV0051 エンベロープ・セグメ
ントが見つかりません

0} デエンベローパーがエラ
ーを検出しました。{1} が
見つかりました ({2} はな
し)

エラー

BCGEDIEV0052 エンベロープするメッ
セージが空です

{0} エンベローパーがエラ
ーを検出しました。エンベ
ロープする空のメッセージ
を受信しました

エラー

BCGEDIEV0053 制御番号マスクの最大
グループ数を超えまし
た

{0} エンベローパーがエラ
ーを検出しました。合計グ
ループ数が制御番号マスク
で許可された数を超えてい
ます

エラー

BCGEDIEV0054 複数交換エラー {0} デエンベローパーがエ
ラーを検出しました。複数
交換が検出されましたが、
これは許可されません。

エラー
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表 30. EDI イベント・コードとメッセージ (続き)

EDI イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCGEDIEV0055 変換テーブルの検索の
警告

メッセージのエンベロープ
時に、変換テーブルの検索
でエントリーが戻されませ
んでした。変換テーブル:

{0}、値: {1}

エラー

BCGEDIEV0056 変換テーブルの検索の
警告

メッセージのエンベロープ
解除時に、変換テーブルの
検索でエントリーが戻され
ませんでした。変換テーブ
ル: {0}、値: {1}、グルー
プ/トランザクション制御番
号 {2}

エラー

BCGEDIEV0057 エンベロープに失敗し
ました

メッセージをエンベロープ
しようとして失敗しまし
た。エンベロープ・タイプ
が {0} でした

エラー

BCGEDIEV0058 エンベロープ解除に失
敗しました

メッセージをエンベロープ
解除しようとして失敗しま
した

エラー

BCGEDIFT0100 必要な引数がありませ
ん

コマンドでの構文エラー:

{0}。必要な引数がありませ
んでした

エラー

BCGEDIFT0110 FTP スクリプト処理
が停止しました

エラーにより、FTP スクリ
プト処理が停止しました

エラー

BCGEDIFT0111 ファイル基本名があり
ません

取得されたファイルにはベ
ース名がありません

エラー

BCGEDIFT0112 コンポーネントのオブ
ジェクトがないか、ま
たは無効です

入力端末上に不明のオブジ
ェクトがあります

エラー

BCGEDIFT0113 コマンドの実行時に予
期しないエラーが発生
しました

コマンド {0} の実行時に予
期しないエラーが発生しま
した

エラー

BCGEDIFT0114 ファイルのダウンロー
ド時に予期しないエラ
ーが発生しました

ファイル {0} のダウンロー
ド時に予期しないエラーが
発生しました

エラー

BCGEDIFT0115 FTP スクリプト・フ
ァイルが見つかりませ
ん

FTP スクリプト・ファイル
が見つかりません

エラー

BCGEDIFT0116 IO 例外読み取りスク
リプト

スクリプトの読み取り時に
IO 例外を catch しました

エラー
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表 30. EDI イベント・コードとメッセージ (続き)

EDI イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCGEDIFT0117 FTP スクリプトの構
文解析時に予期しない
例外が発生しました

FTP スクリプトの構文解析
時に予期しない例外を catch

しました。システム管理者
に連絡してください。例外
およびスタック・トレース
についての詳細は、トレー
ス・ファイルにあります

エラー

BCGEDIFT0118 ファイルのアップロー
ドに失敗しました

ファイルをアップロードで
きません。ファイル名: {0}

エラー

BCGEDIFT0119 MPUT のファイルが
ありません

MPUT が発行されました
が、送信するファイルが見
つかりませんでした。ファ
イル名: {0}。ディレクトリ
ー: {1}

エラー

BCGEDIFT0120 FTP コマンドがタイ
ムアウトになりました

FTP コマンドがタイムアウ
トになりました。送信中の
コマンド: {0}

エラー

BCGEDIFT0200 IO 例外 IO 例外が発生しました。例
外テキスト: {0}

エラー

BCGEDIFT0201 データ・ソケットの作
成に失敗しました

データ・ソケットを作成で
きませんでした。Connection

または ControlSocket がヌ
ルです

エラー

BCGEDIFT0202 応答コードがヌルです ヌル・ポインター例外: 処
理のための応答コードが含
まれている StringBuffer が
ヌルです

エラー

BCGEDIFT0203 引数値が無効です 引数の値が無効です。一部
またはすべての値がヌルで
す

エラー

BCGEDIFT0204 制御ソケットが作成さ
れません

制御ソケットが作成されま
せん

エラー

BCGEDIFT0205 必要なファイルが見つ
かりません

必要なファイルが見つかり
ません

エラー

BCGEDIFT0206 例外が発生しました 例外が発生しました エラー

BCGEDIFT0207 アクティブなデータ・
ソケットがヌルです

アクティブなデータ・ソケ
ットがヌルです

エラー

BCGEDIFT0208 SocketException が発
生しました

SocketException が発生しま
した

エラー

BCGEDIFT0209 受動データ・ソケット
がヌルです

受動データ・ソケットがヌ
ルです

エラー

BCGEDIFT0210 データ・ソケットがヌ
ルです

データ・ソケットがヌルで
す

エラー

付録 B. 障害発生時イベント 115



表 30. EDI イベント・コードとメッセージ (続き)

EDI イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCGEDIFT0211 秘密鍵の読み込みに失
敗しました

ファイル名 - {0} から秘密
鍵ファイルをロードできま
せんでした。別名が見つか
りません

エラー

BCGEDIFT0212 クライアント証明書の
検証に失敗しました

クライアント証明書 (ロー
カル証明書) の検証に失敗
しました。証明書が無効で
あるか、失効している可能
性があります

エラー

BCGEDIFT0220 OPEN コマンドが失敗
しました

OPEN コマンドが失敗しま
した。理由: {0}

エラー

BCGEDIFT0221 CWD コマンドが失敗
しました

CWD コマンドが失敗しま
した。理由: {0}

エラー

BCGEDIFT0222 DELE コマンドが失敗
しました

DELE コマンドが失敗しま
した。理由: {0}

エラー

BCGEDIFT0223 PUT コマンドが失敗
しました

PUT コマンドが失敗しまし
た。理由: {0}

エラー

BCGEDIFT0224 GET コマンドが失敗
しました

GET コマンドが失敗しまし
た。理由: {0}

エラー

BCGEDIFT0225 LIST コマンドが失敗
しました

LIST コマンドが失敗しまし
た。理由: {0}

エラー

BCGEDIFT0226 QUIT コマンドが失敗
しました

QUIT コマンドが失敗しま
した。理由: {0}

エラー

BCGEDIFT0227 RMD コマンドが失敗
しました

RMD コマンドが失敗しま
した。理由: {0}

エラー

BCGEDIFT0228 MKD コマンドが失敗
しました

MKD コマンドが失敗しま
した。理由: {0}

エラー

BCGEDIFT0229 PASV コマンドが失敗
しました

PASV コマンドが失敗しま
した。理由: {0}

エラー

BCGEDIFT0230 GETDEL コマンドが
失敗しました

GETDEL コマンドが失敗し
ました。理由: {0}

エラー

BCGEDIFT0231 FTP コマンドが失敗
しました

FTP コマンド {0} が失敗
しました。理由: {1}

エラー

BCGEDIFT0232 FTP サーバーからの
応答がヌルです

FTP サーバーからの応答が
ヌルです

エラー

BCGEDIMD0001 メタデータの読み取り
時に予期しない例外が
発生しました

メタデータの読み取り時に
予期しない例外が発生しま
した。構文: {0}、ディクシ
ョナリー: {1}、文書: {2}、
例外テキスト: {3}

エラー
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表 30. EDI イベント・コードとメッセージ (続き)

EDI イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCGEDIMD0002 メタデータ制御ストリ
ングが無効です

メタデータ制御ストリング
が無効であるか、または別
のバージョン用にコンパイ
ルされています。構文:

{0}、ディクショナリー:

{1}、文書: {2}

エラー

BCGEDIMD0003 メタデータ制御ストリ
ングの読み取りに失敗
しました

データベースからメタデー
タ制御ストリングを読み取
ることができません。構文:

{0}、ディクショナリー:

{1}、文書: {2}

エラー

BCGEDINK0001 ネットワーク肯定応答
が無効です

IBM VAN ネットワーク肯
定応答コンポーネントに渡
された文書が、有効なネッ
トワーク肯定応答ではあり
ません

エラー

BCGEDINK0002 属性値が無効です 属性 {0} に無効な値 {1}

があります
エラー

BCGEDISP0002 エンコードを判別でき
ません

XML スプリッターが、
XML 入力データのエンコ
ードを判別できませんでし
た

エラー

BCGEDISP0003 XML データが無効で
す

XML スプリッターに渡さ
れたデータは、有効な
XML データではありませ
ん

エラー

BCGEDISP0005 交換イテレーターがヌ
ルです

内部エラーが発生しまし
た。前の呼び出し中に交換
イテレーターが設定されま
せんでした

エラー

BCGEDISP0006 入力データの終了 スプリッターが入力データ
の終わりに達しました

エラー

BCGEDIUP0001 XML 構文解析時の致
命的エラー

XML 文書 {0} の行 {1}、
列 {2} の構文解析中に致命
的エラーが発生しました。
パーサーからのメッセー
ジ・テキスト: {3}

エラー

BCGEDIUP0002 XML 構文解析時の重
大エラー

XML 文書 {0} の行 {1}、
列 {2} の構文解析中に重大
エラーが発生しました。パ
ーサーからのメッセージ・
テキスト: {3}

エラー

BCGEDIUP0015 メタデータの読み取り
に失敗しました

メッセージのメタデータを
取得しようとして失敗しま
した

エラー
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表 30. EDI イベント・コードとメッセージ (続き)

EDI イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCGEDIUP0118 文字のエンコード・エ
ラー

″{0}″ の文字セット {1} へ
のエンコード時にエラーが
発生しました。

エラー

BCGEDIUP0021 入力データ・レコード
を識別できません

入力データ・レコードを識
別できません。レコード番
号: {0}。データ・イメージ:

{1}

エラー

BCGEDIUP0023 レコードが指定の最大
反復回数を超えました

受信したデータは、指定の
最大反復回数を超えていま
す。レコード番号: {0}。デ
ータ識別番号: {1}、最大反
復回数: {2}

エラー

BCGEDIUP0033 ディクショナリー値ま
たは文書値がありませ
ん

構文解析に使用されるディ
クショナリー値および文書
値が指定されていなかった
か、またはブランクです

エラー

BCGEDIUP0034 構造体の使用法が無効
です

構造体を含むデータ形式で
は、文字で区切られたデー
タはサポートされるオプシ
ョンではありません

エラー

BCGEDIUP0038 レコード区切り文字が
ありません

レコード区切り文字を検出
せずにレコードの終わりに
達しました。必要なレコー
ド区切り文字: {0}。レコー
ド番号: {1}。レコード名:

{2}。バイト・オフセット:

{3}

エラー

BCGEDIUP0039 文字変換に失敗しまし
た

データをユニコード文字に
変換しようとして失敗しま
した。入力データ: {0}、デ
ータ長: {1}。受信したエラ
ー: {2}

エラー

BCGEDIUP0040 データ・タイプに対し
てデータが無効です

{0} タイプ・データを変換
しようとして、無効なデー
タが見つかりました。無効
なデータ: {1}

エラー

BCGEDIUP0041 サポートされない文字
セットです

ROD データに使用される文
字セットはサポートされて
いません。文字セット: {0}

エラー

BCGEDIUP0042 サポートされないレコ
ードが見つかりました

C および D レコードの処
理時にサポートされないレ
コードが見つかりました。
最初の位置に文字 C、D、
または Z が必要でした。
{0} を受信しました。バイ
ト・オフセット: {1}

エラー
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表 30. EDI イベント・コードとメッセージ (続き)

EDI イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCGEDIUP0052 予期しない直列化例外
が発生しました

文書の直列化時に予期しな
い例外が発生しました。例
外テキスト: {0}

エラー

BCGEDIUP0053 パーサーまたはシリア
ライザーの作成に失敗
しました

構文 {0} に対してパーサー
またはシリアライザーを作
成できませんでした

エラー

BCGEDIUP0055 直列化の文書が空です 文書が空のため、文書を直
列化できませんでした

エラー

BCGEDIUP0057 直列化の文書が無効で
す

文書の内部構造が無効であ
るため、文書を直列化でき
ませんでした

エラー

BCGEDIUP0099 認識された入力データ
がありません

パーサーが認識できる入力
データを見つけることがで
きませんでした。パーサ
ー・コンポーネント: {0}

エラー

BCGEDIUP0100 メタデータの詳細が見
つかりません

文書にメタデータ詳細があ
りません。ディクショナリ
ー={0}、文書={1}、構文
={2}

エラー

BCGEDIUP0101 メタデータ制御ストリ
ングが見つかりません

メタデータ制御ストリング
が見つかりません。ディク
ショナリー={0}、文書
={1}、構文={2}

エラー

BCGEDIUP0106 ROD データ形式が無
効です

ROD DataFormat が無効で
す。レコード・ノードに下
位ノード (構造またはフィ
ールド) がありません。レ
コード名: {0}

エラー

BCGEDIUP0107 レコードにレコード名
がありません

D レコード用の文書にヌル
の RecordName がありませ
ん

エラー

BCGEDIUP0108 ルート・ノード下に予
期しないノードがあり
ます

ROD DataFormat が無効で
す。ROD ルート・ノード
{0} に、レコードおよびル
ープ以外の下位ノードがあ
ります

エラー

BCGEDIUP0109 ノードにレコード名が
ありません

レコード・ノードにヌルま
たは空の RecordName があ
ります

エラー

BCGEDIUP0110 メタデータ情報の取得
時にエラーが発生しま
した

レコードの MetaData から
RODMetaDataElement を取
得できません: {0}

エラー
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表 30. EDI イベント・コードとメッセージ (続き)

EDI イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCGEDIUP0111 空のレコードが見つか
りました

MetaDataElement に子エレ
メントがありません: {0}。
エレメント・タイプはレコ
ード

エラー

BCGEDIUP0112 レコード・ノード下に
予期しないノードがあ
ります

ROD DataFormat が無効で
す。ROD レコード・ノード
{0} に、構造およびフィー
ルド以外の下位ノードがあ
ります

エラー

BCGEDIUP0113 ループ・ノード下に予
期しないノードがあり
ます

ROD DataFormat が無効で
す。ROD ループ・ノード
{0} に、ループおよびレコ
ード以外の下位ノードがあ
ります

エラー

BCGEDIUP0114 構造体ノード下に予期
しないノードがありま
す

ROD DataFormat が無効で
す。ROD レコード・ノード
{0} に、構造およびフィー
ルド以外の下位ノードがあ
ります

エラー

BCGEDIUP0115 空の構造体が見つかり
ました

MetaDataElement に子エレ
メントがありません: {0}。
エレメント・タイプは構造

エラー

BCGEDIUP0116 データ形式に無効な文
字があります

{0} データ形式で無効な文
字が見つかりました。文字:

{1}

エラー

BCGEDIUP0117 文字のデコード・エラ
ー

オフセット {0} で文字デコ
ード・エラーが発生しまし
た。

エラー

BCGEDIUP0118 文字のエンコード・エ
ラー

{2} の文字セット {3} への
エンコード時にエラーが発
生しました

エラー

BCGEDIUT0008 現在のマップ名 処理中のマップ名: {0} エラー

BCGEDIUT0011 制御ストリング命令に
失敗しました

変換ノード (DTC) が、制
御ストリング命令を処理で
きませんでした。制御スト
リング命令: {0}、命令スト
リーム・オフセット: {1}、
マップ名: {2}

エラー

BCGEDIUT0023 出力文書の作成に失敗
しました

出力文書を作成しようとし
て失敗しました。ルート・
ノード名: {0}、構文: {1}

エラー
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表 30. EDI イベント・コードとメッセージ (続き)

EDI イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCGEDIUT0033 ユーザー指定のメッセ
ージ・テキスト

ユーザー指定のメッセー
ジ・テキスト: {0}。このメ
ッセージは、重大度コード
{1}、ユーザー・コード {2}

でログに記録されました

エラー

BCGEDIUT0034 HexDecode ストリン
グの長さが無効です

変換コンポーネントがスト
リングを 16 進数でデコー
ドしようとしましたが、ス
トリングの長さが無効でし
た。デコードするストリン
グの文字数は偶数でなけれ
ばなりません

エラー

BCGEDIUT0035 HexDecode 文字が無
効です

変換コンポーネントが
HexDecode コマンドを実行
し、デコードできない文字
値が検出されました。文字
値: {0}

エラー

BCGEDIUT0041 変換テーブルの検索に
失敗しました

変換テーブルの検索項目
{0} が {1} にありません。
デフォルト値 {2} が戻され
ました。

エラー

BCGEDIUT0061 組み込みマップの値が
無効です

組み込みマップにはバイト
配列エレメントが必要で
す。命令ストリーム・オフ
セット: {1}、マップ名: {2}

エラー

BCGEDIUT0100 ユーザー出口が見つか
りません

ユーザー出口 {0} が見つか
りませんでした

エラー

BCGEDIUT0101 ユーザー出口で予期し
ない例外が発生しまし
た

ユーザー出口 {0} に予期し
ない例外がありました: {1}

エラー

BCGEDIUT0401 マップ制御ストリング
が見つかりません

データベースでマップ {0}

の制御ストリングが見つか
りませんでした

エラー

BCGEDIUT0402 マップ制御ストリング
が無効です

マップ {0} の制御ストリン
グが無効であるか、または
別のバージョン用にコンパ
イルされました

エラー

BCGEDIUT0403 グローバル変数が見つ
かりません

グローバル変数 {0} が見つ
かりませんでした。マップ
制御ストリング {1} をロー
ドできませんでした

エラー

BCGEDIUT0404 グローバル変数に無効
な初期値があります

グローバル変数 {0} の初期
値が無効です。マップ制御
ストリング {1} をロードで
きませんでした

エラー
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表 30. EDI イベント・コードとメッセージ (続き)

EDI イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCGEDIUT0405 マップ制御ストリング
の読み取り時に予期し
ない例外が発生しまし
た

データベースからのマップ
制御ストリングの読み取り
時に予期しない例外が発生
しました。マップ名: {0}、
例外テキスト: {1}

エラー

BCGEDIUT0406 グローバル変数の読み
取り時に予期しない例
外が発生しました

データベースからのグロー
バル変数の読み取り時に予
期しない例外が発生しまし
た。変数名: {0}、マップ名:

{1}、例外テキスト: {2}

エラー

BCGEDIUT0407 マップ制御ストリング
の読み取り時にデータ
ベース・エラーが発生
しました

データベース・エラーのた
め、マップ {0} の制御スト
リングをロードできません
でした

エラー

BCGEDIUT0501 変換用の入力文書が空
です

変換用の入力文書が空です エラー

BCGEDIVA0001 必須データ・エレメン
トがありません

必須データ・エレメントが
ありません。エレメント名
= {0}、セグメント名 =

{1}、セグメントの位置 =

{2}、送信側取引パートナー
ID/修飾子 = {3}/{4}、受信
側取引パートナー ID/修飾
子 = {5}/{6}、制御番号 =

{7}

エラー

BCGEDIVA0002 データ・エレメントが
長すぎます

データ・エレメントが長す
ぎます。エレメント名 =

{0}、セグメント名 = {1}、
セグメントの位置 = {2}、
送信側取引パートナー ID/

修飾子 = {3}/{4}、受信側
取引パートナー ID/修飾子
= {5}/{6}、制御番号 =

{7}、エレメント・タイプ =

{8}、値 = {9}、有効な長さ
= {10}、定義済み最大長 =

{11}

エラー
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表 30. EDI イベント・コードとメッセージ (続き)

EDI イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCGEDIVA0003 データ・エレメントが
短すぎます

データ・エレメントが短す
ぎます。エレメント名 =

{0}、セグメント名 = {1}、
セグメントの位置 = {2}、
送信側取引パートナー ID/

修飾子 = {3}/{4}、受信側
取引パートナー ID/修飾子
= {5}/{6}、制御番号 =

{7}、エレメント・タイプ =

{8}、値 = {9}、有効な長さ
= {10}、定義済み最小長 =

{11}

エラー

BCGEDIVA0004 検証テーブル内でコー
ド値が見つかりません

検証テーブルでコード値が
見つかりません。エレメン
ト名 = {0}、セグメント名
= {1}、セグメントの位置 =

{2}、送信側取引パートナー
ID/修飾子 = {3}/{4}、受信
側取引パートナー ID/修飾
子 = {5}/{6}、制御番号 =

{7}、エレメント・タイプ =

{8}、値 = {9}、検証テーブ
ル = {10}

エラー

BCGEDIVA0010 「ペア」(P) の状態に
失敗しました

「ペア」(P) の状態に失敗
しました。標準では項目
{0} をペアとして定義して
いますが、項目 {1} のみが
存在しました。セグメント
名 = {2}、セグメントの位
置 = {3}、送信側取引パー
トナー ID/修飾子 =

{4}/{5}、受信側取引パート
ナー ID/修飾子 = {6}/{7}、
制御番号 = {8}

エラー

BCGEDIVA0011 「必要」(R) の状態に
失敗しました

「必要」(R) の状態に失敗
しました。標準では項目
{0} を必要として定義して
いますが、すべてがありま
せん。セグメント名 =

{2}、セグメントの位置 =

{3}、送信側取引パートナー
ID/修飾子 = {4}/{5}、受信
側取引パートナー ID/修飾
子 = {6}/{7}、制御番号 =

{8}

エラー
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表 30. EDI イベント・コードとメッセージ (続き)

EDI イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCGEDIVA0012 「排他的」(E) の状態
に失敗しました

「排他的」(E) の状態に失
敗しました。標準では項目
{0} を相互に排他的として
定義していますが、{1} が
存在しています。セグメン
ト名 = {2}、セグメントの
位置 = {3}、送信側取引パ
ートナー ID/修飾子 =

{4}/{5}、受信側取引パート
ナー ID/修飾子 = {6}/{7}、
制御番号 = {8}

エラー

BCGEDIVA0013 「条件付き」(C) の状
態に失敗しました

「条件付き」(C) の状態に
失敗しました。標準では項
目 {0} を条件付きで必要と
して定義していますが、{1}

のみが存在しています。最
初の項目が存在している場
合は、他のすべての項目が
存在していなければなりま
せん。セグメント名 =

{2}、セグメントの位置 =

{3}、送信側取引パートナー
ID/修飾子 = {4}/{5}、受信
側取引パートナー ID/修飾
子 = {6}/{7}、制御番号 =

{8}

エラー

BCGEDIVA0014 「条件付きでリスト」
(L) の状態に失敗しま
した

「条件付きでリスト」(L)

の状態に失敗しました。標
準では項目 {0} を条件付き
ペアとして定義しています
が、{1} のみが存在してい
ます。最初の項目が存在し
ている場合は、他の項目の
うちの 1 つ以上が存在して
いなければなりません。セ
グメント名 = {2}、セグメ
ントの位置 = {3}、送信側
取引パートナー ID/修飾子
= {4}/{5}、受信側取引パー
トナー ID/修飾子 =

{6}/{7}、制御番号 = {8}

エラー
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表 30. EDI イベント・コードとメッセージ (続き)

EDI イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCGEDIVA0015 必須の複合エレメント
がありません

必須の複合エレメントがあ
りません。エレメント名 =

{0}、セグメント名 = {1}、
セグメントの位置 = {2}、
送信側取引パートナー ID/

修飾子 = {3}/{4}、受信側
取引パートナー ID/修飾子
= {5}/{6}、制御番号 = {7}

エラー

BCGEDIVA0016 複合データ・エレメン
トの最大反復回数を超
えました

複合エレメントの反復回数
が標準で定義された回数を
超えています。エレメント
名 = {0}、セグメント名 =

{1}、セグメントの位置 =

{2}、送信側取引パートナー
ID/修飾子 = {3}/{4}、受信
側取引パートナー ID/修飾
子 = {5}/{6}、制御番号 =

{7}、反復回数 = {8}、定義
済み最大反復回数 = {9}

エラー

BCGEDIVA0025 交換またはグループで
トランザクションまた
はメッセージが重複し
ています

現在の交換または機能グル
ープ内でトランザクション
集合またはメッセージが重
複しています。トランザク
ション集合またはメッセー
ジ制御番号 = {0}、送信側
取引パートナー ID/修飾子
= {1}/{2}、受信側取引パー
トナー ID/修飾子 =

{3}/{4}、制御番号 = {5}

エラー

BCGEDIVA0030 データ・エレメントで
文字セットの検証に失
敗しました

データ・エレメントで文字
セットの検証に失敗しまし
た。エレメント名 = {0}、
セグメント名 = {1}、セグ
メントの位置 = {2}、送信
側取引パートナー ID/修飾
子 = {3}/{4}、受信側取引
パートナー ID/修飾子 =

{5}/{6}、制御番号 = {7}、
エレメント・タイプ =

{8}、値 = {9}、検証テーブ
ル = {10}

エラー
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表 30. EDI イベント・コードとメッセージ (続き)

EDI イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCGEDIVA0031 数値エレメントが無効
です

数値エレメントが無効で
す。エレメント名 = {0}、
セグメント名 = {1}、セグ
メントの位置 = {2}、送信
側取引パートナー ID/修飾
子 = {3}/{4}、受信側取引
パートナー ID/修飾子 =

{5}/{6}、制御番号 = {7}、
エレメント・タイプ =

{8}、値 = {9}

エラー

BCGEDIVA0032 実数数値エレメントが
無効です

実数数値エレメントが無効
です。エレメント名 =

{0}、セグメント名 = {1}、
セグメントの位置 = {2}、
送信側取引パートナー ID/

修飾子 = {3}/{4}、受信側
取引パートナー ID/修飾子
= {5}/{6}、制御番号 =

{7}、エレメント・タイプ =

{8}、値 = {9}

エラー

BCGEDIVA0033 日付エレメントが無効
です

日付エレメントが無効で
す。エレメント名 = {0}、
セグメント名 = {1}、セグ
メントの位置 = {2}、送信
側取引パートナー ID/修飾
子= {3}/{4}、受信側取引パ
ートナー ID/修飾子 =

{5}/{6}、制御番号 = {7}、
エレメント・タイプ =

{8}、値 = {9}

エラー

BCGEDIVA0034 時刻エレメントが無効
です

時刻エレメントが無効で
す。エレメント名 = {0}、
セグメント名 = {1}、セグ
メントの位置 = {2}、送信
側取引パートナー ID/修飾
子= {3}/{4}、受信側取引パ
ートナー ID/修飾子 =

{5}/{6}、制御番号 = {7}、
エレメント・タイプ =

{8}、値 = {9}

エラー
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表 30. EDI イベント・コードとメッセージ (続き)

EDI イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCGEDIVA0035 データ・エレメントの
最大反復回数を超えま
した

エレメントの反復回数が標
準で定義された回数を超え
ています。エレメント名 =

{0}、セグメント名 = {1}、
セグメントの位置 = {2}、
送信側取引パートナー ID/

修飾子 = {3}/{4}、受信側
取引パートナー ID/修飾子
= {5}/{6}、制御番号 =

{7}、反復回数 = {8}、定義
済み最大反復回数 = {9}

エラー

BCGEDIVA0050 セグメント内のエレメ
ントが多すぎるか、ま
たは予期しないエレメ
ントがあります

セグメント内のエレメント
が多すぎるか、または予期
しないエレメントがありま
す。エレメント名 = {0}、
セグメント名 = {1}、セグ
メントの位置 = {2}、送信
側取引パートナー ID/修飾
子 = {3}/{4}、受信側取引
パートナー ID/修飾子 =

{5}/{6}、制御番号 = {7}

エラー

BCGEDIVA0051 セグメント ID を認識
できません

セグメント ID を認識でき
ません。セグメント名 =

{0}、セグメントの位置 =

{1}、送信側取引パートナー
ID/修飾子 = {2}/{3}、受信
側取引パートナー ID/修飾
子 = {4}/{5}、制御番号 =

{6}

エラー

BCGEDIVA0052 必須セグメントがあり
ません

必須セグメントがありませ
ん。セグメント名 = {0}、
セグメントの位置 = {1}、
送信側取引パートナー ID/

修飾子 = {2}/{3}、受信側
取引パートナー ID/修飾子
= {4}/{5}、制御番号 = {6}

エラー

BCGEDIVA0054 ループの反復回数が標
準で定義された回数を
超えています

ループの反復回数が標準で
定義された回数を超えてい
ます。ループ名 = {0}、セ
グメントの位置 = {1}、送
信側取引パートナー ID/修
飾子 = {2}/{3}、受信側取
引パートナー ID/修飾子 =

{4}/{5}、制御番号 = {6}、
反復回数 = {7}、定義済み
最大反復回数 = {8}

エラー
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表 30. EDI イベント・コードとメッセージ (続き)

EDI イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCGEDIVA0055 セグメントの反復回数
が標準で定義された回
数を超えています

セグメントの反復回数が標
準で定義された回数を超え
ています。セグメント名 =

{0}、セグメントの位置 =

{1}、送信側取引パートナー
ID/修飾子 = {2}/{3}、受信
側取引パートナー ID/修飾
子 = {4}/{5}、制御番号 =

{6}、反復回数 = {7}、定義
済み最大反復回数 = {8}

エラー

BCGEDIVA0101 トランザクション集合
またはメッセージ制御
番号の組み合わせが不
適切です

ヘッダーおよびトレーラー
で、トランザクション集合
またはメッセージ制御番号
が一致しません。グルー
プ・ヘッダー制御番号 =

{0}、グループ・トレーラー
制御番号 = {1}、送信側取
引パートナー ID/修飾子 =

{2}/{3}、受信側取引パート
ナー ID/修飾子 = {4}/{5}、
制御番号 = {6}

エラー

BCGEDIVA0102 トランザクション集合
またはメッセージ・ト
レーラーがないか、ま
たは無効です

トランザクション集合また
はメッセージ・トレーラー
がないか、または無効で
す。制御番号 = {0}、送信
側取引パートナー ID/修飾
子 = {1}/{2}、受信側取引
パートナー ID/修飾子 =

{3}/{4}、制御番号 = {5}

エラー

BCGEDIVA0103 トランザクション集合
またはメッセージ・ト
レーラー・カウントが
無効です

トランザクション集合また
はメッセージ・トレーラー
に無効なセグメント・カウ
ントが含まれています。ト
ランザクション集合または
メッセージ制御番号 =

{0}、送信側取引パートナー
ID/修飾子 = {1}/{2}、受信
側取引パートナー ID/修飾
子 = {3}/{4}、トレーラー
からの値 = {5}、実際の受
信数 = {6}

エラー
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表 30. EDI イベント・コードとメッセージ (続き)

EDI イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCGEDIVA0151 機能グループの制御番
号の組み合わせが不適
切です

ヘッダーおよびトレーラー
で、機能グループ制御番号
が一致しません。ヘッダー
制御番号 = {0}、トレーラ
ー制御番号 = {1}、送信側
取引パートナー ID/修飾子
= {2}/{3}、受信側取引パー
トナー ID/修飾子 =

{4}/{5}、制御番号 = {6}

エラー

BCGEDIVA0152 機能グループのトレー
ラーがないか、または
無効です

機能グループ・トレーラー
がないか、または無効で
す。機能制御番号 = {0}、
送信側取引パートナー ID/

修飾子 = {1}/{2}、受信側
取引パートナー ID/修飾子
= {3}/{4}、制御番号 = {5}

エラー

BCGEDIVA0153 機能グループのトレー
ラー・カウントが無効
です

機能グループ・トレーラー
に無効なトランザクション
集合またはメッセージ・カ
ウントが含まれています。
機能制御番号 = {0}、送信
側取引パートナー ID/修飾
子 = {1}/{2}、受信側取引
パートナー ID/修飾子 =

{3}/{4}、制御番号 = {5}、
トレーラーからの値 =

{6}、実際の受信数 = {7}

エラー

BCGEDIVA0158 交換でグループが重複
しています

現在の交換内で重複するグ
ループが検出されました。
グループ制御番号 = {0}、
送信側取引パートナー ID/

修飾子 = {1}/{2}、受信側
取引パートナー ID/修飾子
= {3}/{4}、制御番号 = {5}

エラー

BCGEDIVA0202 交換のトレーラーがな
いか、または無効です

交換トレーラーがないか、
または無効です。交換ヘッ
ダー制御番号 = {0}、送信
側取引パートナー ID/修飾
子 = {1}/{2}、受信側取引
パートナー ID/修飾子 =

{3}/{4}

エラー
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表 30. EDI イベント・コードとメッセージ (続き)

EDI イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCGEDIVA0203 交換の制御番号の組み
合わせが不適切です

ヘッダーおよびトレーラー
で、交換制御番号が一致し
ません。交換ヘッダー制御
番号 = {0}、交換トレーラ
ー制御番号 = {1}、送信側
取引パートナー ID/修飾子
= {2}/{3}、受信側取引パー
トナー ID/修飾子 = {4}/{5}

エラー

BCGEDIVA0205 交換のトレーラー・カ
ウントが無効です

交換トレーラーに無効なグ
ループまたはメッセージ・
カウントが含まれていま
す。交換ヘッダー制御番号
= {0}、送信側取引パートナ
ー ID/修飾子 = {1}/{2}、受
信側取引パートナー ID/修
飾子 = {3}/{4}、トレーラ
ーからの値 = {5}、実際の
受信数 = {6}

エラー

BCGEDIVA0211 交換が重複しています 重複する交換が検出されま
した。交換ヘッダー制御番
号 = {0}、送信側取引パー
トナー ID/修飾子 =

{1}/{2}、受信側取引パート
ナー ID/修飾子 = {3}/{4}

エラー

BCGEDIVA0981 ユーザー指定の検証マ
ップが見つかりませ
ん。

ユーザー指定の検証マップ
{0} が見つかりません

エラー

BCGEDIVA0982 サービス・セグメント
検証マップが見つかり
ません。

サービス・セグメント検証
マップ {0} が見つかりませ
ん

エラー

BCGEDIVA0983 文書構文に対して、サ
ービス・セグメント検
証がサポートされてい
ません。

文書構文に対して、サービ
ス・セグメント検証がサポ
ートされていません

エラー

BCGEDIVA0991 必要なプロパティーま
たはコンテンツ・エレ
メントが見つかりませ
ん

必要なプロパティーまたは
コンテンツ・エレメント
{0} が見つかりません

エラー

BCGEDIVA0992 メッセージ・プロパテ
ィーが見つかりません

メッセージ・プロパティー
が見つかりません

エラー

BCGEDIVA0993 メタデータが見つかり
ません

メタデータが見つかりませ
ん。ディクショナリー =

{0}、文書タイプ = {1}、構
文 = {2}

エラー
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表 30. EDI イベント・コードとメッセージ (続き)

EDI イベント・
コード イベント名 内部での記述 重大度 詳細な説明

BCGEDIVA0994 トランザクション集合
またはメッセージが空
です

EDI トランザクション集合
またはメッセージが空です

エラー

BCGEDIVA0995 致命的パーサー・エラ
ー

致命的パーサー・エラーを
検出しました

エラー

BCGEDIVA0997 フローの向きが不明で
す

不明のフローの向き {0} が
指定されました

エラー

BCGEDIVA0998 サポートされない構文
タイプです

サポートされない構文タイ
プ {0} が指定されました

エラー

BCGEDIVA0999 不明のオブジェクトを
受信しました

タイプ {0} の不明のオブジ
ェクトを受信しました

エラー
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付録 C. コンポーネント固有のプロパティー・ファイル

コンソール、Receiver、および Document Manager の各コンポーネントには、それぞ
れコンポーネント固有のプロパティー・ファイルが含まれています。以下の表に、
各コンポーネントの基本的な実行時プロパティーをすべて示します。

v コンソール固有プロパティー - 表 31

v Receiver 固有プロパティー - 136 ページの表 32

v Receiver WAS ロギング・プロパティー - 140ページの表 33

v ルーター固有プロパティー - 141ページの表 34

v ルーター WAS ロギング・プロパティー - 152ページの表 35

表 31. bcg_console.properties ファイルの内容 (コンソール固有プロパティー)

項目 デフォルト値 可能な設定 説明

## DR モード標識プロパティー

console.environment 空白または DR コンソールに表示され、これが
DR 環境かどうかを示すテキス
ト・ストリング

## バージョン標識

console.version 6..0.0 バージョン番号 通知の目的で使用されるテキス
ト・ストリング

## DB プロシージャー監査デバッ
グ・レベル

## 0 = オフ、1 = オン

ibm.bcg.db.debugLevel 0 0、1 データベースのデバッグをオンま
たはオフに設定

########## log4j デバッグ・プロパテ
ィーの開始 ###################

# Log4J デバッグ・プロパティー

# 可能なカテゴリー -

debug/info/warn/error/fatal

# デフォルトのカテゴリー「error」、
出力先: STDOUT および RollingFile

log4j.rootCategory error、stdout、
RollingFile

All、Off、debug、
info、warn、error、
fatal

すべてのコンテナーのルート・ロ
ギング設定。ロギングは、
log4j.rootCategory=OFF と設定す
ることにより完全にオフに切り替
え可能。

log4j.appender.stdout org.apache.log4j.

FileAppender

Log4J ライブラリーに使用するロ
ギング Java クラス

log4j.appender.stdout.File System.out
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表 31. bcg_console.properties ファイルの内容 (コンソール固有プロパティー) (続き)

項目 デフォルト値 可能な設定 説明

log4j.appender.stdout.layout org.apache.log4j.

PatternLayout

Log4J ライブラリーに使用するロ
ギング Java クラス

log4j.appender.stdout.layout.

ConversionPattern

%d{ABSOLUTE}

%c{1} [%t] -

%m%n

ログ・ファイルのロギング・パタ
ーン

log4j.appender.RollingFile org.apache.log4j.

RollingFile

Appender

Log4J ライブラリーに使用するロ
ギング Java クラス

log4j.appender.RollingFile.File {INSTALL DIR}/

was/profiles/

bcgconsole/logs/

bcgconsole/

bcg_console.log

ローリング・ログ・ファイル名お
よびパス

log4j.appender.RollingFile.

MaxFileSize

1000KB ローリング前のログ・ファイルの
最大サイズ

log4j.appender.RollingFile.

MaxBackupIndex

5 ローリング済みログ・ファイルの
最大数

log4j.appender.RollingFile.layout org.apache.log4j.

PatternLayout

Log4J ライブラリーに使用するロ
ギング Java クラス

log4j.appender.RollingFile.layout.

ConversionPattern

%d{DATE} %c

{2} [%t] - %m%n

ログ・ファイルのロギング・パタ
ーン

ibm.bcg.appserver.loggerClass com.shared.

logging.

Log4jLogger

使用する適切なロギング・クラス
を指定

## コンソール・グローバル appserver

プロパティー

ibm.bcg.appserver.ejbEnabled TRUE true、false 管理サービスが EJB と直接サー
ビスのどちらを使用するかの指定

ibm.bcg.appserver.mgmt.pool.

maxsize

20 EJB プールのサイズ

ibm.bcg.appserver.mgmt.ctx.

instancepolicy

singleton JNDI 初期コンテキスト・ポリシ
ー

java.naming.security.principal admin JNDI セキュリティー・プリンシ
パル・パラメーター

## Websphere JNDI 設定

ibm.bcg.appserver.

jndiInitialContextFactory

com.ibm.

websphere.

naming.Wsn

InitialContext

Factory

JNDI コンテキスト・ファクトリ
ー

ibm.bcg.appserver.

jndiContextProviderURL

corbaloc:iiop:

localhost:52809

JNDI プロバイダー URL

ibm.bcg.appserver.jdbcJndiPool $CONSOLE

.JNDI$

datasources/DB2

DS,datasources

/OraclePool

データ・ソース JNDI プレフィッ
クス
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表 31. bcg_console.properties ファイルの内容 (コンソール固有プロパティー) (続き)

項目 デフォルト値 可能な設定 説明

# データベース JDBC スキーマ

ibm.bcg.db.product $CONSOLE.DB.

TYPE$

db2、oracle データベース・タイプ

bcg.co.db.schema $CONSOLE.DB.

SID$

スキーマ情報 (DB2 - データベー
ス所有者、Oracle - スキーマ所有
者)

## JMS ポスター・インスタンス

## 可能な値は次のとおりです。

## com.ibm.bcg.shared.event.

MQSeriesPoster

ibm.bcg.jmsPosterInstance com.ibm.bcg.

shared.event.

MQSeriesPoster

## イベント通知用の JMS プロパテ
ィー

## JNDI プロバイダー URL

ibm.bcg.jms_cntxt_url {INSTALL DIR}/

console/lib/

config/jndi

JMS 情報で使用される .binding

ファイルの場所

ibm.bcg.jms_jndi_factory com.sun.jndi.

fscontext.

RefFSContext

Factory

## 接続ファクトリー名

ibm.bcg.jms.qconnFactory.name WBIC/QCF JMS キュー接続ファクトリー名

ibm.bcg.jms.topicconnFactory.name WBIC/TCF JMS トピック接続ファクトリー
名

ibm.bcg.jms.queue.name WBIC/datalogQ JMS キュー名

## ゲートウェイ・キュー

ibm.bcg.outbound.gatewayDirectory $SHARED_DATA

_DIR$/gateways

ゲートウェイ・ディレクトリー

## VTP

ibm.bcg.certs.vtp.CertificateDir $SHARED_DATA

_DIR$/security

/certs

w/ VTP を使用するためのクライ
アント証明書の場所

値が正しく指定されていない場合
は、Console_SystemErr.log でエラ
ーをスローします。このエラーは
フローに影響を与えないので、警
告として処理できます。

ibm.bcg.certs.vtp.Certificate VTP 公開鍵 (DER、バイナリー・
フォーマット)
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表 31. bcg_console.properties ファイルの内容 (コンソール固有プロパティー) (続き)

項目 デフォルト値 可能な設定 説明

ibm.bcg.certs.vtp.PrivateKey VTP 秘密鍵 (pkcs8、バイナリ
ー・フォーマット)

ibm.bcg.certs.vtp.Passwd VTP 秘密鍵のパスワード

ibm.bcg.certs.vtp.VerifySig FALSE true、false VTP が署名者を検証するかどう
か (true、false) を指定

ibm.bcg.vtp.RouterIn $SHARED_DATA

_DIR$/router_in

Router In ディレクトリー

## EAI ディレクトリー管理

ibm.bcg.EAIDocDir Documents コンソールにルーターが使用する
EAI ディレクトリーの名前を付与

## 特殊文字 (partnerLogin、Receiver、
および宛先タイプ (ゲートウェイ・タ
イプ) の検証に使用)

## 注: / ¥ の文字を許容するキーと許
可しないキーの 2 つのキーが定義さ
れます。

## 国際化対応のため、これらの値は
OS の言語やディレクトリー名に許可
される文字に応じて変わります。

ibm.bcg.specialChars !#:;\\& /?.,

ibm.bcg.specialCharsDir !#:;& ?.,

表 32. bcg_receiver.properties ファイルの内容 (Receiver 固有プロパティー)

項目 デフォルト値 可能な設定 説明

###### これを設定すると bcg.prperties

のロギング設定は無視されます。

bcg.use_container_logging TRUE true、false

############# BCG DB ##

bcg.co.db.DBType $RECEIVER.

DB.TYPE$

db2、oracle データベース・タイプ

bcg.co.db.DBPoolName $RECEIVER.

JNDI$

datasources/DB2DS,

datasources/Oracle

Pool

データ・ソース JNDI プレフィッ
クス

bcg.co.jndiContextURL corbaloc:iiop:

localhost:57809

JNDI プロバイダー URL

bcg.co.jndiFactory com.ibm.

websphere.

naming.

WsnInitial

ContextFactory

JNDI コンテキスト・ファクトリ
ー
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表 32. bcg_receiver.properties ファイルの内容 (Receiver 固有プロパティー) (続き)

項目 デフォルト値 可能な設定 説明

bcg.co.db.schema $RECEIVER.

DB.SID$

スキーマ情報 (DB2 - データベー
ス所有者、Oracle - スキーマ所有
者)

############# MQ PROPS

bcg.use_oaq FALSE true、false

bcg.jms.queue.factory WBIC/QCF JMS キュー接続ファクトリー名

bcg.jms.topic.factory WBIC/TCF JMS トピック接続ファクトリー
名

bcg.jms.jndi_factory com.sun.jndi.

fscontext.RefFS

ContextFactory

JNDI サーバーに接続するために
使用されるクラス

bcg.jms.context_url {INSTALL DIR}/

receiver/lib/

config/jndi

JMS 情報で使用される .binding

ファイルの場所

########### BPE

bcg.oaq_log_q WBIC/datalogQ JMS キュー名

########## RECEIVER MBEAN

bcg.vms_receiver_reject_dir $SHARED_DATA

_DIR$/receiver

/reject

Receiver が拒否したメッセージを
格納するファイル・システム・パ
ス

bcg.vms_receiver_tmp_dir $SHARED_DATA

_DIR$/receiver

/tmp

Receiver が一時メッセージを保管
するファイル・システム・パス

########## END RECEIVER MBEAN

bcg.receiver.persistpath $SHARED_DATA

_DIR$/router_in/

Receiver がインバウンド
RosettaNet シグナルを保持するフ
ァイル・システム・パス

bcg.receiver.sync.persistpath $SHARED_DATA

_DIR$/sync_in

Receiver が同期 RosettaNet シグ
ナルの Receiver を保持するファ
イル・システムのパス

bcg.receiver.sync.sync

CheckClasses

com.ibm.bcg.

server.sync.

SyncRosettaNet

Request|com.ibm

.bcg.server.sync.

SyncAS2Request|

com.ibm.bcg.

server.sync.Sync

SOAPRequest|

com.ibm.bcg.

server.sync.Sync

cXMLRequest

bcg.receiver.sync.responseURL /bcgreceiver/

SyncResponse

同期応答の送信先 URI
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表 32. bcg_receiver.properties ファイルの内容 (Receiver 固有プロパティー) (続き)

項目 デフォルト値 可能な設定 説明

bcg.receiver.sync.

responseURL.port

$RECEIVER

_HTTP_PORT$

Receiver の HTTP ポート

## サーブレット・プロパティー

## Receiver のサーブレットによって
メタデータとして保持される HTTP ヘ
ッダー

## 「http.hdrdef」で始まるすべての
プロパティーは、

## 保持されるヘッダーとして解釈さ
れます。

bcg.http.hdrdef.fromID x-aux-sender-id BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef.toID x-aux-receiver-id BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef.protocol x-aux-protocol BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef.protocolVersion x-aux-protocol

-version

BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef.process x-aux-process

-type

BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef.processVersion x-aux-process

-version

BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef.msgid x-aux-msg-id BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef. contentType content-type BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef. systemMsgId x-aux-system

-msg-id

BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef. RNResponseType x-rn-response

-type

BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef. RNVersion x-rn-version BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー
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表 32. bcg_receiver.properties ファイルの内容 (Receiver 固有プロパティー) (続き)

項目 デフォルト値 可能な設定 説明

bcg.http.hdrdef. productionFlag x-aux-production BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef. provSessionId x-aux-prov

-session-id

BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef. processInstanceId x-aux-process

-instance-id

BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef. contentLength Content-Length BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef. as2From AS2-From BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef. as2To AS2-To BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef. as2Version AS2-Version BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef. mimeVersion Mime-Version BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef. messageId Message-ID BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef.date Date BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef.from From BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef. subject Subject BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef.

contentTransferEncoding

Content-Transfer

-Encoding

BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef.

contentDisposition

Content-

Disposition

BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef.

dispositionNotificationTo

Disposition-

Notification-To

BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー
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表 32. bcg_receiver.properties ファイルの内容 (Receiver 固有プロパティー) (続き)

項目 デフォルト値 可能な設定 説明

bcg.http.hdrdef.

dispositionNotificationOptions

Disposition-

Notification-

Options

BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef.

receiptDeliveryOption

Receipt-Delivery

-Option

BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef. toPackagingName ToPackaging

Name

BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef. asDocType ASDocType BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef. recipientAddress Recipient

-Address

BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef. authorization Authorization BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

bcg.http.hdrdef. soapAction SOAPAction BPE によって処理され、メタデ
ータ・ファイルに保持される
HTTP ヘッダー

表 33. receiver-was.logging.properties ファイルの内容

項目 デフォルト値 可能な設定 説明

########## log4j デバッグ・プロパテ
ィーの開始 ###################

# 可能なカテゴリー -

debug/info/warn/error/fatal

# デフォルトのカテゴリー「error」、
出力先: STDOUT および RollingFile

log4j.rootCategory error、stdout、
RollingFile

All、Off、debug、
info、warn、error、
fatal

すべてのコンテナーのルート・ロ
ギング設定。ロギングは、
log4j.rootCategory=OFF と設定す
ることにより完全にオフに切り替
え可能。

log4j.appender.stdout org.apache.log4j.

ConsoleAppender

Log4J ライブラリーに使用するロ
ギング Java クラス

log4j.appender.stdout.layout org.apache.log4j.

PatternLayout

Log4J ライブラリーに使用するロ
ギング Java クラス

# 呼び出し側のファイル名と行番号を
出力するパターン。

log4j.appender.stdout.layout.

ConversionPattern

%d{DATE} %-5p

[%c{1}] [%t] -

%m%n

ログ・ファイルのロギング・パタ
ーン
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表 33. receiver-was.logging.properties ファイルの内容 (続き)

項目 デフォルト値 可能な設定 説明

log4j.appender.RollingFile org.apache.log4j.

RollingFile

Appender

Log4J ライブラリーに使用するロ
ギング Java クラス

# ログ・ファイル名

log4j.appender.RollingFile.File {INSTALL DIR}/

was/profiles/

bcgreceiver/logs

bcgreceiver/

bcg_receiver.log

ローリング・ログ・ファイル名お
よびパス

log4j.appender.RollingFile.

MaxFileSize

1000KB ローリング前のログ・ファイルの
最大サイズ

# 保持するバックアップ・ファイルの
数

log4j.appender.RollingFile.

MaxBackupIndex

10 ローリング済みログ・ファイルの
最大数

log4j.appender.RollingFile.layout org.apache.log4j.

PatternLayout

Log4J ライブラリーに使用するロ
ギング Java クラス

log4j.appender.RollingFile.layout.

ConversionPattern

%d{DATE} %-5p

[%c{1}] [%t] -

%m%n

ログ・ファイルのロギング・パタ
ーン

log4j.category.com.ibm.bcg.util.

threadPool

error

#log4j.category.com.ibm.bcg.server.

util

debug

#log4j.category.com.ibm.bcg.server debug

log4j.category.com.ibm.bcg.co.db error

表 34. bcg.properties (ルーター固有プロパティー)

項目 デフォルト値 可能な設定 説明

###### プロパティー・ロギング設定が
無視されるように設定

bcg.use_container_ logging TRUE true、false

############# サード・パーティーの
duns #####

105217165

bcg.duns

############# BCG DB ##

bcg.co.db.DBType $ROUTER.DB.

TYPE$

db2、oracle データベース・タイプ

bcg.co.db.DBPoolName $ROUTER.JNDI$ datasources/DB2

DS,datasources

/OraclePool

データ・ソース JNDI プレフィッ
クス

bcg.co.jndiContextURL corbaloc:iiop:

localhost:56809

JNDI プロバイダー URL
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表 34. bcg.properties (ルーター固有プロパティー) (続き)

項目 デフォルト値 可能な設定 説明

bcg.co.jndiFactory com.ibm.

websphere.

naming.

WsnInitialContext

Factory

JNDI コンテキスト・ファクトリー

bcg.co.db.schema $ROUTER.DB.

SID$

スキーマ情報 (DB2 - データベー
ス所有者、Oracle - スキーマ所有
者)

############# MQ PROPS

bcg.use_oaq FALSE true、false

bcg.jms.queue.factory WBIC/QCF JMS キュー接続ファクトリー名

bcg.jms.topic.factory WBIC/TCF JMS トピック接続ファクトリー名

bcg.jms.jndi_factory com.sun.jndi.

fscontext.RefFS

ContextFactory

JNDI サーバーに接続するために使
用されるクラス

bcg.jms.context_url {INSTALL DIR}/

router/lib/

config/jndi

JMS 情報で使用される .binding フ
ァイルの場所

########### BPE ##########

bcg.oaq_log_q WBIC/datalogQ JMS Log Receiver のキュー名

# Document Manager によってサポート
されている最大ファイル・サイズ

# (バイト単位)。例: 52000000 =

52MB。0 = 制限なし。

bcg.bpe_max_file_size 0 最大ファイル・サイズ (バイト単
位)

## MAIN RTR ##

bcg.oaq_bpe_in.main WBIC/main_

InboundQ

JMS メインのインバウンド・キュ
ー名

bcg.oaq_bpe_out.main WBIC/delivery

ManagerQ

JMS Delivery Manager キュー名

bcg.inbound_poll_interval.main 1000 ディレクトリー・スキャンごとの
時間 (ミリ秒)

bcg.inbound_files_per _pass.main 5 スキャンごとに取得できる最大フ
ァイル数

bcg.in_thread_count.main 2 メイン・ルーターのインバウン
ド・スレッドの数

bcg.bpe_thread_count.main 2 メイン・ルーターの BPE スレッ
ドの数

bcg.vms_inbound_directory.main $SHARED_DATA

_DIR$/router_in

メイン・ルーターのインバウン
ド・ディレクトリー

bcg.bpe_temp_directory.main $SHARED_DATA

_DIR$/dat

メイン・ルーターのデータ・ディ
レクトリー
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表 34. bcg.properties (ルーター固有プロパティー) (続き)

項目 デフォルト値 可能な設定 説明

## SIGNAL RTR ##

bcg.oaq_bpe_in.signal WBIC/signal

_InboundQ

JMS シグナルのインバウンド・キ
ュー名

bcg.oaq_bpe_out.signal WBIC/delivery

ManagerQ

JMS Delivery Manager キュー名

bcg.inbound_poll_interval.signal 1000 ディレクトリー・スキャンごとの
時間 (ミリ秒)

bcg.inbound_files_per_pass.signal 5 スキャンごとに取得できる最大フ
ァイル数

bcg.in_thread_count.signal 2 シグナル・ルーターのインバウン
ド・スレッドの数

bcg.bpe_thread_count.signal 2 シグナル・ルーターの BPE スレ
ッドの数

bcg.vms_inbound_directory.signal $SHARED_DATA

_DIR$/signal_in

シグナル・ルーターのインバウン
ド・ディレクトリー

bcg.bpe_temp_directory.signal $SHARED_DATA

_DIR$/data

シグナル・ルーターのデータ・デ
ィレクトリー

## SYNCHRONOUS RTR ##

bcg.oaq_bpe_in.synchronous WBIC/sync

_InboundQ

JMS 同期インバウンド・キュー名

bcg.oaq_bpe_out.synchronous WBIC/delivery

ManagerQ

JMS Delivery Manager キュー名

bcg.inbound_poll_interval.

synchronous

1000 ディレクトリー・スキャンごとの
時間 (ミリ秒)

bcg.inbound_files_per_pass.

synchronous

5 スキャンごとに取得できる最大フ
ァイル数

bcg.in_thread_count.synchronous 2 同期ルーターのインバウンド・ス
レッドの数

bcg.bpe_thread_count.synchronous 2 同期ルーターの BPE スレッドの
数

bcg.vms_inbound_directory.

synchronous

$SHARED_DATA

_DIR$/sync_in

同期ルーターのインバウンド・デ
ィレクトリー

bcg.bpe_temp_directory.synchronous $SHARED_DATA

_DIR$/data

同期ルーターのデータ・ディレク
トリー

## DESTINATION ##

bcg.destination.destination_class com.ibm.bcg.

destination.H2

Destination

Process

宛先クラス

### RECEIVER MBEAN ###

bcg.vms_receiver_reject_dir $SHARED_DATA

_DIR$/receiver

/reject

Receiver が拒否したメッセージを
格納するファイル・システム・パ
ス

付録 C. コンポーネント固有のプロパティー・ファイル 143



表 34. bcg.properties (ルーター固有プロパティー) (続き)

項目 デフォルト値 可能な設定 説明

bcg.vms_receiver_tmp_dir $SHARED_DATA

_DIR$/receiver

/tmp

Receiver が一時メッセージを保管
するファイル・システム・パス

### DUPLICATE ###

bcg.duplicate.DupField1 x-aux-system

-msg-id

bcg.duplicate.DupField2 なし

bcg.duplicate.DupField3 なし

bcg.duplicate.DupField4 なし

bcg.duplicate.DupField5 なし

bcg.duplicate.DupField6 なし

bcg.duplicate.DupField7 なし

bcg.duplicate.DupField8 なし

bcg.duplicate.DupField9 なし

bcg.duplicate.DupField10 なし

### LogReceiver ###

bcg.logReceiver.queue WBIC/datalogQ JMS Log Receiver のキュー名

bcg.logReceiver.initial

NumberOfReceivers

4 Log Receiver の数

bcg.dberrors.queue WBIC/datalog

ErrorQ

JMS Log Receiver のエラー・キュ
ー名

### アラート・エンジン ###

bcg.alertQueue.queue WBIC/alertQ JMS アラート・キュー名

bcg.alertQReceiver.initial

NumberOfReceivers

1 Alert Receiver の数

bcg.alertQReceiver.maxRetries 100 アラート再試行の最大回数

bcg.alertQReceiver.retryInterval 60000 アラートの再試行間隔 (ミリ秒)

bcg.eventAlertQReceiver.queue WBIC/alert

EventQ

JMS アラート・イベント・キュー
名

bcg.eventAlertQReceiver.

initialNumberOfReceivers¥

1 Alert Event Receiver の数

# ボリューム・アラート終了時刻の長
時間後にこれを設定し、文書をシステ
ムで受け取ったことを記録してから、

# アラートを評価できるようにしま
す。

bcg.volumeAlertScheduler.allowance

ForProcessingReceivedDocInMins

10
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表 34. bcg.properties (ルーター固有プロパティー) (続き)

項目 デフォルト値 可能な設定 説明

# これらのパラメーターにより、過剰
な E メール通知を防止できます。
「maxNotificationIntervalInMins」の
時間間隔に、同じアラートが

# 「maxNotificationsInInterval」よ
り多く発生する場合、
「minNotificationQuietInterval

InMins」の時間間隔内に同じタイプの

# アラートを受け取らなくなるまでア
ラートは保持され、
「heldAlertsBatchTimeInMins」ごとに
バッチ処理されます。

bcg.alertNotifications.

maxNotificationsInInterval

10

bcg.alertNotifications.

maxNotificationIntervalInMins

30

bcg.alertNotifications.

minNotificationQuietInterval InMins

30

bcg.alertNotifications.

heldAlertsBatchTimeInMin

30

# パートナーの E メール・アドレスが
無効などの理由によって戻された通知
は、

# to bcg.alertNotifications.

mailEnvelopeFrom に移動します。

bcg.alertNotifications. mailHost $ROUTER.ALERT

S.SMTP_RELAY$

SMTP リレー・ホスト

bcg.alertNotifications. mailFrom $ROUTER.ALERT

S.MAIL_FROM$

「送信元」メール・アドレスのア
ラート

bcg.alertNotifications. mailReplyTo $ROUTER.ALERT

S.MAIL_FROM$

「送信元」メール・アドレスのア
ラート

bcg.alertNotifications.

mailEnvelopeFrom

$ROUTER.ALERT

S.MAIL_FROM$

「送信元」メール・アドレスのア
ラート

# 証明書有効期限イベント生成プログ
ラムの実行時刻

# <分> <時間> <クラス名>

# これは午前 1:13 に実行されます。

alert.eventGenerator.schedule 13 1 Certificate

Expiration

### Delivery Manager ###

bcg.delivery.gatewayDirectory $SHARED_DATA

_DIR$/gateways

Gateways ディレクトリーの場所
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表 34. bcg.properties (ルーター固有プロパティー) (続き)

項目 デフォルト値 可能な設定 説明

bcg.delivery.smtpHost $ROUTER.DM.

SMTP_RELAY$

SMTP メール・ホスト

bcg.delivery.smtpHostPort $ROUTER.DM.

SMTP_RELAY.

PORT$

SMTP メール・ポート

bcg.delivery.responseDir $SHARED_DATA

_DIR$/sync_in

Synchronous ディレクトリーの場所

bcg.delivery.msMaxFileLockLife 180000 ファイルがロックされる最大時間
(ミリ秒)

bcg.delivery.threadPoolMaxThreads 50

bcg.delivery.gatewayMaxThreads 20 ゲートウェイ・スレッドの最大数

bcg.delivery.gwTransportMaxRetries 3 ゲートウェイごとの再試行回数

# ミリ秒単位で、すべてのゲートウェ
イに適用されます。

bcg.delivery.gwTransport

RetryInterval

3000 ゲートウェイの再試行間隔 (ミリ
秒)

bcg.delivery.queue WBIC/delivery

ManagerQ

JMS Delivery Manager キュー名

bcg.deliveryQReceiver.

initialNumberOfReceivers

10 Gateway Receiver の数

bcg.delivery.numberOfLoggers 10

# 応答サーブレットへの同期応答の配
信

bcg.syncdelivery.queue WBIC/sync

DeliveryManagerQ

JMS 同期 Delivery Manager キュ
ー名

bcg.syncdeliveryQReceiver.

initialNumberOfReceivers

3 同期 Delivery Manager Receiver の
数

#bcg.deliveryQReceiver.jmsLog jms.log

bcg.delivery.jmstimeout 60000

# 通知に関するソケットのタイムアウ
ト (ミリ秒)

bcg.http.socketTimeout 120000 HTTP ソケットのタイムアウト

bcg.http.version 1.1 1.0、1.1 HTTP バージョン

### RosettaNet ###

bcg.rosettanet.retryWaitTmMS 5000

bcg.rosettanet.strictBoundaryParse FALSE true、false

bcg.rosettanet.mimeBoundaryValidate FALSE true、false
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表 34. bcg.properties (ルーター固有プロパティー) (続き)

項目 デフォルト値 可能な設定 説明

## プロパティーが存在し、それが
「Literal」である場合は、
x-aux-production が文字どおり

## 「Production」、「Test」であると想
定します。プロパティーが存在しない
か、または

## 「Literal」ではない場合は、
x-aux-production が「True」または
「False」であると想定します。

## どの値も大/小文字を区別しませ
ん。

bcg.rosettanet.globalUsageCode Literal Literal、
Production、Test

## x-aux-production ヘッダーが
「Production」、「Test」、「True」、
または「False」でない場合、

## およびこのプロパティーが「1」に
設定されている場合は、
rosettanet.defaultGlbUsageCd プロパティ
ー

## の値セットにデフォルト設定しま
す。

bcg.rosettanet.default UsageCdOnErr 1

bcg.rosettanet.defaultGlbUsageCd Production Production、Test

## プロパティーが存在し、「1」に等
しい場合は、ビルダーが
x-aux-process-instance-id を

## 提供し、これをアウトバウンド要求
のプロセス・インスタンス ID として
使用することを

## 想定しています。

bcg.rosettanet.useBuilder

ProcessInstanceId

1

## ビルダーから提供された
process-instance-id が (理由のいかんを
問わず) 無効の場合は、

## 新規の process-instance-id を生成で
きます。

bcg.rosettanet.genProcess

InstanceIdOnError

1

################
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表 34. bcg.properties (ルーター固有プロパティー) (続き)

項目 デフォルト値 可能な設定 説明

bcg.receiver.persistpath $SHARED_DATA

_DIR$/router_in/

### RNE ###

bcg.rne.inbound_poll_interval 1000 RosettaNet エンジンのポーリング
間隔 (ミリ秒)

bcg.rne.in_thread_count 2 RosettaNet エンジンのスレッド数

bcg.rne.work_size 50

bcg.0A1.fromContactName $ROUTER.

CONTACT_

NAME$

0A1 の連絡先名

bcg.0A1.fromEMailAddr $ROUTER.

CONTACT.

MAIL_FROM$

0A1 の E メール・アドレス

bcg.0A1.fromPhoneNbr $ROUTER.

CONTACT.

PHONE_NO$

0A1 の電話番号

bcg.0A1.fromFaxNbr $ROUTER.

CONTACT.

FAX_NO$

0A1 の FAX 番号

## HTTP/S 関連プロパティー

bcg.http.SSLDebug FALSE true、false

## デジタル署名関連プロパティー

# 可能な値: SHA1,MD5

bcg.rosettanet.signature.

DigestAlgorithm

SHA1 sha1、md5 このアルゴリズムを使用して、
Message Digest を生成します。
注: このプロパティーはすべての
プロトコルに適用されます。

# 可能な値: true、false

bcg.rosettanet.signature.

RejectIfFailVal

TRUE true、false

# 可能な値: true、false

bcg.rosettanet.signature.

VerifySigner

TRUE true、false このプロパティーを使用して署名
者を検証します。
注: このプロパティーはすべての
プロトコルに適用されます。

## 暗号化プロパティー

bcg.CRLDir $SHARED_DATA

_DIR$/security

/crl/

CRL ディレクトリーへのパス
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表 34. bcg.properties (ルーター固有プロパティー) (続き)

項目 デフォルト値 可能な設定 説明

bcg.rosettanet.encrypt.

CertDbRefreshInterval

600000 CRL および VTP 証明書は、指定
されたミリ秒後に再ロードされま
す。
注: このプロパティーはすべての
プロトコルに適用されます。

# 有効な値: 3des、rc2-40

bcg.rosettanet.encrypt.Algorithm 3des 3des、des、aes、
rc2-40

メッセージの暗号化で使用するア
ルゴリズムを指定します。
注: このプロパティーはすべての
プロトコルに適用されます。

# 署名を検証するために証明書を読み
込みます。VTP 署名の検証に使用しま
す。

bcg.certs.vtp.CertificateDir $SHARED_DATA

_DIR$/security

/vtp

## サーブレット・プロパティー

## Receiver のサーブレットによってメ
タデータとして保持される HTTP ヘッ
ダー

## 「http.hdrdef」で始まるすべてのプ
ロパティーは、

## 保持されるヘッダーとして解釈され
ます。

bcg.http.hdrdef.fromID x-aux-sender-id BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

bcg.http.hdrdef.toID x-aux-receiver-id BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

bcg.http.hdrdef.protocol x-aux-protocol BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

bcg.http.hdrdef.protocolVersion x-aux-protocol

-version

BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

bcg.http.hdrdef.process x-aux-process

-type

BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

bcg.http.hdrdef.processVersion x-aux-process

-version

BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー
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表 34. bcg.properties (ルーター固有プロパティー) (続き)

項目 デフォルト値 可能な設定 説明

bcg.http.hdrdef.msgid x-aux-msg-id BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

bcg.http.hdrdef.contentType content-type BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

bcg.http.hdrdef.systemMsgId x-aux-system

-msg-id

BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

bcg.http.hdrdef.RNResponseType x-rn-response

-type

BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

bcg.http.hdrdef.RNVersion x-rn-version BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

bcg.http.hdrdef.productionFlag x-aux-production BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

bcg.http.hdrdef.provSessionId x-aux-prov

-session-id

BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

bcg.http.hdrdef.processInstanceId x-aux-process-

instance-id

BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

bcg.http.hdrdef.contentLength Content-Length BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

bcg.http.hdrdef.as2From AS2-From BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

bcg.http.hdrdef.as2To AS2-To BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

bcg.http.hdrdef.as2Version AS2-Version BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

bcg.http.hdrdef.mimeVersion Mime-Version BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

bcg.http.hdrdef.messageId Message-ID BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

bcg.http.hdrdef.date Date BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー
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表 34. bcg.properties (ルーター固有プロパティー) (続き)

項目 デフォルト値 可能な設定 説明

bcg.http.hdrdef.from From BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

bcg.http.hdrdef.subject Subject BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

bcg.http.hdrdef.content

TransferEncoding

Content-Transfer-

Encoding

BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

bcg.http.hdrdef.contentDisposition Content-

Disposition

BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

bcg.http.hdrdef.disposition

NotificationTo

Disposition-

Notification-To

BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

bcg.http.hdrdef.disposition

NotificationOptions

Disposition-

Notification-Options

BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

bcg.http.hdrdef.receipt

DeliveryOption

Receipt-Delivery-

Option

BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

bcg.http.hdrdef.toPackagingName ToPackaging

Name

BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

bcg.http.hdrdef.asDocType ASDocType BPE によって処理され、メタデー
タ・ファイルに保持される HTTP

ヘッダー

# パッケージ化関連プロパティー

# 次のいずれかのコンテンツ・タイプ
を持つ添付ファイルには、Base64 エン
コードは行われません。

bcg.pkg.sponsor.contenttypes bcg.pkg.sponsor.

contenttypes

### スポンサー・エンジンの開始 ###

bcg.sponsor.inbound_poll_interval 10000

bcg.sponsor.in_thread_count 2 スポンサー・エンジンのインバウ
ンド・スレッドの数

bcg.sponsor.work_size 10

bcg.delivery.sponsor.eventMsgClass com.ibm.bcg.

delivery.sponsor.

SponsorEvent

Message

### DB プロシージャーのデバッグ・
プロパティー ###
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表 34. bcg.properties (ルーター固有プロパティー) (続き)

項目 デフォルト値 可能な設定 説明

DBProcDebug 1 データベースのデバッグ・フラグ

# グローバル状態エンジンのインスタ
ンス ID

GlobalStateEngInstanceId bcg

# 可能な否認防止値#

bcg.nonrep.inbound-doc true true、false 送られてくる文書の否認防止を使
用可能に設定します

bcg.nonrep.outbound-doc true true、false 送信する文書の否認防止を使用可
能にします

# 可能な値は 1.0 または 1.1#

wbipackaging_version = 1.0 1.0 1.0、1.1 バックエンド統合 XML パッケー
ジ化トランスポート・エンベロー
プの場合。バージョン 1.0 はバー
ジョン 4.2.2 FP1 以前用。バージ
ョン 1.1 は 4.2.2 FP2 以降用。バ
ージョン 1.1 には、接続に関連し
たコンテンツ ID が含まれていま
す。

#ITLM が必要な JAR ファイル#

bcg.ITLMJar={INSTALLDIR}/

router/lib/support/

ITLMToolkit.jar

ライセンス交付のサポートに必
要。

bcg.logJar={INSTALLDIR}/

router/lib/support/jlog.jar

ライセンス交付のサポートに必
要。

表 35. router-was.logging.properties ファイルの内容

項目 デフォルト値 可能な設定 説明

########## log4j デバッグ・プロパテ
ィーの開始 ###################

# 可能なカテゴリー -

debug/info/warn/error/fatal

# デフォルトのカテゴリー「error」、
出力先: STDOUT および RollingFile

debug/info/warn

error/fatal

log4j.rootCategory error、stdout、
RollingFile

All、Off、debug、
info、warn、error、
fatal

すべてのコンテナーのルート・ロ
ギング設定。ロギングは、
log4j.rootCategory=OFF と設定す
ることにより完全にオフに切り替
え可能。

log4j.appender.stdout org.apache.log4j.

ConsoleAppender

Log4J ライブラリーに使用するロ
ギング Java クラス

log4j.appender.stdout.layout org.apache.log4j.

PatternLayout

Log4J ライブラリーに使用するロ
ギング Java クラス
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表 35. router-was.logging.properties ファイルの内容 (続き)

項目 デフォルト値 可能な設定 説明

# 呼び出し側のファイル名と行番号を
出力するパターン。

log4j.appender.stdout.layout.

ConversionPattern

%d{DATE} %-5p

[%c{1}] [%t] -

%m%n

ログ・ファイルのロギング・パタ
ーン

log4j.appender.RollingFile org.apache.log4j.

RollingFile

Appender

Log4J ライブラリーに使用するロ
ギング Java クラス

# ログ・ファイル名

log4j.appender.RollingFile.File {INSTALL DIR}/

was/profiles/

bcgdocmgr/logs/

bcgdocmgr/

bcg_router.log

ローリング・ログ・ファイル名お
よびパス

log4j.appender.RollingFile.

MaxFileSize

50000KB ローリング前のログ・ファイルの
最大サイズ

# 保持するバックアップ・ファイルの
数

log4j.appender.RollingFile.

MaxBackupIndex

10 ローリング済みログ・ファイルの
最大数

log4j.appender.RollingFile.layout org.apache.log4j.

PatternLayout

Log4J ライブラリーに使用するロ
ギング Java クラス

log4j.appender.RollingFile.layout.

ConversionPattern

%d{DATE} %-5p

[%c{1}] [%t] -

%m%n

ログ・ファイルのロギング・パタ
ーン

log4j.category.com.ibm.bcg.co.db error

#### 不要なタイミング・イベントの
生成を抑制するために追加

#log4j.category.com.ibm.bcg.timing error
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特記事項

本書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合
があります。日本で利用可能な製品、サービス、および機能については、日本 IBM

の営業担当員にお尋ねください。本書で IBM 製品、プログラム、またはサービス
に言及していても、その IBM 製品、プログラム、またはサービスのみが使用可能
であることを意味するものではありません。これらに代えて、IBM の知的所有権を
侵害することのない、機能的に同等の製品、プログラム、またはサービスを使用す
ることができます。ただし、IBM 以外の製品とプログラムの操作またはサービスの
評価および検証は、お客様の責任で行っていただきます。

IBM は、本書に記載されている内容に関して特許権 (特許出願中のものを含む) を
保有している場合があります。本書の提供は、お客様にこれらの特許権について実
施権を許諾することを意味するものではありません。実施権についてのお問い合わ
せは、書面にて下記宛先にお送りください。

〒106-0032
東京都港区六本木 3-2-31
IBM World Trade Asia Corporation
Licensing

以下の保証は、国または地域の法律に沿わない場合は、適用されません。

IBM およびその直接または間接の子会社は、本書を特定物として現存するままの状
態で提供し、商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任を
含むすべての明示もしくは黙示の保証責任を負わないものとします。国または地域
によっては、法律の強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、強行規定
の制限を受けるものとします。

この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。本書は定期的
に見直され、必要な変更は本書の次版に組み込まれます。IBM は予告なしに、随
時、この文書に記載されている製品またはプログラムに対して、改良または変更を
行うことがあります。

本書において IBM 以外の Web サイトに言及している場合がありますが、便宜のた
め記載しただけであり、決してそれらの Web サイトを推奨するものではありませ
ん。それらの Web サイトにある資料は、この IBM 製品の資料の一部ではありませ
ん。それらの Web サイトは、お客様の責任でご使用ください。

IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うこと
のない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとしま
す。

本プログラムのライセンス保持者で、(i) 独自に作成したプログラムとその他のプロ
グラム (本プログラムを含む) との間での情報交換、および (ii) 交換された情報の
相互利用を可能にすることを目的として、本プログラムに関する情報を必要とする
方は、下記に連絡してください。

© Copyright IBM Corp. 2004, 2005 155



IBM Burlingame Laboratory Director
IBM Burlingame Laboratory
577 Airport Blvd., Suite 800
Burlingame, CA 94010
U.S.A

本プログラムに関する上記の情報は、適切な使用条件の下で使用することができま
すが、有償の場合もあります。

本書で説明されているライセンス・プログラムまたはその他のライセンス資料は、
IBM 所定のプログラム契約の契約条項、IBM プログラムのご使用条件、またはそれ
と同等の条項に基づいて、IBM より提供されます。

この文書に含まれるいかなるパフォーマンス・データも、管理環境下で決定された
ものです。そのため、他の操作環境で得られた結果は、異なる可能性があります。
一部の測定が、開発レベルのシステムで行われた可能性がありますが、その測定値
が、一般に利用可能なシステムのものと同じである保証はありません。さらに、一
部の測定値が、推定値である可能性があります。実際の結果は、異なる可能性があ
ります。お客様は、お客様の特定の環境に適したデータを確かめる必要がありま
す。

IBM 以外の製品に関する情報は、その製品の供給者、出版物、もしくはその他の公
に利用可能なソースから入手したものです。IBM は、それらの製品のテストは行っ
ておりません。したがって、他社製品に関する実行性、互換性、またはその他の要
求については確証できません。IBM 以外の製品の性能に関する質問は、それらの製
品の供給者にお願いします。

本書には、日常の業務処理で用いられるデータや報告書の例が含まれています。よ
り具体性を与えるために、それらの例には、個人、企業、ブランド、あるいは製品
などの名前が含まれている場合があります。これらの名称はすべて架空のものであ
り、名称や住所が類似する企業が実在しているとしても、それは偶然にすぎませ
ん。

IBM の将来の方向または意向に関する記述については、予告なしに変更または撤回
される場合があり、単に目標を示しているものです。

著作権使用許諾

本書には、様々なオペレーティング・プラットフォームでのプログラミング手法を
例示するサンプル・アプリケーション・プログラムがソース言語で掲載されていま
す。お客様は、サンプル・プログラムが書かれているオペレーティング・プラット
フォームのアプリケーション・プログラミング・インターフェースに準拠したアプ
リケーション・プログラムの開発、使用、販売、配布を目的として、いかなる形式
においても、IBM に対価を支払うことなくこれを複製し、改変し、配布することが
できます。このサンプル・プログラムは、あらゆる条件下における完全なテストを
経ていません。従って IBM は、これらのサンプル・プログラムについて信頼性、
利便性もしくは機能性があることをほのめかしたり、保証することはできません。

WebSphere Partner Gateway には、ICU4J というコードが含まれています。ICU4J

のコードは、IBM の「プログラムのご使用条件」に基づきその「適用除外コンポー
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ネント」の条項に従うことを条件に使用許諾されます。ただし、IBM は以下の条項
を明示することを義務付けられています。

著作権および許可に関する注意事項

本「プログラム」は、IBM 社およびその他の著作権により保護されています。
Copyright (c) 1995-2003

All rights reserved.

このソフトウェアおよびその関連文書ファイル (以下「ソフトウェア」といいます)

を取得する人には、この「ソフトウェア」の、使用、複製、変更、結合、出版、配
布またはソフトウェアの複製を販売する権利を含め、制約なく取引する権利を無償
で許可し、また、「ソフトウェア」を与えられた人にも、この権利が与えられま
す。ただし、上記の著作権表示およびこの許可通知が、すべてのこの「ソフトウェ
ア」の複製に記載され、また上記の著作権表示およびこの許可通知が、関連文書に
記載されている場合に限ります。

ソフトウェアは、特定物として現存するままの状態で提供され、第三者の権利の不
侵害の保証、商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任を
含む、すべての明示もしくは黙示の保証責任または保証条件を負わないものとしま
す。さらに、著作権者またはこの注意事項に含まれている権利の所有者は、このソ
フトウェアの使用または実行に起因するものであれ、関連するものであれ、契約、
過失、不法行為のいずれによるものであれ、使用、データまたは利益の喪失から発
生する請求、あるいは特別、直接的、間接的、結果的損害、または他の一切の損害
について、何等の責任も負いません。

この通知に記されているもの、および事前の書面による承認がある場合を除き、著
作権者の名前を、このソフトウェアの広告、または販売、使用、取引の促進のため
にご使用になることはできません。

プログラミング・インターフェース情報
プログラミング・インターフェース情報は、存在する場合、プログラムを使用して
アプリケーション・ソフトウェアを作成する上で役立つことを目的としています。
一般使用プログラミング・インターフェースにより、お客様はこのプログラム・ツ
ール・サービスを含むアプリケーション・ソフトウェアを書くことができます。た
だし、この情報には、診断、修正、および調整情報が含まれている場合がありま
す。診断、修正、調整情報は、お客様のアプリケーション・ソフトウェアのデバッ
グ支援のために提供されています。

警告: 診断、修正、調整情報は、変更される場合がありますので、プログラミン
グ・インターフェースとしては使用しないでください。

商標
以下は、IBM Corporation の商標です。
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i5/OS

IBM

IBM ロゴ
AIX

CICS

CrossWorlds

DB2

DB2 Universal Database

IMS

Informix

iSeries

Lotus

Lotus Domino

Lotus Notes

MQIntegrator

MQSeries

MVS

OS/400

Passport Advantage

SupportPac

WebSphere

z/OS

Microsoft、Windows、Windows NT および Windows ロゴは、Microsoft Corporation

の米国およびその他の国における商標です。

MMX および Pentium は、Intel Corporation の米国およびその他の国における商標
です。

Java およびすべての Java 関連の商標およびロゴは、Sun Microsystems, Inc. の米国
およびその他の国における商標または登録商標です。

Linux は、Linus Torvalds の米国およびその他の国における商標です。

他の会社名、製品名およびサービス名等はそれぞれ各社の商標です。

WebSphere Partner Gateway Enterprise and Advanced Editions バージョン 6.0。
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索引
日本語, 数字, 英字, 特殊文字の順に配列されてい
ます。なお, 濁音と半濁音は清音と同等に扱われて
います。

［ア行］
アカウント管理アクティビティー 23

拡張検索の実行 36

ゲートウェイ構成の管理 24

ゲートウェイ構成の削除 28, 29

ゲートウェイ構成のための情報 24

ゲートウェイの表示および編集 26

参加者接続の管理 33

参加者の検索 23

参加者の属性値の変更 37

参加者プロファイルの管理 23

参加者プロファイルの表示および編集 23

証明書の管理 30

除外リストの管理 38

除外リストの編集 39

除外リストへの参加者の追加 39

新規アクションの選択 38

接続構成の変更 37

接続コンポーネント 33

接続の基本検索の実行 35

接続の検索 35

接続の使用不可化または非アクティブ化 38

接続の重複 34

ソース・ゲートウェイまたはターゲット・ゲートウェイの変
更 38

デジタル証明書の使用不可化 32

デジタル証明書の表示および編集 31

デフォルト・ゲートウェイの表示 28

アクション
使用可能化または使用不可化 12

新規の選択 38

アクセス権
詳細の表示および編集 9

アクティビティー
アカウント管理 23

ハブ管理者 7

値
参加者接続のテスト 49

文書ビューアー 57, 58, 62

イベント
検索 54

検索条件 55

イベント・コード
管理 8

名前の保管 9

イベント・コード名の保管 9

イベント・タイプ 54

説明 54

イベント・ビューアー
イベント詳細の表示 55

検索条件 55

説明 53

エクスポート
文書ボリューム・レポート 49

エラー・イベント・タイプ 54

エラー・フィールド
検証エラー 65

お客様サービス ix

オンライン・ヘルプ ix

［カ行］
会社

Web サイト ix

拡張検索
接続 36

管理
イベント・コード 8

ゲートウェイ構成 24

参加者接続 33

参加者プロファイル 23

証明書 30

除外リスト 38

パスワード・ポリシー 7

XML 形式 11

基本検索、接続 35

キュー、文書の削除 43

キューからの文書の削除 43

キュー内の文書、表示 42

ゲートウェイ
キューからの文書の削除 43

キュー内の文書の表示 42

キューの使用 41

構成の管理 24

構成の削除 28, 29

状況の変更 43

詳細の表示 43

ソースまたはターゲットの変更 38

デフォルトの表示 28

必要な構成情報 24

表示および編集 26

リストの表示 41

ゲートウェイ構成のために必要な情報 24

ゲートウェイ・キューの使用 41

警告イベント・タイプ 54
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結果コード
Web サーバー 50

検索
イベント 54

参加者 23

接続 35

接続の拡張 36

接続の基本 35

メッセージ、AS1/AS2 ビューアー 56

RosettaNet プロセス 58

検索条件
イベント・ビューアー 55

文書ビューアー 61

文書分析 47

文書ボリューム・レポート 48

AS1/AS2 ビューアー 57

RosettaNet ビューアー 59

検証エラー
表示 65

構成
ゲートウェイに必要な情報 24

ゲートウェイの管理 24

ゲートウェイの削除 28, 29

接続の変更 37

ターゲット 10

ダウンロード・パッケージ 11

文書フロー定義 11

コンポーネント
接続 33

［サ行］
削除
ゲートウェイ構成 28, 29

ターゲット 11

XML 形式 12

作成
文書ボリューム・レポート 48

参加者
検索 23

除外リストへの追加 39

接続コンポーネント 33

接続の拡張検索 36

接続の管理 33

接続の基本検索 35

接続の検索 35

接続の重複 34

属性値の変更 37

プロファイルの管理 23

プロファイルの表示および編集 23

参加者接続のテスト
値 49

説明 49

Web サーバー結果コード 50

実行
接続の拡張検索 36

実行 (続き)

接続の基本検索 35

重大イベント・タイプ 54

使用可能化
アクション 12

ターゲット 10

状況、ゲートウェイの変更 43

詳細、ゲートウェイの表示 43

使用不可化
アクション 12

接続 38

ターゲット 10

デジタル証明書 32

証明書
管理 30

使用不可化 32

表示および編集 31

除外リスト
管理 38

参加者の追加 39

編集 39

新規アクション、選択 38

接続
基本検索の実行 35

検索 35

構成の変更 37

コンポーネント 33

参加者の管理 33

使用不可化または非アクティブ化 38

重複 34

接続の非アクティブ化 38

選択
新規アクション 38

ソース・ゲートウェイ、変更 38

属性
参加者の値の変更 37

［タ行］
ターゲット
ゲートウェイの変更 38

構成 10

削除 11

使用可能化または使用不可化 10

詳細の表示および編集 10

ダウンロード・パッケージ、構成 11

ツール
参加者接続のテスト 49

説明 45

文書分析 45

文書ボリューム・レポート 47

追加
除外リストへの参加者 39

通知イベント・タイプ 54

データベース照会効率、最適化 93

160 IBM WebSphere Partner Gateway Enterprise and Advanced Editions: 管理者ガイド



停止
ルーターおよび Receiver 5

Community Console 5

デジタル証明書
管理 30

使用不可化 32

表示および編集 31

デバッグ・イベント 54

デフォルト
ゲートウェイ 28

トラブルシューティング
データベース照会効率の最適化 93

破損後のルーターの再始動 94

マシン・シャットダウン後のシステムの始動 94

メモリー不足エラーの回避 87

ルーターの再始動 94

［ハ行］
破損、後の再始動 94

破損後のルーターの再始動 94

パッケージの詳細
AS1/AS2 ビューアー 58

ハブ管理者のアクティビティー 7

アクションの使用可能化または使用不可化 12

アクセス権の詳細の表示および編集 9

イベント・コードの管理 8

イベント・コード名の保管 9

ターゲットの構成 10

ターゲットの削除 11

ターゲットの使用可能化または使用不可化 10

ターゲットの詳細の表示および編集 10

パスワード・ポリシーの管理 7

文書フロー定義およびダウンロード・パッケージの構成 11

XML 形式の値の編集 11

XML 形式の管理 11

XML 形式の削除 12

必要な情報、ゲートウェイ構成 24

ビューアー
イベント・ビューアー 53

文書ビューアー 60

AS1/AS2 ビューアー 56

RosettaNet ビューアー 58

表示
アクセス権の詳細 9

イベント 62

イベント詳細、イベント・ビューアー 55

キュー内の文書 42

ゲートウェイ 26

ゲートウェイの詳細 43

ゲートウェイ・リスト 41

検証エラー 65

参加者プロファイル 23

ターゲットの詳細 10

デジタル証明書 31

デフォルト・ゲートウェイ 28

表示 (続き)

プロセスおよびイベント詳細、文書分析 47

文書
文書分析 46

文書処理の詳細、RosettaNet ビューアー 60

文書の詳細 62

メッセージの詳細、AS1/AS2 ビューアー 57

ロー文書 60, 62

RosettaNet プロセスの詳細 59

プロファイル
参加者の管理 23

文書
キューからの削除 43

キュー内の表示 42

詳細、文書ビューアー 62

処理の値、文書ビューアー 62

文書状態
定義 45

文書ボリューム・レポート 47, 48

文書ビューアー
値 57, 58, 62

検索条件 61

説明 60

文書処理の値 62

文書の詳細 62

文書フロー定義
構成 11

文書分析
検索条件 47

説明 45

プロセスおよびイベント詳細の表示 47

文書の表示 46

文書ボリューム・レポート
印刷 49

エクスポート 49

検索条件 48

作成 48

説明 47

文書状態 47, 48

ヘルプ ix

ヘルプの参照先 ix

変更
ゲートウェイ状況 43

参加者の属性値 37

接続構成 37

ソース・ゲートウェイまたはターゲット・ゲートウェイ 38

編集
アクセス権の詳細 9

ゲートウェイ 26

参加者プロファイル 23

除外リスト 39

ターゲットの詳細 10

デジタル証明書 31

XML 形式の値 11

索引 161



［マ行］
メモリー不足エラー、回避 87

［ラ行］
ルーター、再始動 94

ルーター、破損後の再始動 94

ルーターおよび Receiver、停止 5

レポートの印刷
文書ボリューム・レポート 49

ロー文書
表示 60

ログアウト 5

ログイン 2

A
AS1/AS2 ビューアー 60

検索条件 57

説明 56

パッケージの詳細 58

メッセージの検索 56

メッセージの詳細の表示 57

C
Community Console

アイコン 3

移動 3

停止 5

ログアウト 5

ログイン 2

Community Console 内の移動 3

Community Console のアイコン 3

R
RosettaNet ビューアー
検索条件 59

説明 58

プロセスの検索 58

プロセスの詳細の表示 59

文書処理、詳細 60

W
Web サーバー結果コード 50

WebSphere Business Integration Connect

始動 1

マシン・シャットダウン後の始動 94

WebSphere Business Integration Connect の始動 1

X
XML

形式の値の編集 11

形式の管理 11

形式の削除 12

162 IBM WebSphere Partner Gateway Enterprise and Advanced Editions: 管理者ガイド





���

Printed in Japan


	目次
	本書について
	このリリースの新機能
	リリース 6.0 の新機能
	リリース 4.2.2 の新機能

	対象読者
	関連資料
	ヘルプの参照先
	お客様サポート
	ソフトウェア・サポート
	Passport Advantage(R)
	製品資料

	表記上の規則

	このリリースの新機能
	リリース 6.0 の新機能
	リリース 4.2.2 の新機能

	第 1 章 基本の Community Console タスク
	Community Console の始動
	Receiver 側の開始
	Document Manager の始動
	ヘルプ・システムの始動
	Community Console へのログイン
	Community Console 内の移動
	Community Console のアイコン
	Community Console からのログオフ
	Community Console の停止
	Receiver および Document Manager の停止
	ヘルプ・システムの停止

	第 2 章 ハブ管理者のタスク
	パスワード・ポリシーの管理
	データベース、データベース・ユーザー、およびパスワードの変更
	イベント・コードの管理
	イベント・コードの表示および編集
	イベント・コード名の保管
	アラート可能イベントの指定

	ターゲットの管理
	ターゲットの詳細の表示および編集
	ターゲットの使用可能化または使用不可化
	ターゲットの削除

	対話の管理
	XML 形式の管理
	XML 形式の値の編集
	XML 形式の削除

	アクションの使用可能化または使用不可化
	ハンドラーの管理
	ハンドラーのインポート
	ハンドラーの削除

	マップの管理
	検証マップの更新
	変換マップの管理
	EDI FA マップの管理

	EDI の管理
	エンベロープのプロファイル
	エンベロープ・プロファイル・レコードの編集
	エンベロープ・プロファイル・レコードの作成
	エンベロープ・プロファイル・レコードの削除

	エンベローパー
	接続プロファイル
	接続プロファイルの編集
	接続プロファイルの作成
	接続プロファイルの削除

	制御番号の初期設定
	現在の制御番号

	アラート・メール・アドレスの更新
	システム・アクティビティーの表示
	イベント送達の管理
	API 呼び出しの管理
	DocMgr 情報の管理

	第 3 章 アカウント管理タスク
	参加者プロファイルの管理
	参加者プロファイルの表示および編集
	参加者の検索
	参加者の削除

	ゲートウェイ構成の管理
	ゲートウェイ構成のために必要な情報
	ゲートウェイの表示および編集
	デフォルト・ゲートウェイの表示および編集
	ゲートウェイ構成の削除
	トランスポートのアップロード
	トランスポートの削除
	トランスポートおよびゲートウェイの再試行
	順方向プロキシー・サポート

	証明書の管理
	デジタル証明書の表示および編集
	デジタル証明書の使用不可化

	B2B 属性値の変更
	参加者接続の管理
	接続コンポーネント
	接続の重複
	接続の検索
	接続の基本検索の実行
	接続の拡張検索の実行

	接続構成の変更
	参加者の属性値の変更
	新規アクションの選択
	新規変換マップの選択
	ソース・ゲートウェイまたはターゲット・ゲートウェイの変更
	接続の使用不可化または非アクティブ化


	除外リストの管理
	除外リストへの参加者の追加
	除外リストの編集


	第 4 章 ゲートウェイ・キューの管理
	ゲートウェイ・キューの表示
	キュー内の文書の表示
	配信キューからの文書の削除
	ゲートウェイの詳細の表示
	ゲートウェイ状況の変更

	第 5 章 文書フローの分析
	文書分析
	システム内の文書状態の表示
	システム内の文書の表示
	プロセスおよびイベント詳細の表示

	文書ボリューム・レポート
	文書ボリューム・レポートの作成
	文書ボリューム・レポートのエクスポート
	レポートの印刷

	参加者接続のテスト
	Web サーバー結果コード
	200 シリーズ:
	300 シリーズ:
	400 シリーズ:
	500 シリーズ:



	第 6 章 イベントおよび文書の表示
	イベント・ビューアー
	イベント・タイプ
	イベントの検索
	イベント詳細の表示

	AS1/AS2 ビューアー
	メッセージの検索
	メッセージの詳細の表示

	RosettaNet ビューアー
	RosettaNet プロセスの検索
	RosettaNet プロセスの詳細の表示
	ロー文書の表示

	文書ビューアー
	文書の検索
	文書の詳細、イベント、およびロー文書の表示
	EDI 文書の表示
	EDI 文書ソース・トランザクションの表示
	EDI 文書ターゲット・トランザクションの表示
	ソースの交換の位置決め
	ターゲットの交換の位置決め

	データ検証エラーの表示
	処理中の文書の停止
	処理に失敗した文書、または正常に処理された文書の再送

	ゲートウェイ・キュー

	第 7 章 実動トラフィックのシミュレーション
	テストの準備
	テスト・シナリオの設定
	サンプル・シナリオ

	要求と応答のアップロードおよび表示
	文書フローの開始と表示
	オープン文書の検索
	オープン文書への応答
	オープン文書の削除


	第 8 章 アーカイブ
	アーカイブ・データ
	ファイル・システム・ログとデータベース・ログのアーカイブおよびパージ
	アプリケーション・ログ・ファイルのパージ
	否認防止ディレクトリーのパージ
	データベース・テーブルのパージ
	RosettaNet および AS1/AS2 状態エンジンのアーカイブ機能およびパージ機能
	データ保存期間
	ログ・テーブルとサマリー・テーブル


	データの復元
	旧ファイルの除去
	状態エンジン・テーブルからのデータの除去
	サマリー・テーブルからのデータの除去
	ロギング・テーブルからのデータの除去

	第 9 章 トラブルシューティング
	暗号化された大容量 AS 文書の処理時間の長期化防止
	メモリー不足エラーの回避
	複数言語のデータの照合
	DB2 エージェント用の十分な仮想メモリーの確保
	現行構成のエクスポートによるサポート
	サーバー開始時の DB2 SQLCODE -444 エラーの修正
	ポリモアフィック文書のルーティング時の DB2 SQLCODE -444 エラーの修正
	ログ・ファイルの JMS 例外メッセージの修正
	システム性能の不良と処理していないイベントの修正
	コンソール・ヘルプが選択時に表示されない
	Receiver タイムアウト設定の増加
	データベース照会効率の最適化
	処理トランザクション・ロールバック・エラー
	破損後のルーターの再始動
	マシン・シャットダウン後のシステムの始動
	DB2 の始動
	WebSphere MQ の始動
	Community Console、Receiver、および Document Manager の開始

	データ検証エラーが生成された 0A1

	付録 A. パフォーマンスの考慮
	イベントのフィルター
	要約データの生成

	付録 B. 障害発生時イベント
	付録 C. コンポーネント固有のプロパティー・ファイル
	特記事項
	プログラミング・インターフェース情報
	商標

	索引

